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本文イラスト／伊藤明十






　序







　太古、天地を治めたのは三皇と呼ばれる伏ふつ義き、女じよ媧か、神しん農のうという神であった。


　女め神がみ女媧の御み代よに、水神共きよう工こうが天下の覇は権けんを狙ねらい、九首人面蛇だ身しんの家来である相そう柳りゆうを従え反乱を起こした。しかし、共工は火神祝しゆく融ゆうに敗れ、怒いかりにまかせて暴れ回り、天を支える不ふ周しゆう山ざんを壊こわす。天地は傾かたむき、河か川せんは氾はん濫らんして、天変地異が生じた。


　神農より治世を継ついだ半神の黄こう帝ていは、悪あしき神や妖あやかしを討うち、地上の隅すみ々ずみまで道を開いた。


　黄帝が帝位を譲ゆずると、共工はまたも戦いくさを起こし、数十年にわたって黄河が溢あふれた。大地は海となり、五穀は水みず浸びたしになり、住まいを無くした民たみ人びとを妖や獣けものが襲おそった。


　黄帝は、強大な妖をも滅ほろぼす炎えん招しよう戈かを作って、玄げん孫そんにあたる禹うに与あたえた。禹は、自らに従う妖とともに共工と戦う。長く激しい戦いのうちに、禹は片手片足の自由を失うが、彼は見事共工を討ち、相柳を滅ぼす。禹はまた、山を砕くだいて黄河の水を東の海に流し、洪こう水ずいをも治めた。禹は夏かを開き、人の世の王となる。


　傷を癒いやした共工は、十七代夏王、桀けつをおのれの傘さん下かに置き、再び天界に戦いを挑いどもうとした。黄帝は夏の臣であった成せい湯とう天てん乙いつに炎招戈を与え、共工を討つことを命じる。成湯は桀王を討ち、深手を負った共工が逃とう亡ぼうすると、成湯は殷いんを建国する。


　それから三百年、一人の男が自らの野望のために、眠ねむりについていた共工を喚よびだした。




　一　流人の街







　明るい夏の朝日が、南の窓から差し込んでいた。土を突つき固めた床ゆかにたかむしろを敷しいた簡素な部屋で、顔に日が当たるのも構わず、晄こうは安らかな寝ね息いきを立てていた。夜具はめくれ、枕まくらは足あし元もとにあり、昨夜の寝ね相ぞうがどのようなものだったのか想像に難かたくない。


　目覚めている時の晄は、くっきりと弧こを描えがく眉まゆと大きな黒い瞳ひとみが印象的な、なかなかの美少年だが、眠っている時の彼は、とても十五歳とは思えないほど幼く見える。


　その晄の寝ね顔がおを、白銀の髪かみに黄こ金がね色の瞳の青年と、黄色い衣ころもに紅くれないの帯を締しめ、帯と同色の巾きんで黒くろ髪かみをくくった少年がのぞき込んでいた。彼らから少し離はなれた櫃ひつの前では、漆しつ黒こくの蓬ほう髪はつに黒い肌はだの偉い丈じよう夫ふが、晄が目覚めた時のために衣類を用意している。


『いい加減、起こした方がいいんじゃねーの？』


　黄色い衣の少年が言った。ひたすら元気で明るい雰ふん囲い気きをまとっているのは、彼の本ほん性しようが陽に属する妖、崑こん崙ろんの昼を見守る鳳ほう皇おうだからである。彼は、黄帝の命により、地上に降りて晄とともに在ることを誓ちかっていた。


『晄、起きろ。朝だぞ』


　白銀の髪の青年が晄を揺ゆり動うごかした。神と見み紛まがうばかりの美び貌ぼうの彼は、水すい妖よう化か蛇だ族の王である。長く異界で眠っていた彼は、昨年の秋、呪じゆ詛そによって目覚めを強しいられた。苦しんでいた彼を救ったのが晄である。水妖の王は晄に従うことを誓い、晄によって汪おう李りと名づけられていた。


「お願い。もうちょっと寝ねかせて……」


　晄は目を閉じたまま寝ね返がえりをうつ。


『起きろ～。ぼちぼち出かける時刻だぜ』


　鳳ほうが親指と人差し指で、晄の瞼まぶたを無む理り矢や理りこじ開けた。


「出かける……って……？」


　ふた呼吸ほど間をおいて、


「今何時!?　ここどこ？」


　晄はガバッと起き上がり、鳳が『わ、危ねー』と跳とび退すさる。


『ここは亳はく邑ゆう。時刻は大たい食しよくだ』


　黒い肌の偉丈夫が、麻あさの布ほ衣いを差し出しながら答えた。彼の名は煒い白はく、本性は天の園──平へい圃ほを護まもる神妖、駮はくである。太古の天界の戦で、創つくられたばかりの煒白は、天の裂さけ目から地上に墜おちた。彼は山奥で、長い間たった独りで暮らしていたが、昨年の冬、呪詛をかけられて、晄を殺すために黄河を下った。煒白はその時に、黄河沿いの三つの邑むらを滅ぼしてしまう。晄は、煒白の呪詛を解き、彼は犯おかした罪を償つぐなうために晄と共に生きる決意をしたのである。


「亳邑、大食……。大変だ！」


　晄は、煒白から衣を受け取ると、「何でもっと早く起こしてくれなかったのー！」と、急いで身み支じ度たくを始めた。大食とは朝食の時刻である。予定では、晄は夜明け前に起きて、この時刻には陝せん邑ゆうへ向かうことになっていた。そこへ、


「晄ちゃん、起きた？」


　カタカタと戸が開いて、切れ長の目に細い鼻び梁りようの艶あでやかな美女が顔を出した。晄の姉、莉り由ゆうである。彼女は、人ひと形がたの汪李と煒白を見て柳りゆう眉びを吊つり上げた。莉由が何か言う前に、サササッと汪李は小蛇に、煒白は小さな馬に変へん化げする。


「朝ご飯、できてるわよ」


　莉由の表情が元通り穏おだやかになった。莉由は、兄以外の成人男性を五尺以内に近づかせないという男おとこ嫌ぎらいで、汪李と煒白は、莉由の前では極力人形にはならない約束をさせられていた。


「あら、鳳君は人形のままでもいいのよ」


　つられて本性のひよこになってしまった鳳に、莉由は笑えみかける。莉由にとって、晄と同じくらいかそれ以下の少年は、男ではなく子どもなのである。


（実際の歳は、我らとさほど変わらぬのに──）


　という汪李と煒白の心の呟つぶやきは、莉由には届かない。人形の鳳の見た目は十六、七歳で、本性もひよこだが、成長が止まっているだけで、鳳は女媧の御代から生きている。


「おやおや、晄ちゃん。お寝ね坊ぼうしちゃったんですか？　亳邑と陝邑を行ったり来たりで、疲つかれが溜たまってるんでしょうかねぇ」


　バタバタと居間に駆かけ込み、粥かゆをかき込む晄を見て、舜しゆんが心配顔で言った。長身瘦そう軀くで、莉由によく似た面おも立だちの彼は、莉由と晄の兄である。両親のいないこの家では、彼が二人の父親代わりを務めていた。


「大だい丈じよう夫ぶ。じゃ、行ってくるね。帰るのは明日になると思う」


　晄は、椀わんを置くとダダダッと外に出た。小蛇姿の汪李が左ひだり腕うでに取りつき、腕うで輪わのふりをする。鳳はひよこの本性のまま晄の頭に跳び乗った。表口には、すでに煒白がありふれた鹿か毛げの馬に変化し、鞍くらをつけて待っている。


「いってらっしゃい。気をつけてね」


　莉由に見送られ、晄は煒白の背に乗って陝邑へと向かった。








　照りつける夏の日の下、黄河沿いの馬車道を、晄は西に向かって煒白を駆けさせる。


　俊しゆん足そくの煒白は、普ふ通つうの馬であれば丸一日かかる陝邑までの道のりを、一刻もかけずに行くことができた。もちろん、そんな速度で駆けたら晄が落馬してしまうし、人目のある場所では普通の馬のふりをして走るため、実際には一刻とはいかないが、それでも不便を感じるほどの時間はかからなかった。


　陝邑に近づくにつれ、黄河は幅はばを狭せばめて黄おう褐かつ色しよくの流れは急になり、陽炎かげろうに揺れる対岸の街が見えるようになる。


　陝邑城の北側を迂う回かいし、城じよう壁へきの西に出ると、晄の耳に男たちの勇ましいかけ声が届く。


「やばー、もう仕事が始まってる」


　厚く黄土が堆たい積せきする台地には、外側を棒で支えた細長い板いた枠わくが並んでいた。その周囲を数十人の男たちが、忙いそがしく行き来している。みな、洗いざらしの粗そ末まつな布衣に、ろくに手入れもしていない蓬髪を荒あら縄なわで縛しばっていた。


　男たちは板枠に黄土を注ぎ、その上から太い棒で土を突く。版築という土を突き固める工法で城じよう郭かくを築いているのだ。


　男たちに気づかれる前に、ひよこ姿で晄の頭にしがみついていた鳳は、煒白の背に下り、人形に変化する。彼らは、晄に従っている妖あやかしの存在を知らない。煒白を本物の馬だと思っているし、鳳を普通の人間だと思っていた。汪李に至っては、呪のろいのかかった腕輪だと信じている。


「やあ、晄さん。鳳もご苦労さんだね」


　いつものように二人乗りでやって来た少年たちに気づくと、男たちは土を突く手を休めて笑みを浮うかべた。


「遅おそくなってごめん」


　晄は手た綱づなを引いて煒白を止め、二人は鞍から飛び降りた。


「いつも言ってるけど、領主殿はこんな力仕事しなくたっていいんっすよ。鳳はともかくさ」


　男たちの輪に入り、棒を握にぎった晄たちを見て彼らは笑う。


　今年の春、晄はこの陝邑の領主になった。


　陝邑は、煒白が滅ぼしてしまった邑の一つである。その後、廃はい墟きよとなった陝邑に、陰いんの気をまとう妖が棲すみつき、洪こう水ずいの危機に見み舞まわれるという厄やく災さいが起こった。晄は汪李、煒白、鳳とともにその厄災を祓はらい、その褒ほう美びに、晄は庶しよ人じんでありながら邑の領主という地位を賜たまわったのである。しかし、そのような厄災が起こった邑に移住する者はなく、陝邑は罪を犯した者たちの住む流る刑けい地になった。つまり、この男たちはみな労ろう役えきに就ついている罪人ばかりなのである。


「俺にはこれぐらいのことしかできないもの」


　晄は棒を振ふり上げて土を突く。腕輪のふりをしている汪李が、それとなく力を貸してくれるので、重い土ど突づき棒も軽々と持ち上げられる。


「嬉うれしいねぇ。見かけによらず、晄さんは力持ちだ。遠えん慮りよなく手伝ってもらいますぜ」


　もと盗ぬすつ人との荒あらくれどもは、十五歳の少年領主とともに和わ気き藹あい々あいと作業する。


　男たちは本来ならば、剕あしきりか祭さい祀しの犠ぎ牲せいとして生き埋うめになるはずだった。それを晄が嘆たん願がんして、労役に就くだけで済むようにしたのである。男たちはそれを恩義に感じていたし、こうして炎えん天てん下かの中で、一いつ緒しよに力仕事にいそしんでくれる晄に親しみを覚えてもいた。


　やがて、日は中天にさしかかり、突き固めた土がようやく膝ひざの高さになった。汗あせの上に黄こう砂さをこびりつかせ、男たちは暑さに喘あえぐ。


『煒白の兄さんに手伝ってもらえりゃ、こんなのすぐ終わるんだけどなー』


　所在なさそうにしている馬の姿の煒白を、鳳は恨うらめしそうに見やる。煒白は凄すさまじい膂りよ力りよくの持ち主なのだ。


「馬には、土突き棒は持てねえだろ」


　鳳の呟きを聞きとがめて、男たちは笑う。


（冗じよう談だんじゃなくて、汪李や煒白に手伝ってもらえたら……。二人が本当は妖だって、打ち明けちゃおうかな……）


　晄は、左腕でじっと腕輪のふりをしている汪李に目を落とす。


　作業は、この城郭造りだけではなく、濠ほりも掘ほらなければならない。城郭や濠は、陝邑ばかりでなく殷を外敵から守るためのもので、できるだけ早く建設する必要があった。しかし、どちらも過か酷こくな労働である上、労役に就いている罪人は五十名ほどしかいないのである。汪李や煒白の力を借りることができたら、どんなに助かるだろうか。


「それにしても暑い～。目め眩まいがしそう」


　晄は額の汗を手ての甲こうで拭ぬぐい、真っ青な空を仰あおいだ。途と端たんに本当に目の前が暗くなってきた。


『晄──！』


　鳳が駆け寄り、倒たおれかかる晄を左腕の汪李が引っぱる。


「おっと」


　鳳より先に、晄は逞しい腕うでに抱だき留とめられた。軽く瞬またたきをして目眩を払はらうと、髭ひげ面づらの男が心配げに晄をのぞき込んでいる。


「焉えん──」


「大丈夫か？　ちっと横になった方がいい」


　焉は晄をふわりと抱だき上げて木こ陰かげに運んだ。


『暑気あたりかなー？　水も飲まなかったし』


　鳳が、作業場の隅すみに置いてある水みず瓶がめへ水を汲くみに行く。


「お頭かしら、晄さんは……？」


　男たちは、ぞろぞろと心配げに焉の後をついて来る。


「お頭じゃねえ、焉さんと呼べ！」


　彼は強こわ面もてで一いつ喝かつし、晄を地面に寝ねかせると、自分もその横に腰こしを下ろした。


「単なる立ち眩くらみだよ。もう大丈夫だから」


　晄は起き上がろうとしたが、焉の大きな手に頭を押さえられた。


「どうせ昼飯時だ、このまま少し休んでりゃいい」


　彼は、木の根元に置いた弁当の包みを顎あごで指し、


「お前らも休め。昼飯はそこに置いてある。先に食ってろ」


　と、もと手下たちに命ずる。


　焉は、亳邑にある晄の領地、野や午ごの里を襲おそった盗とう賊ぞくの首しゆ魁かいである。盗賊団に潜せん入にゆうした晄が、虎とらに襲われた子どもを救ったり、盗賊団の間に広まった疫えき病びようを祓おうと奔ほん走そうしたりしたことで晄を信しん頼らいするようになり、今は、陝邑で摂せつ政しよう役として罪人たちを統とう括かつする役割を担になっていた。


「陝邑へ来てたんなら、先に城に寄ってくれりゃよかったのに」


「ここに着いた時は、もう仕事が始まる時刻だったし、俺、毎日は来られないから、少しでも長く仕事をしたかったし……」


「土突きなんて、領主のやる仕事じゃねえだろ。それに、こんな時刻にここにいるってことは、もしかして、亳邑を出たのは昨日の夜なんじゃねえか？」


「えーと、まあ、煒白に乗って来たから、そんなにはかかんないよ」


　晄は、笑ってごまかす。晄は領主になった今も、亳邑にある自宅から通っていた。亳邑にも小さな領地があったし、煒白は身体からだに染しみついた呪じゆ詛そのせいで、自宅にある魔ま法ほうの鼎かなえで調理した物しか食べられないからである。


「煒白がいくら駿しゆん馬めだからって、陝邑と亳邑をこんなに頻ひん繁ぱんに行き来してちゃ、あんたの身体が保もたねえ」


　煒白が神しん妖ようだと知らない焉は、心から心配そうだった。晄はちょっぴり良心の痛みを感じる。


「今夜は、陝邑に泊とまってくだろ？」


「うん。もう少しここの現場を手伝いたいし、馬や牛も見たいし」


　陝邑での労役は、城郭や濠の建設以外に、王都へ献けん納のうする戦馬や肉牛も育てていた。


「よっしゃ。そうと決まったら──、野や郎ろうども、飯を食ったら釣つりに行くぞ！」


　焉はやおら立ち上がって号令し、もと手下たちは「おーっ！」と片手を上げて応じた。


「ちょ、ちょっと、釣り？　城郭は？」


「午後はもっと暑くなる。こいつらにまで倒れられちゃかなわねえ。どうせ夕飯の調達には行かなきゃならねえんだ。仕事は日が傾かたむいてからまたやるさ」


　焉は豪ごう快かいに笑った。








「お願い、水をかけないでっ！　俺、水が苦手なんだってばっ！」


「晄兄ちゃん、水が怖こわいんだって。大きいのにおかしいね」


『みんな、いっぱい水をかけて、晄の水嫌ぎらいを治してやろうぜ！』


「ぎゃー！　鳳ってば、何てことを──うわっぷ！」


　その日の午後、晄たちは子どもたちも連れて、陝邑の南にそびえる終しゆう南なん山ざんのふもとへ出かけた。陝邑が一望できる高台には小川が流れ、黄土の混じらない清流には鯉こいや鮒ふななどの川魚が豊富に泳いでいる。


　男たちは疲つかれを癒いやしつつ、のんびり釣りを楽しんでいたが、子どもたちはすぐに水遊びを始め、晄は無む理り矢や理り小川に引っ張り込まれたのである。


「参ったー」


　頭からびしょ濡ぬれになった晄は、這ほう々ほうの体ていで小川から上がる。


「水が怖いとは、意外だったぜ。領主になっても陝邑に引っ越こしてこないのは、そのせいか？」


　木陰で釣り糸いとを垂れている焉は、おかしそうだった。陝邑は洪水が頻ひん発ぱつすることで有名な邑むらなのである。


「そういうわけじゃないけど──」


　晄は苦く笑しようして、焉の隣となりに腰こし掛かけた。晄は、生まれつき水が苦手で、こんな浅い小川でも水浴びをするのは怖かった。けれど、陝邑に越さないのはそれとは関係ない。


『こういうのを荒あら療りよう治じというんだぜ。効いただろ？』


　鳳はニヤニヤしながら小川から上がり、プルプルと鳥がするように身を震ふるわせた。


「何が荒療治だよ。面おも白しろがってるくせに」


　晄は口を尖とがらせて、文句をたれる。


「晄兄ちゃん、鳳兄ちゃん、もっと遊ぼうよー」


　子どもたちは名残なごり惜おしそうだったが、晄は「もう降参」と、手を振る。


　陝邑にいる子どものほとんどは、焉が盗賊をしていた時に拾った孤こ児じである。出会った時には、骨と皮ばかりにやせ細り、どこか陰かげのある子どもたちだったが、今は頰ほおをふっくらとさせ、子どもらしい明るい表情を見せていた。


「あの子らをいずれ独り立ちさせてやりたいが──」


　焉は、屈くつ託たくなく水遊びに興じる子どもたちを見て、やるせなさそうに呟つぶやいた。


　一度滅ほろびて流人の街となった陝邑には、商家も工こう房ぼうもなく、未いまだ邑としての機能を回復していない。また、陝邑は山と河に挟はさまれ、畑にする土地も狭せまい。粟あわや黍きび作りだけでは、いずれ行ゆき詰づまってしまうのは目に見えていた。


「そうだね。子どもたちが大きくなった時に、働ける場所を確保しないといけないとは思ってるんだけど……。酒造りとか陶とう器き、青銅器作り、織物──。そうだ、陝邑を馬の産地にするってどう？　焉は馬の飼い方を子どもたちに教えられるでしょ？」


　焉は、盗賊に身を堕おとす前は馬飼いをしていたということで、労ろう役えきの一つとして科せられた戦馬の育成は、焉が一手に引き受けていた。


「馬の産地か……いいねぇ。こうなるとますますいい種馬が欲しくなる」


　陝邑で飼っている馬は、王都の官かん吏りが適当に見み繕つくろって連れて来たもので、決して駄だ馬ばではないが、焉としては少し不満があるのだそうだ。


「どうだろう、煒白に種つけさせてもらえねえかな。あいつは王様に献けん上じようできるぐらいの駿馬だし」


　焉は、背後の木陰でおとなしく待っている煒白を見やる。


（神妖の血を引く馬とか、それっていいかも──）


　と、晄は煒白を振ふり返った。鳳や汪李も同じことを思ったらしく、彼らの目も煒白に向く。煒白は、数歩後あと退ずさってブンブンと頭かぶりを振った。


「だめみたい。煒白は、どうも自分が馬だと思っていないらしいんだよねー」


『事実、馬ではない！』という煒白の反論が聞こえてきそうだが、取りあえず晄はそう言っておく。


「粟を収しゆう穫かくすれば少しは余よ裕ゆうができるから、それで種馬を買おう。それまで待って」


　晄は済まなそうに言った。今は領民に食べさせるのが精せい一いつ杯ぱいで、着る物や日用品にも事欠いている。とても馬を買うどころではない。


「俺に政まつりごとの才覚があれば、焉にもここのみんなにもいい暮らしをさせてあげられるんだけど」


「何を言ってんだ」


　焉は釣り竿ざおを置くと、ひょいと晄を持ち上げ、肩かた車ぐるまをした。


　雑木林の間から、陝邑の南に広がる粟や黍の畑が見えた。重く垂れた穂ほの間で、年寄りや女が楽しげに何か話しながら草取りをしている。いずれも洪こう水ずいで家族や家を失い、盗賊をしていた焉に拾われ、流る刑けいになった焉と一いつ緒しよに、陝邑へ住むようになった者たちである。


「食うに困って盗ぬすみを働はたらき、逃にげ隠かくれしながら暮らしてた頃ころとは雲うん泥でいの差だ。俺らがこうやって正々堂々と生きていけるのは、晄さん、あんたのお陰なんだぜ」


　焉の言葉に、周囲で釣りをしている男たちが微笑ほほえんでうなずいた。


「陝邑は、黄河南岸の邑の中で一番西だ。この先は周しゆう、南西には召しよう──」


　焉は、西の空を指差す。傾きかけた日を正面に見て、晄は眩まぶしさに目を細めた。周も召も一応は殷に朝ちよう貢こうしてくる友好国だが、いつ反旗を翻ひるがえすとも限らない。


「黄河の対岸は虞ぐ氏の所領蒲ほ邑ゆう──」


　続いて焉は北を指差した。虞氏は王家に匹ひつ敵てきする有力氏族で、謀む反ほんに対する警けい戒かいが必要だった。


「そして、敵国、鬼き方ほう」


　北を差していた指が、やや西にずれた。虞氏が今のところ謀反を起こさないのは、虞氏が東を目指せば、その隙すきを突ついて鬼方が蒲邑に攻せめ入ってくる恐おそれがあるからだ。
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「あらためて言うことでもねえが、陝邑は、殷の盾たてなんだぜ。俺たちがここで労役に就ついて、濠ほりを掘ほったり城じよう郭かくを築いたりしているから、中原の連中は安心していられるんだ。俺たちは国の役に立ってると思うから働ける。今よりいい暮らしがしたいとか、そんなこと、これっぽっちも思ってやしねえよ」


　焉は、罪人たちにも同じことを言って鼓こ舞ぶしているのだろう。弱冠十五歳の自分が領主でいられるのも、度たび々たび亳邑へ戻もどってしまっても、陝邑で大きな問題が生じないのは、ひとえに焉のお陰である。


「ありがと、焉……」


　晄は、焉の頭をギュッと抱だきしめた。


「俺、がんばるから──。陝邑をいい街にするよ。焉やみんながいつも笑って、元気に働けるような邑にするよ」








「じゃあ、俺、そろそろ帰るから」


　翌日、晄は午ひるまで版築の現場で作業すると、煒白の背に乗って焉たちに別れを告げる。


「こんな時刻に陝邑を発たったら、亳邑に着くのは夜中になっちまうんじゃねえか？」


　焉たちは心配そうに言い、「そんなにかからないよ」と、晄は例によって笑ってごまかす。


「夕方、厳げんさんと粟畑を見に行く約束になってるんだ」


「いったい、煒白にどんな走り方をさせてるんだ？」と、焉は前置き、


「厳か──。あいつとは、一度ゆっくり飲んでみたいもんだが……」


　焉は苦い笑えみを浮うかべた。厳とは、焉が襲おそった野午の里さと長おさである。


「いつかここへ連れて来るよ。似てるとこあるから、きっと気が合うんじゃない？」


　焉と厳は、ともに四十前後という歳で、体格も似ているが、気骨があり、自分を頼たよる者を決して見捨てないという気き性しようも似ている。


「なあ、晄さん、あんたこっちへ──」


　焉は何か言いたげだった。


「こっちへ？」


　晄は問い返したが、焉は「いや、何でもねえ」と頭を振る。


「気をつけてな。厳によろしく言っといてくれ」


　焉は少し寂さみしげに笑み、そう言って晄を送り出した。





　晄が亳邑に着いたのは、実際には夕方ではなく、まだ日の高い時刻だった。


　眼前には、重い穂を垂らして、色づき始めた粟畑が広がっている。ほぼ一年前の秋、晄は炎えん招しよう戈かの使い手となり、水すい妖よう化か蛇だの王を従えた。この畑は、その褒ほう美びとして殷王陽よう甲こうから亳邑の東の外れに賜たまわった原野を開かい墾こんしたものである。


「なかなかの豊作が見込めそうだね」


　晄は、粟畑を見み渡わたしながら言った。


「今年は夏の天気がよかったせいか、山の獲え物ものもよく捕とれた。これで、野午の里も豊かになります」


　晄の隣となりに立ち、同じく畑を眺ながめていた野午の里長、厳は満足そうにうなずく。


　昨年の暮れ、晄は野午山とその里を領地に加えた。呪じゆ詛そによって操あやつられ、陝邑を含ふくむ三つの邑むらを滅ぼした妖あやかし──実は煒白を退治した褒美である。


　行ってみると、野午は、細々と猟りようを営むよりほかにない貧しい里だった。そこで晄は、先に賜った畑を野午の里人に貸かし与あたえ、ともに粟を作ることにしたのだ。


　刈かり入れなどの細々とした打ち合わせを済ませ、


「ねえ厳さん、今度一緒に陝邑へ行かない？　焉が会いたがってるんだけど」


　と、晄は、頭二つ分も背の高い厳を見上げた。


「そうですね、俺も焉とは話してみたいと思ってますが、今は猟が忙いそがしい。冬になったら飲みに行くと、彼に伝えておいてください」


「わかった。じゃ、俺、帰るから。しばらく野午へは来られないけど、畑を頼たのむね」


　晄が、傍かたわらで待っていた煒白の手た綱づなに手をかけると、厳は目を剝むいた。


「帰るって──、まさか今から陝邑へ帰るんじゃないでしょうね」


「違ちがう違う。陝邑から戻って来たとこなんだ。東の丘おかの家へ帰るよ」


「晄さん、まだ陝邑へ通っているんですか？　なぜ陝邑に越こさないんです？」


「舜しゆん兄にいの仕事のこともあるし、俺、厳さんや野午のみんなと関かかわりを断たちたくないし……」


「晄さんが、亳邑を離はなれても、俺らの領主は晄さんです。それより、亳邑と陝邑を頻ひん繁ぱんに行き来してたら、いつか身体からだを壊こわすんじゃないかとそれが心配だ。それともう一つ──」


　厳は困ったような笑みを浮かべていたが、


「野午は小さな里だ。俺だけでも何とかやりくりできるし、いざとなれば亳邑領主の楓ふう牙が王子に頼ることもできる。だが陝邑は、晄さん、あんたがその手で治めなければならないんですよ。焉にどれほどの才覚があろうと、領主の代わりは務まりません」


　そう言った時の彼は、少し厳しい顔つきに変わっていた。


「そうだね……」


　晄はうなだれる。厳に言われるまでもなく、自分が領主としての務めを果たしていないことはわかっていた。新しい土地の開墾、他ほかの邑との交易、外とつ国に対する防衛その他、領主の仕事は山のようにある。けれど、労役に就いている流人には、そんなことをする権利は与えられていない。


「あんたは陝邑に住むべきだ。領民と寝しん食しよくをともにし、苦楽を分かち合わなければ、民たみのために何をすべきか見えてこないでしょう？　焉も、あんたが陝邑で暮らしてくれることを望んでいると思いますよ」


　晄は、別れ際ぎわに焉が言いかけたことを思い出す。彼は、「こっちへ住まないか」と言いたかったのだろう。


「すみません。余計な口をききました」


　厳は、殊しゆ勝しようにそう言い、


「ううん、厳さんの言うとおりだよ。ありがと。舜兄に相談してみるね」


　晄は頭かぶりを振ふり、厳に別れを告げると煒白にまたがった。








「もちろん、晄ちゃんが陝邑に越すなら、ついて行きます！（行くわよ！）」


　晄から引っ越しの話を聞いた兄と姉は口をそろえて即そく答とうした。


「そう言うと思った……」


　晄は苦く笑しようする。


「今日だって、晄ちゃんが陝邑に行っている間、敵国鬼方が攻めて来ないか、妖に襲われていないか、心配で心配で仕事が手につきませんでしたよ」


「あたしもよ。お昼ご飯はちゃんと食べたかしらとか、急に涼すずしくなっちゃって、裘かわごろもを着せてった方がよかったかしらとか、気になってしょうがなかったわ」


　二人とも晄を溺でき愛あいしていて、常に目の届く所にいないと心配で仕方がないらしいのだ。


「でも、舜兄、大好きな仕事ができなくなるんだよ」


　晄が今まで、陝邑への引っ越しを躊ちゆう躇ちよしていた最大の理由はこれだった。


　舜は亳邑城御ご用よう達たしの青銅器職人で、国中の貴族から呪じゆ具ぐや祭具の注文が来るほどの腕うでを持っている。ただし、注文主の意向を無視して意い匠しようにこだわったり、気に入った作品は家に持ち帰ってしまったりするため、収入は少ない。


『兄ちゃんに仕事を辞やめさせるわけにはいかねーもんな。ってか、舜から青銅器作りを取ったら何も残らねえだろ』


　晄の頭の上で、ひよこ姿の鳳が言った。


「そうですねぇ。確かに、僕は青銅器を作る以外には能がありませんからねぇ。莉由ちゃんをお嫁よめに出す費用ぐらいは僕が稼かせぎたいと思ってますし──」


　舜は、ほんわり笑って肩かたをすくめる。


「あら、あたし、お嫁になんか行かないわよ」


　男おとこ嫌ぎらいの莉由は、すかさず反論した。


「あたしの嫁よめ入いりの費用は必要ないけど、お兄ちゃんには青銅器作りを続けさせてあげたいわ。っていうか、また悪者が晄ちゃんを襲うかもしれないもの。お兄ちゃんの作る呪具で護まもってもらわなくちゃ」


　昨年の冬、晄は、術をかけられた煒白に殺されそうになった。また今年の春には、陝邑を占せん拠きよした妖に襲われている。


「一番の問題はそこなんですよ」


　舜は目を細めて、じっと晄の身体を眺める。


　晄の身体は、清と濁だくが入り混じった光がまとわりついている。それは普ふ通つうの人には見えず、呪じゆ力りよくのある者でなければ視みえない。清い光は黄河の神である河か伯はくの加護、そして濁にごった光は、古いにしえの水神、共工の身体の一部が晄に取り憑ついたものである。莉由には知らせていないが、晄が狙ねらわれるのはこの光のせいだ。


　晄が死ねば、共工が蘇よみがえる。煒白や、陝邑の妖に晄を襲おそわせた者は、共工を復活させるために晄の命を狙っているのだ。


（そればかりではないんでしょうが……）


　十五年前、淡あわい光に包まれた小こ舟ぶねに乗って、黄河を流れてきた赤子の姿を思い起こし、舜はふと、切ない気持ちになる。


『陝邑に、青銅器の工こう房ぼうを造ればよいではないか。そうすれば舜も仕事ができるし、子どもたちに、青銅器作りを学ばせることもできる』


　小蛇姿で晄の腕に絡からみついている汪李が言った。


「建物だけなら残ってるんだけど。でも、銅や錫すず、鋳い型がたにする粘ねん土どを買う費用がねー」


　晄は首を振って溜ため息をつく。


「粟あわを収しゆう穫かくしたら、種馬を買うって焉に約束してて、陝邑を馬の産地にしようなんて、遠大な計画はあるんだけど、仔こ馬うまが生まれてそれが売れるまでに、あと数年はかかるし……」


「とにかく、貧びん乏ぼう──。我が家でも陝邑でも、これが最大の問題なのね」


　貧乏が身体の芯しんまで染しみている莉由は、本当に悲しそうだった。


「何か、手っ取り早く財を稼ぐ方法はないかなー」


　晄は肩を落として呟つぶやいた。


　それを聞いて、煒白は（どこでも実る稲いねの籾もみを平圃からもらって来ようか）と半ば真ま面じ目めに考え、鳳は（崑崙から、玉ぎよくのなる樹きを一本盗とって来るか）とかなり真しん剣けんに思い、汪李に至っては、（我が近くの邑に雷かみなりを落とす。そして、舜の作る雷かみなり避よけの呪具を高く売りつければよい）と、本気で意い欲よくを燃やしたが、結局誰だれも口にはしなかった。
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「ええい、兵ひよう糧ろうがなければ民から取り立てればよいではないか！」


　殷王陽甲は苛いら立だたしげに、大室をうろうろと歩き回った。


「恐おそれながら、これ以上租そを徴ちよう収しゆうしては、民が飢うえるは必定。また、人じん方ぽう九きゆう夷いに兵を向けるは、かえって諸しよ侯こうの離り反はんを招くおそれがあり申す。今は遠えん征せいよりも、国内の情勢に目を向けるべきでござろう」


　殷の宰さい相しよう、曹そう晏あん仲ちゆうは、いかめしい顔をさらに険しくした。


　王都奄えんの重ちよう屋おく──王が政務を行う堂である。重屋は五行に則のつとり四よ隅すみに水、木、金、火、中央に土の間が設けられ、土の間は一番広いことから大室と称しようされていた。


　部屋には毛織りの筵むしろが敷しき詰つめられ、左右の席と呼ばれる織物の上に、晏仲を始めとする文官や、王直属の占せん術じゆつ師しすなわち貞てい人じんたちが居並んでいる。


　この日、陽甲は、殷に隷れい属ぞくしない南方諸国の討とう伐ばつを評議にかけた。しかし、晏仲は、遠征費用が捻ねん出しゆつできないことや、武力によって従わせれば、現在、殷と友好を結んでいる諸外国からの信しん頼らいを失ってしまうと反対したのである。それでなくとも、最近の陽甲は、周辺諸国に意味のない戦いくさを仕掛けたり、頻ひん繁ぱんに田でん猟りよう──狩かりを兼かねた領地の視察に出かけたりして、無む駄だに財を使い、民を疲ひ弊へいさせていた。有力氏族からの反発の声も上がっている。


　しかし陽甲は、自分に長く仕えている老臣の言をまったく聞き入れなかった。


「離反した諸侯は討うち取ればよい」


　陽甲は吐はき捨てるように言い、晏仲は皺しわに埋うもれた目を見開く。


「今年は豊かな実りを授さずかると、貞人たちが申しておったであろう。多少、民が飢えようとも、僅かな間だけだ」


　陽甲は貞人たちを睥へい睨げいし、彼らはうつむいたまま互たがいに視線だけを交かわす。呪力を持つ占術師たちは、言いしれぬ威い圧あつ感かんと禍まが々まがしい瘴しよう気きの気配を陽甲から感じ、顔を上げることができずにいたのである。


　その中にあってただ一人、平然と王の視線を受け止める者がいた。貞人の長おさ、大だい史し令れい隗かい利り條じようである。


「主上。この戦、得るものは少なく、大きな厄やくを招きまする」


　年ねん齢れいのわからない白はく皙せきの美び貌ぼうは、僅かに憂うれいを含ふくんでいた。


「厄など知ったことか。勝つのか勝たぬのか？」


「…………辛かろうじて」


　利條は、占術の結果を正直に答えた。勝たぬと噓うそを言っても、いずれ陽甲は南方へ遠征する。そのことも、利條には占みえていた。


「人方九夷を余に従わせることができればそれでよい」


　陽甲は片かた頰ほおを吊つり上げて笑った。


「なれど、どのような厄やく災さいともわからぬ上、そのような危険を冒おかしてまで討つ意味が──」


　言い募つのる晏仲に、


「これ以上の口答えは許さぬ！　余への謀む反ほんと見なすぞ！」


　陽甲は怒ど声せいを飛ばす。


「申し訳ござらぬ」と、晏仲は急いで平へい伏ふくしたが、間に合わなかった。


　陽甲は歯を軋きしらせ、天てん井じようを仰あお向むいた。手足をブルブルと震ふるわせて、白目を剝むく。怒いかりが誘ゆう因いんとなって、いつもの発ほつ作さが起きたのだ。


「主上──！」


　控ひかえていた文官や貞人たちが、陽甲に取りすがる。


　しかし、陽甲は「ガアッ！」と獣けもののような声を上げて、それらの臣を振り飛ばした。信じられない膂りよ力りよくである。宰相に任ぜられる前は、一軍の将として数々の戦功を挙げていた晏仲が、暴れる陽甲を羽は交がい締じめにした。すかさず、利條が呪を唱えながら、陽甲の身体からだを撫なでさする。


　やがて、陽甲の身体から力が抜ぬけ、ぐったりと晏仲にもたれかかった。


「床とこを延べよ。しばらく主上にお休みいただく」


　晏仲は、眠ねむってしまった陽甲をそっと筵に下ろし、苦く渋じゆうに満みちた表情で命じた。








「いったい、主上の身に何が起こっているのであろうか……」


　他ほかの官かん吏りを下がらせると、晏仲は陽甲を挟はさんで利條の向かいに腰こしを下ろした。陽甲は、まだ昏こん々こんと眠っている。


　陽甲の様子に異変が見られるようになったのは、信頼していた貞人、章しよう玄げんに裏切られてからだ。最初は、気き鬱うつになったり逆にひどく感情を昂たかぶらせたりする程度だったが、今では些さ細さいなことでも激げき昂こうし、正気を失って暴れるようになった。だから、晏仲はかなり言葉を選んで進言したつもりだった。


　発作が頻ひん発ぱつするようになってから、陽甲の気き性しようも変わってしまった。


　以前の陽甲は、貴人にありがちなわがままさはあったものの、争いごとを好まず、国の領土を広げるよりも、民たみの安あん寧ねいを第一に願う王だった。


　だが、今の陽甲はどうだろうか。民の暮らしぶりに関心を示さず、意味のない戦をしたがるようになった。貞人の占術を軽かろんじ、臣の忠告を聞かないどころか怒りをあらわにするようになってしまった。今のところ晏仲の首はつながっているが、陽甲に諫かん言げんした忠臣の何人かは、左さ遷せんされている。


「同じ人間とは思われぬ」


　晏仲は、長い白はく髭ぜんを撫でながら深い溜め息をついた。


「何かが取り憑ついているようですが、いくら占術をしても占みえませぬ」


　利條は、自分の白い手の平に目を落とす。そこには、陽甲の身体を拭ぬぐった時の、ざらついた冷たい気の感かん触しよくがまだ残っていた。


「諸侯からの朝ちよう貢こうが減って参った。機き嫌げんを取るに値あたいせぬ王だと思っておるのか、国力が衰おとろえてきたことを知って、侮あなどっておるのか──」


「このままでは、この殷が滅ほろんでしまいまする」


　利條の呟きに、晏仲は瞠どう目もくする。


「そのような未来さきが占みえたのか？」


「いいえ。呪じゆ術じゆつがかかわっているのか、主上の未来さきも国の未来さきも占みえませぬ。ただ、夏の桀王も悪あしき妖あやかしに心を支配され、暴政を振ふるったために、湯とう王に滅ぼされたという故事を思い出しただけでございまする」


　利條は憂い顔がおを静かに振る。


「祓はらってくれ。主上に取り憑いているものを──」


　百ひやく戦せん錬れん磨まの老宰相は、我が子の歳に等しい大史令をすがるように見つめた。


「主上はよい王だ。本当は心根の正しい、この殷を治めるにふさわしいお方なのだ」


　陽甲は、自ら率そつ先せんして何かを為なそうとはしない代わりに、臣を信頼し、任せる王だった。


　臣の進言を真剣に取り上げるため、おのずと才ある者が政まつりごとの中ちゆう枢すうに集まり、登用された者たちは、おのれの力を存分に発揮することができた。また、陽甲には、放ほうっては置けないと思わせるような、不可思議な魅み力りよくがあった。


　陽甲を幽ゆう閉へいし、王の首をすげ替かえるぐらいのことはやってできないことはない。けれど、晏仲には陽甲を見捨てることができなかった。


「わかっております」


　晏仲と同様、利條もまた陽甲の求心力に惹ひかれた者の一人だった。


「私わたくしたち貞人にとって、主上は生しよう涯がいただ一人の主あるじ──。以前の主上に戻もどっていただくために、呪じゆ力りよくのすべてを使い果たす覚かく悟ごでおりまする」


　利條はうなずいた。








　その日から、利條は霊れい廟びようにこもり、陽甲に取り憑いているものを祓う呪術を行った。


　墓室を囲む土つち壁かべの部屋に一つだけ明かりを点ともし、利條は祓えの文言を唱えながら簋きに向かう。


　供く物もつを置く器うつわである簋には、何も載のせられていない。利條は削さく刀とうで自らの白い指に傷をつけた。したたり落ちる血を、簋に注ぐ。


　これまでにも何度も祭さい祀しを催もよおし、あらゆる術を駆く使しして陽甲に取り憑いているものを祓おうとしたが、効果はなかった。そこで利條は、自らの寿じゆ命みようを供物として、陽甲を守護する祖そ霊れいに供えたのだ。無論、禁じられた呪術である。けれど禁術以外の手立てが残されていなかった。


　自分が廟びようにこもっている間に、陽甲は南方への遠征を強行し、厄を連れて戻ってしまう。それは避さけられない未来だった。どんな厄かはわからないが、それが国を滅ぼす前に、以前の陽甲に戻ってもらわなくてはならない。


　利條は力のすべてを用いて呪を唱える。呼吸の間すら惜おしかった。白い額に汗あせが浮うき、笏しやくを持つ手が震える。簋に溜たまった血が揺ゆれ、泡あわを立て始めた。しかし手て応ごたえを得る前に、血は黒い煙けむりとなって消えてしまった。


「だめか──」


　肩かたで息いきをし、利條は愕がく然ぜんと空になった簋を見下ろす。陽甲の中に入っているものは、この程度の呪術では祓えないほど強大なのだ。


　利條は、供物にする命数を増やして呪術を行おうと、別の指に傷をつけ、簋に血を垂らす。


　その時突とつ然ぜん、利條の脳のう裏りに雄ゆう大だいな渓けい谷こくの景色が飛び込んできた。同時に胸を締しめつけられるような不安が襲おそった。


「今のは……？」


　利條は希まれなる未来さき読みの才を持っていた。占術を行わずとも、これから起こることを直感することが度たび々たびあるのだ。


（黄河で何かが起こる──）


　渓谷を流れる水は、黄おう褐かつ色しよくに濁にごっていた。黄河のいずれかの場所だろう。


　利條は傷ついた指を巾きんで縛しばり、血止めをすると、携たずさえて来た亀きつ甲こうに鑿のみで窪くぼみを穿うがった。脳裏をよぎった渓谷がどこか占うらなうつもりだった。


「陽甲王の十六祀し、八月、丁てい酉ゆうの日に利條が卜ぼくす。貞とう、黄河に異変はありや。またその場所は何処いずこに──」


　利條は、灼やいた青銅の棒を坑に押し当てる。乾かわいた音がして亀甲にひびが入った。


（黄河上流──）


　利條は、ひび割れた亀甲を食い入るように見つめた。見ているのはひびだが、利條の脳裏には山に挟まれた黄河の濁だく流りゆうが映っている。彼は流れの中に、二つの巨きよ石せきが屹きつ立りつしていることを知って瞠目した。


「ここは、三さん門もん峡きよう──？」





　　　　[image: ]





　そこには、涼すずしげな風が吹ふいていた。乳色の靄もやが景色を霞かすませ、広さも深さもわからない白い空間を作っている。


　霞かすみの中には、一本の橅ぶなの木が生え、風がこずえを揺らす。白い霞に覆おおわれた空には日も見えぬのに、なぜか枝が揺れる度たびに木こ漏もれ日びが落ちた。


　木の根元には、玄げん端たんに身を包み、貴人であることを示す冕べんをかぶった男と、生き成なりの麻あさの布ほ衣いを着た十五、六の少年が座していた。


　彼らの前には、水を入れた青銅の鑑かんが置かれ、二人は水面に目を落としている。しかし、水には二人の姿も橅のこずえも映らず、ただ、暗い穴のような闇やみが続いているばかりだった。


「利條め、気づきおったか」


　男──章玄は、鑑の向こうに常人には見えない情景を視みて、僅かに目を細めた。


「へえ、利條って人、すごいんだね。もしかして占せん術じゆつの腕うではあんたより上？」


　少年は揶や揄ゆするように章玄を見た。あどけなさの残る容よう貌ぼうは秀しゆう麗れいだったが、眼めだけが年に似合わずひどく禍まが々まがしかった。


「炅けい、私の目的は共工を蘇よみがえらせることだ。晄を殺すのではなく、お前が死んでくれても構わぬのだぞ」


　章玄の、獲え物ものを狙ねらう虎とらのような鋭するどい眼が少年を射い貫ぬく。


　古いにしえの水神共工の気は、晄ともう一人、この炅にまとわりついていた。器となった二人のどちらかが死ねば、分かたれた共工の気が一つになり、共工は蘇るのだった。


「怒おこったの？　じゃあ僕を殺す？」


　炅は薄うすく笑う。


「減らず口をたたくようになったのは、私とやり合って勝てる自信がついたからか」


「まあ、そういうことかな」


　晄に取り憑いている共工の気は河伯に抑おさえられ、今以上に育つことはないが、炅に取り憑いている共工の気は時とともに力を増し、それにつれて炅の呪力も増していた。


「でも、あんたとやるつもりはないから安心して。晄を殺すには、あんたの占術やら呪術が必要だからさ。僕にはまだ化か蛇だや駮はく、鳳ほう皇おうや鸞らん鳥ちようと戦って勝つほどの力はないもの」


　炅は同じ境きよう遇ぐうにありながら、河伯の加護を得て、家族に囲まれて育った晄を憎にくんでいた。炅が章玄と手を組んだのは、晄の命を奪うばうという共通の目的があったからだ。


「お前はまだ殺さぬ。殺すなら、お前に憑いている共工が十分に力をつけてからだ。河伯に勝てるほどの力をな──」


　章玄は冷れい笑しようを浮かべ、炅はつまらなそうに視線をそらした。


「で、利條とかに目もく論ろ見みを感づかれて、今回は手を引く？　でも、鬼方の何とかって人と、約束してあるんでしょ？」


「たとえ術をかけたことが知られたとて、やつには私の術を解くことはできぬ」


「へえ。呪術に関してはあんたのが上なんだ」


　世辞ではなく感かん嘆たんする炅を章玄は一いち瞥べつし、


「このままあれを召しよう喚かんする」


　章玄は鑑の上に手の平をかざした。触ふれてもいないのに水がザワリと揺れた。


「道よ、開け。遥はるかな異界と人の世をつなぐのだ」


　鑑の水が回り始めた。やがて次し第だいに凄すさまじい勢いで渦うずを巻き、ゴーッと音を立てて鑑の底の闇に吸い込まれていった。




　二　異国の戦士







『水の……黄河の流れの音が変わった』


　煒白が耳をそばだてた。


　その日の朝も、亳邑の家を出た晄は、黄河南岸の馬車道を陝邑に向かって煒白を駆かっていた。


　晄の左前方には崤こう山ざんが迫せまり、対岸は黄河に洗われた蒲邑中ちゆう条じよう山さんの山やま肌はだが視界に入っていた。


　黄土高原を南流する黄河は秦しん嶺れい山脈にぶつかり、西から流入する渭い水すいを加えて劇的に水量を増しながら東流を始める。崤山と中条山に挟はさまれた黄河は川かわ幅はばを狭せばめ、凄まじい急流となるのだが、その流れの音を耳にした時、唐とう突とつに煒白がそう言ったのである。


「黄河の音？」


　晄は耳を澄すませた。晄には、異界の風の音や妖あやかしの声など、普ふ通つうの人には聞こえない音が聴きこえるのだが、晄の耳にはいつもの濁流にしか聞こえない。


　しかし、小蛇姿で晄の左ひだり腕うでに絡からまっていた汪李はすでに気づいていたらしく、首を伸のばして黄こ金がね色の眼を黄河に落としている。


『我が眷けん族ぞくに調べさせよう』


　黄河を本来の住み処かとする水すい妖よう化蛇族の王は、なぜかひどく不安げだった。





「おはよー、今日は朝あさ寝ね坊ぼうしなかったよ」


　作業が始まる前に陝邑に着いたので、焉たちが寝ね泊とまりしている堂を訪ねると、男たちが膝ひざをつき合わせて難しい顔をしている。


「どしたの？」


「晄さん、あんた字が読めるか？　昨日、王都から使いがやって来て置いてったんだ」


　焉が差し出したのは、一通の竹簡だった。


「ちょっとなら読めるよ。父さんと舜兄から教わったんだ」


　青銅器職人は、鋳い型がたに字を彫ほることもあるため、文字の読み書きができる。父の才能を受け継つがなかった晄は、青銅器職人にはなれなかったが、字だけは教えられていた。


「えーと、なになに、王都から新たに百五十名の罪人が送られて来るみたい。人手が増えるのは嬉うれしいけど、統とう括かつするのは大変だねー。それから、九月中に──」


　晄は絶句し、目をまん丸に見開いて、竹簡を穴の空くほど見つめた。


「何か、悪い知らせか？」


　男たちは不安げに問い、『どれどれ』と、鳳が晄の手から竹簡を取った。


『九月中に、租そとして粟あわ五百石を王都に納めよ──。だってさ』


「お前も字が読めるのか。どこで習ったんだ？」


　鳳が崑崙の鳥だと知らない焉たちは、目を丸くする。


「そこに驚おどろいてないでっ！　五百石は無理ってか、まだ収しゆう穫かくしてないしっ！」


「別の邑むらに送られる簡が、間ま違ちがってここへ届いちまったんじゃねえか？」


『いいや。宛あて先さきは間違いなく陝邑だし、宛あて名なも陝邑領主晄殿って書いてある』


「王都の官かん吏りは、陝邑が流る刑けい地だってこと忘れてんのか？」


　男たちは苦い顔をした。陝邑の領民は百名あまりで、その半数は労ろう役えきに就ついている罪人である。無む報ほう酬しゆうで濠ほりを掘ほったり城じよう郭かくを築いている者に、粟を納められるはずもなく、陝邑は租の徴ちよう収しゆうを免めん除じよされるはずだった。


「しかも、何で九月中？」


　晄は、焉と顔を見合わせる。粟の収穫はおよそ半月後だ。その後も干して乾かしたり脱だつ穀こくしたりしなくてはならないし、陝邑から王都まで、普通に馬車で運んだら一月はかかる。倉には、陝邑が滅ほろぶ前に収穫された粟や黍きびが残っているが、新たに加わる百五十名の罪人に食べさせることも考えれば、今度の収穫まで食いつなぐのが精せい一いつ杯ぱいの量だ。


「ボケ官吏が、書き間ま違ちがえたんだろ。しらばっくれてりゃいい。どうせ粟を収穫しても五百石にはならねえし」


　もと盗とう賊ぞくの頭目は、カラカラと笑った。


「野午の粟を合わせれば、なんとか五百石にはなりそうだけど……」


　それでは、陝邑の領民も野午の里人も満足に食べられないし、馬も買えなくなる。


「楓牙に相談してみる……」


　晄は不安顔のまま尊敬する殷の王子の名を呟いた。





「陝邑にまで、租を納めるよう勅ちよく令れいが下ったか。兄上──いや、主上はどうかなさってしまったのか……」


　楓牙は、晄から手て渡わたされた竹簡に目を落として、小さな溜ため息をついた。亳邑領主楓牙は、先々王祖そ丁ていの妾しよう腹ふくの王子、すなわち現殷王陽甲の異母弟である。


　同じ領主でも庶しよ人じんの身なりの晄とは異なり、王族らしく、頭頂近くでくくった髪かみに小さな冠かんむりをつけ、若草色の絹の単衣ひとえの上に錦にしきの裼せき衣いをはおっている。しかし、貴人にありがちな脆ぜい弱じやくさはなく、亳邑に封ほうぜられる前は、奄えん三さん師し──王都を守る左中右の三軍の将を務めていたという武人で、若わか獅じ子しを連想させるような逞たくましい体たい軀くをしていた。高い鼻び梁りように鋭い顎あごの線、双そう眸ぼうは力強い光を放ち、男の晄でも惚ほれ惚ぼれとするような、凜り々りしい美び丈じよう夫ぶである。


　晄が彼と出会ったのはほぼ一年前で、呪じゆ詛そをかけられた汪李が、亳邑の上空で暴れた事件がきっかけだった。楓牙は、命あるものすべてを尊重し、民たみを第一に考える領主だった。十九という兄の舜に近い歳であることや、志を同じくすることもあって、晄は楓牙に親しみを感じると同時に、彼のような領主になりたいと願っていた。


「陝邑にまでって、亳邑にも王使が来たの？」


「亳邑は二千石の粟を納めるよう、命ぜられた」


　収穫前のこの時季では、いくら畑地の多い亳邑でも二千石は無理だと楓牙は言う。


「主上は、南の人方九夷への遠えん征せいを強行されたようでございます。いきなりの租の徴収はその費用にあてられるおつもりでございましょう」


　楓牙のそばに控ひかえていた黒い裼衣の青年が言った。


　整った顔立ちをしているが、光ひかり輝かがやく王子の傍かたわらにあって、落ち着いた雰ふん囲い気きを持つ彼は、見る者に王子の影かげであるような印象を与あたえる。楓牙の腹心の占せん術じゆつ師し、累るい焰えんである。


　あと十年早く生まれていれば、大史令の座は累焰だったと言われるほど、未来さき読みの才に長たけた彼は、いち早く租の徴収のわけを占うらなったらしい。


「今、南を攻せめる必要はない。たとえ、平定せざるをえない状じよう況きようだとしても、北の鬼方が雪に閉とざされる季節を待つべきであろう」


　守りが薄うすくなった王都へ、鬼方が攻め入って来る危険を顧かえりみないのかと、楓牙は唇くちびるを嚙かむ。


「ちょっと待って、鬼方が攻めて来るって、もしかして黄河沿いに陝邑を通ったりする!?」


　晄は、膝を乗り出した。ようやく人並みの暮らしを得られた領民たちが戦せん渦かに巻き込まれては大変である。まして、邑を守る濠も城じよう郭かくも完成にはほど遠いのだ。


「御ご心配にはおよびませぬ。今年、鬼方は陝邑を攻せめませぬ」


　累焰は穏おだやかな笑えみを浮うかべた。


「この季節であれば、北回りの澡そう水すい沿いの道を選ぶであろう。だが、警けい戒かいを怠おこたってはならぬ。陝邑もいずれ自軍の備えをせねばなるまいな。鬼方は、最強の妖が陝邑にいることを知らぬゆえ、軍が配備されていないと知れば、落としにかかるであろう」


　楓牙は、自分たちの会話に耳を傾かたむけている三人の妖に目をやる。


　城に入る時は小蛇姿だった汪李も、城の手前でこっそり脛すねあてに変へん化げしていた煒白も、ひよこ姿で懐ふところに潜もぐり込んでいた鳳も今は人ひと形がたに変化している。楓牙は、これら三人の妖が晄とともにいるわけも、忠誠を誓ちかっていることもすべて知っているからだ。


「でも、今は軍どころじゃないよ。粟五百石が納められなくて困ってるのに──」


　晄は肩かたをすくめる。


「俺、流刑になって労役に就いてる人たちを、本当の領民の身分に引き上げて普通の暮らしをさせてやりたいんだ。そのためにも、陝邑を市が立ったり、工こう房ぼうがあったりする普通の邑にしたい。で、まずは種馬を買うことと、青銅器の工房を造るのが目標なんだけどね……」


　陝邑を馬の産地にしたいと思っていることや、舜と莉由とともに陝邑に越こして、子どもたちに青銅器作りを学ばせたいと考えていることなどを語ると、


「人手が増えるとあれば、鉱山を掘ってはいかがでございましょう？　わたくしが銅の採れる場所を占いまする」


　累焰がそう言って、早さつ速そく占術の準備を始めた。


「わぁ。累焰、ありがと。銅が陝邑で採れれば、青銅器を作る材料を買わなくて済むもんね」


「王都に送る粟は免除してもらうよう、私から主上に伝えておこう。たとえ主上がお怒いかりになったとしても、晏仲殿がよしなに取り計らってくれるに違ちがいない」


　楓牙は頼たのもしい笑みを浮かべ、晄は、「よかった～」と胸をなで下ろす。


「残るは種馬だな。亳邑の牡おす馬を何頭か送ってもよいのだが──」


　楓牙と累焰は同時に煒白に視線を当て、つられて、晄と鳳も煒白を振ふり向むいてしまった。


『なぜ、そこで私を見るのだ！』


　煒白は後あと退ずさり、


『みな、最強の戦馬の誕生を期待しているのだ。頼むぞ』


　と、汪李は彼の肩をポンポンと叩たたいた。








　陝邑に、百余名の流人が送られてきたのは、それから数日後のことだった。


「この国はいったいどうなっちゃったんだろうね……」


　晄は眉まゆ根ねを寄せる。


　鳳や焉とともに外城の東門に立つ晄の前を、手かせをはめられた男たちが一列に並んでぞろぞろと通り過ぎていた。照りつける太陽の下、兵士たちに叱しつ咤たされながらうつむき加減に歩く彼らは、みな骨と皮ばかりに瘦やせ、土色の顔をしていた。一番遠くは王都、近くは洛らく邑ゆうで罪を犯おかした者たちで、王都の兵が各邑で罪人を集めながら、陝邑に移送して来たのである。


　護送してきた兵の話では、今回は百五十名の流人を連れてくるはずだったが、百名近くにまで数が減ったのは、旅の途と中ちゆうで四十名余りが飢うえと暑さとで死んでしまったのだという。


「流る罪ざいになったってことは、大した罪を犯したわけじゃねえんだろうに──。死なせるぐれえなら、わざわざ陝邑なんぞに流さず、近くで労役に就かせりゃいいものを」


　焉も苦い顔をしていた。焉と彼の仲間は楓牙に裁かれて陝邑に流刑になったが、それは、陝邑に住む者がいないことを理由にして、死罪になるはずの焉を救うためと、家や家族を失った者たちに居場所を与えるためで、労役に就く場所が陝邑しかないわけではない。


『他ほかの邑じゃ、労役に就く連中を食わせられねーってことだろ。この分だと、罪人に与える食しよく糧りようを惜おしんでやたらに死罪を言い渡わたすか、逆に罪人を増やすと面めん倒どうだから、盗ぬすつ人とも人殺しも放ほうっておいてっかもしれねーな』


　どちらにしても国が乱れる前兆だと鳳は言う。


「こんな時に、戦いくさのために粟あわを徴収するなんて、王様はいったい何を考えてんのかな」


　やせ細った罪人たちを目で追いながら、晄はやるせなさと同時に怒りを覚える。


（あれ？　あの人──）


　晄はふと、一人の男に目を留めた。他の者よりも頭一つ高い長身だったからだが、何よりも晄の目を惹ひいたのは、すっかり精せい彩さいを欠いた他の罪人たちの中で、彼だけは真っ直すぐに前を見み据すえ、その眼めが炯けい々けいとした光を放っていたからだ。歳は二十をいくつか越えたぐらいだろうか、瘦せてはいるが不健康さはなく、人形の時の汪李に似た無む駄だのない体軀をしていた。


（外とつ国の人かな？）


　中原の民より色が白く、彫ほりの深い相そう貌ぼうをしていた。唇は薄く、目め尻じりが少し吊つり上がっている。頭頂近くでくくった長い髪は、癖くせのある灰はい褐かつ色しよくだ。


　視線に気づいて、男の目が晄に向いた。強さと狡こう猾かつさを備えた獣けものの目だ。


　彼の唇が、フッと笑ったように歪ゆがんだ。


　男はすぐに晄から視線を外し、再び前を向いたが、晄は彼からなかなか目を離はなすことができずにいた。


『狼おおかみみたいなやつだな』


　鳳も同じ男を目で追い、そう呟つぶやいた。








「二百人からの食事となると、大変ですねぇ」


　舜は、甗むしきや鼎かなえのかかった火を吹ふき、


「お粥かゆの味、こんなんでいいかしら。晄ちゃん、ちょっと味見してみて」


　莉由は、厨くりやで陝邑の女たちと忙いそがしく料理をする。


　その日は、新しく入って来た流る人にんたちと前からいた民との親しん睦ぼくを図はかるために、簡単な宴うたげを催もよおすことにしてあった。その準備を手伝うために、舜と莉由は、亳邑の家から甗や鬲れき、鼎などの調理器具を携たずさえて、昨日から陝邑に泊とまり込んでいたのだ。もちろん、煒白のために魔ま法ほうの鼎を持って来ることも忘れない。


　流人たちは、到とう着ちやくした途と端たんに手かせが外され、湯浴みをさせてもらったことだけでも、相当に驚おどろいた様子だったが、心づくしの料理にいたく感激し、


「生きてここへ着けるとは思っていなかったし、着いたら着いたで、ろくに食う物ももらえずにいきなり働かされると思っていたよ」


　と、薄い粟あわ粥がゆに、その辺りで採れる野菜の酢す漬づけという質素な食事をありがたがって食べた。


　魔法の鼎で炊たいた粟粥のお陰か、疲つかれ果てていた流人たちは少しずつ元気を取り戻もどし、うち解けた様子で領民たちと会話を弾はずませる。


　各地から集まってきた流人たちの話によると、昨年の洪こう水ずいで粟や黍きびの蓄たくわえが少なかったにもかかわらず、例年よりも多くの租そをとられて、この夏はほとんど食べる物がなかったという。


「俺は道ばたで野垂れ死んでた年寄りの衣ころもを剝はいだ。それで捕つかまったんだが、その衣は俺を捕まえた警吏が持ってった。いったい、盗人はどっちなんだろうな」


　そんな話をする者もいて、晄は驚きも怒りも通とおり越して、ひどく悲しくなってしまった。


「ひでぇ話だ。俺らがあちこちの邑むらを転々としてた頃ころより、状況は悪くなってるな」


　焉も唸うなるように呟く。


「亳邑じゃ、道ばたで人が亡なくなってるなんて、見たことないわよ」


　粥のおかわりを盛りながら、莉由は柳りゆう眉びをひそめる。


「それって、楓牙がかなりがんばってるからなんだろうね……」


　自分はもちろんそういう領主になりたいが、楓牙にできるのなら、王にだってできるはずだ。


（王様は、この現状をわかってないのかな……？）


　そんなことを考えていると、突とつ然ぜんガラガラと食器の倒たおれる音がして晄は振り返った。


「もう一度言ってみろ！」


「ああ、何度でも言ってやる、ケツの青い童わつぱに尻尾しつぽを振ってる阿あ呆ほうどもめが!!」


　見ると、もとから陝邑にいた焉の仲間と、新しく入って来た流人が、それぞれ数人ずつ立ち上がって睨にらみ合っている。


「あちゃ～」


　多かれ少なかれ、ここにいるのは悪事を働いても生きることを選んだ男たちだ。逞たくましいかわりに、秩ちつ序じよや礼節を重んじない。ある程度予想はしていたが、早速喧けん嘩かが始まってしまったのだ。しかも、喧嘩の原因は晄にあるらしい。


『どーする？　おれが出てっていいか？』


　わくわくした様子で鳳が腰こしを浮うかした。


「だめ、君が交じったら、もっとすごいことになるから」


　鳳は陽に属する妖あやかしである。陽の気は人を高こう揚ようさせるので、喧嘩の仲ちゆう裁さいには向かない。


　そうこうしているうちに、「この野や郎ろう！」と、どちらも相手に殴なぐりかかる構えを見せた。


「わ、まずい」と、晄が立ち上がりかけた時、


「「止よせ！」」


　二人分の怒ど号ごうが同時に飛んだ。


　一人は焉だ。もと手下たちを背にして手を広げ、彼らが飛び出さないように押さえている。


「あ、あの狼っぽい人──」


　新入りたちを止めていたのは、あの灰褐色の髪かみの男だった。一番手前にいる男の手首をつかんで、ねじり上げている。


「や、也や真しんさん……」


　手首には相当な力がかかっているらしく、つかまれた男の顔は痛みに歪んでいた。


「立場をわきまえろ。領主のケツが何色だろうが、俺らは今から、そいつに食わせてもらうんだぞ」


　也真と呼ばれた灰褐色の髪の男は言った。やや訛なまりのある口調だ。やはり異国の者なのだろう。


「悪かったな。もうこいつらにくだらない言いがかりはつけさせない。俺に免めんじて許してやってくれ」


　也真はそう言うと、男の手を放した。その男も他の新入りたちもすごすごと引き下がった。どうやら、也真は流人たちに一目置かれる存在らしい。


「喧嘩の原因は何だったの？　やっぱり俺？」


　晄は自分を指差し、喧嘩をしていた男たちを交こう互ごに見た。


「そいつらが、晄さんが歳若いからって馬ば鹿かにしたようなことを言うもんだから、つい……」


　焉のもと手下は答えた。


「そっか──。俺のために怒おこってくれてありがと」


　晄は笑った。はなから信しん頼らいしてもらえるとは思っていなかった。焉たちも、出会ったばかりの時は、世間知らずの子どもだと笑ったし、自分でもそう思っている。


「でも、喧嘩は──」


　と、新入りたちに向き直った晄の前に、鳳が立った。


『こんな小こ童わつぱが、陝邑の領主になったわけを教えてやろうか？』


　鳳はニヤニヤと楽しそうだった。新入りたちは怪け訝げんな様子で顔を見合わせる。


『実はな、この腕うで輪わと戈ほこには呪のろいがかかってんだ』


　声をひそめて、鳳はおどろおどろしく言い、晄の左ひだり腕うでの汪李と腰に佩はいた炎えん招しよう戈かを指差す。


「ちょ、ちょっと鳳ってば」


　晄は慌あわてたが、もう遅おそい。「そうだった。忘れてた……」と、陝邑の古株たちは、肩かたを寄せ合って後あと退ずさる。


『試ためしに、晄から腕輪と戈を取ってみな』


「呪いだと？　阿あ呆ほらしい」


　新入りたちは鼻で笑いながら、ある者は腕輪に、ある者は炎招戈に手をかけた。しかし、腕輪は微び動どうだにせず、炎招戈を鞘さやから抜ぬくことはできなかった。炎招戈は、晄以外の者には重くて持てないのだ。


「そんな馬鹿な──」


　数人の男たちが腕輪と戈に取りついたが、結局、どちらも外すことはできなかった。


『晄、炎招戈、抜いてみろよ』


「いいけど──」


　鳳に言われて、晄はすらりと炎招戈を抜いた。「うわっ」と、晄に取りついていた男たちが跳とび退すさる。


『どうだ、言った通りだろ？　晄の言うことには素す直なおに従った方が身のためだぜ』


　鳳は立てた人差し指を顔の前で振ふり、男たちは真っ青になって無言でこくこくとうなずいた。


「そんな、脅おどすようなことしなくても……」


　晄は困って、鳳の衣の裾すそを引っ張ったが、「これくらいでちょうどだ」と、焉は笑った。


「俺らは、晄さんがその戈の力とは関係なく、この陝邑を暮らしやすい街にしようとしているのを知ってるが、それをあいつらにわかってもらうには手間がかかる。だが、明日からは否いやが応でも一いつ緒しよに仕事をしなきゃならねえ。手っ取り早くカタをつけるにゃ、脅しも必要さ」


　焉は、もと手下たちと新入りたちをぐるりと見回した。


「いいか、喧嘩をするなとは言わねえが、仕事はきっちりやってもらう。それから女と子どもには手を出すな。食い物を無む駄だにしちゃならねえ。それがここの掟おきてだ」


「そうだ、そうだ」と合いの手を入れるもと手下たちに、「おめえらもだ！」と焉は一いつ喝かつした。


　その時、「あの、晄ちゃんの名めい誉よのために言っておきますが──」と、それまで黙だまって觥さかずきを傾かたむけていた舜が、おもむろに口を開いた。


「晄ちゃんのおしりは、もう青くありませんよ」


　思わず晄はがっくりと肩を落とし、新旧どちらの男たちも噴ふいた。その中でただ一人、也真だけが表情も変えずに抜き身の炎招戈をじっと見ていたが、晄はそのことに気づかなかった。








「あっちが版築の現場。外城の外側に、もう一つ城じよう郭かくを巡めぐらせなくちゃならないんだ。さらにその西で濠ほりを掘ほってて、終南山のふもとでは銅も掘ってる」


　翌日、晄は焉、鳳とともに、新しく来た流る人にんたちに仕事の説明をしがてら城下を案内した。


「みんなは、どの仕事がいい？　どれも楽じゃないけど」


　晄が言うと、「罪人に仕事を選ばせるなんて、聞いたことないぞ」と、流人たちは笑った。


「それから、ここで戦馬と牛を飼ってるんだ」


　晄たちは流人たちを連れて、外城の西に広がる草原に出る。そこには、杭くいを打って縄なわを張っただけの簡単な柵さくの中に、十数頭の馬や牛が放されていた。馬に変へん化げした煒白も交じっている。


　柵の向こうの畑では、籠かごを手にした莉由が、子どもたちと一緒に韮にらや葵あおいを摘つんでいた。晄に気づいて、大きく手を振る。舜が、陝邑へ来たついでに、廃はい墟きよになっている青銅器工こう房ぼうを見てみたいとのことで、莉由もしばらく陝邑に留とどまることになったのである。


「あと二、三人、馬や牛の世話を手伝ってくれるやつがいると助かるんだがな」


　のんびり草をはむ馬や牛を眺ながめながら焉は言った。留守がちな晄に代わって、罪人の統とう括かつ、作業現場の管理を一手に引き受けている彼は多た忙ぼうなのだ。


　その時、馬の姿の煒白が耳をそばだてていなないた。


『猪いのししが来る。手負いだ』


　鳳が草原の向こうの藪やぶを凝ぎよう視しする。


「大変だ──」


　そう言えば、何人かの男たちが朝から狩かりに出かけていたのである。


「莉りー姉ねえ、こっちへ！　子どもたちを連れて、早く！」


　晄は声をかけたが、莉由は怪訝な顔で首を傾けている。


　間もなく、晄たちの耳にも「あっちへ行ったぞ」「追え！」と、叫さけぶ男たちの声と、藪を踏ふむ蹄ひづめの音が届いた。


　ザッと、一頭の大きな猪が、草原の左奥の藪から飛び出してきた。猪の背には矢が突つき刺ささっている。馬や牛が驚おどろいて暴れ始めた。


「莉姉！」


　晄は駆かけ出し、鳳もその後に続く。柵の向こうの畑では子どもたちが勝手に逃にげ出し、莉由は子どもたちをまとめられずに右往左往していた。


　猪の後を追って、弓を手にした男たちが走って来た。


「いたぞ、こっちだ！」


　彼らは仕留め損そこなった猪を追ったが、暴走する猪に追いつくはずもない。


　猪は柵に沿って一直線に走った。このままでは莉由たちのいる畑に突っ込んでしまう。


　莉由は、子どもたちを柵の内側に入れ、煒白が暴れる馬たちから子どもたちを守る。しかし、何人かの子どもは、莉由の指示が耳に入らないのか、泣きながら反対の方向へ逃げて行ってしまった。莉由が衣ころもの裾をたくし上げて、子どもたちを追いかける。


「こうなったら──」


　汪李か鳳に猪を捕とらえてもらうしかない。晄が三人の妖あやかしの存在を明かす決心をした時、背後で「也真！」という焉の声とともに、一声高く馬がいなないた。


　振り返った晄は啞あ然ぜんとした。也真が鞍くらもつけていない馬の背に乗っていたからである。


　人を乗せたことのない馬は恐きよう慌こう状態に陥おちいってしばらく暴れていたが、間もなく也真の指示に従って、猪に向かって駆け出した。


「弓を寄こせ」


　也真は、途と中ちゆうで男から弓矢を取り上げると、そのまま馬を駆けさせる。彼は、走っている馬の手た綱づなから手を放し、猪に向かって弓を構えた。


「噓うそだろ──」


　晄たちは目を瞠みはる。


　強さと狡こう猾かつさを備えた狼おおかみのような目がすがめられ、也真は猪に狙ねらいを定さだめる。


　猪は畑の葵を蹴け散ちらし、莉由たちの背後に迫せまっていた。一人の子どもが転び、莉由は咄とつ嗟さに子どもに覆おおい被かぶさる。


「莉姉!!」


　晄は息を呑のんだ。


　也真が矢を放った。矢は今まさに莉由たちを牙きばにかけようとする猪に向かって飛ぶと、ドスッと鈍にぶい音を立てて、猪の頸くびに突き刺さる。


　猪がドッと横に倒たおれた。


「信じられん……」


　焉たちは啞然として、しばらくの間、身動きもせずに也真と猪とを交こう互ごに見ていた。


　也真は馬の速度を落とし、莉由たちに近づいて行った。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　也真は馬に乗ったまま、莉由に声をかけた。


　莉由は子どもを抱だいたまま馬上の男を見上げ、彼が、昨夜の宴えんの席で喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいをした男だと気づいた。


「あ、ありがと──。助かったわ」


　気き丈じように答える莉由を見て、也真の目が少しだけ見開かれた。


「美人だな──」


　也真は馬を下りて、莉由に手を差し伸のべようとした。しかし、莉由が抱いていた子どもが、緊きん張ちようから解放されたせいか、火のついたように泣き出した。


　莉由は也真から視線を外し、「もう、大丈夫よ。よしよし、泣かないの」と、子どもをなだめ始める。


「莉姉、也真──」


　ようやく莉由たちの所にたどりついた晄は、莉由と子どもを助け起こし、鳳は柵の中に入って、煒白の後ろで震ふるえている子どもたちを連れに行く。


[image: ]


　晄は、莉由や子どもたちの怪け我がの有う無むを確かめると、也真を振り向いた。


「君ってすごい──。俺、走ってる馬から矢を射る人って、初めて見たよ」


「俺も、この国で騎き射しやを披ひ露ろうすることになるとは思わなかった」


　彼は、苦い表情で薄うすい色の髪かみを搔かき上げた。








「お前、もとは兵士だろう？　どこの国の者だ？」


　他ほかの流人たちを作業現場に振り分けると、也真を城の一室に呼び、焉は尋たずねた。


　殷では人は馬に乗らず、馬車に乗るのが普ふ通つうである。戦いくさで弓を射る兵も戦車に乗る。騎き乗じようして弓を射るのは、北方の騎き馬ば民族の兵のやることだ。


「生まれは土ど方ほう、濡じゆ水すいの北の草原だ。鬼方で、傭よう兵へいをやっていたことはあるがな」


　也真は投げやりな態度で答えた。もとは山羊やぎを追って草原を移動する遊牧の民たみだという。


「何で、殷に来たの？」


　晄が尋ねると、


「大した理由はない。ただ、粟あわや黍きびをたらふく食ってみたかっただけだ」


　と、彼は肩かたをすくめる。王都へ行こうと思ったが、その手前でつまらない喧嘩に巻き込まれて捕つかまり、流る罪ざいを言い渡わたされたのだそうだ。


「敵国の生まれとなりゃ、他の流人たちと同じ作業場で働かせるのは難しいかもな」


　焉は「ふむ」と唸うなって腕うでを組む。


「俺をこのまま陝邑で使う気なのか？」


　也真は驚いたようだった。


「流人として送られて来た人を、こっから先、どこへやるっていうの？　それに也真は、莉姉の命の恩人だよ。それを、敵国の生まれってだけで牢ろうに入れるわけにはいかないじゃない」


　晄は笑った。


「馬が扱あつかえるなら、焉の代わりに馬の世話をしてもらったらどうかな？」


「いや、これだけの腕の持ち主を、馬飼いにしとくのはもったいねえ。いっそ、衛え士じに任じたらどうだ？」


　焉は言った。


「それ、いいかも。いずれ、陝邑も軍を備えなくちゃいけないって、楓牙に言われてたんだ」


「楓牙？　亳邑の楓牙王子のことか？」


「そう。俺がまだまだ世間知らずの小こ童わつぱだから、いろいろと面めん倒どうみてくれてるの」


　也真の問いに、晄は笑って答えた。


「戦を避さけるためにも、陝邑にはちゃんと軍があるんだぞ、ってとこを他所よその国に見せとかなくちゃならない。でも、今は領民を食べさせるだけで精せい一いつ杯ぱいだし、軍を編制するなんて、俺には何をどうしたらいいかわからなくってね。知ち恵えを貸してもらえるとすごく助かるんだけど」


　也真は目を瞬またたいた。


「…………まあ、構わないが、陝邑は、殷の防衛の要かなめだ。それを敵国生まれの俺に考えさせるのか？」


「どこで生まれたかなんて、関係ないじゃない。今の君は、陝邑の領民なんだもの」


「何だか、お前と話してると調子が狂くるうな……」


　也真は、薄い色の髪をぽりぽりと搔き、


「なら、まずは国境警備の歩兵部隊を調ととのえるのが最優先だろう。罪人たちの中から使えそうなやつを選び出して、戈ほこや矛ぼうの訓練をする。そのうち人が増えたら、徐じよ々じよに尖せん兵ぺいや戦車部隊を組織していけばいい」


　複雑な表情で、彼はそう進言した。








「最初はやる気なさそうだったが、也真はあれで、案外真ま面じ目めな男だな」


　かしましい蟬せみの声が響ひびく藪の中、生おい茂しげる草を刀でなぎ払はらいながら、焉は言った。


　晄と鳳、焉の三人は、銅の採さい掘くつ現場へ行くところだった。汪李は腕うで輪わになり、煒白は脛すねあてになっているので、正しくは五人というべきかもしれない。


　累焰の占せん術じゆつによると、陝邑の南東、終南山の東のふもとを掘ほれば、いずれ銅の鉱脈に行き当たるとのことだった。そこで、しばらく前から累焰の指示した場所を掘っていたのだが、穴から水が湧わき出たという知らせがあり、様子を見に行くことになったのだ。


『矛の使い方だけじゃなくて、礼れい儀ぎ作法まで教え始めた時には、思わず笑っちまったよ』


　鳳は、先刻の也真の様子を思い浮うかべたらしくニヤニヤする。


　也真を衛士に任じた翌日から、彼は二十名ばかりの歩兵志願の者の訓練を始めた。戈や矛などの長なが柄えの武器は苦手だと言って、あまりやりたくなさそうだったが、次し第だいに熱が入ってきたのか、しまいには兵としての心構えまで説き始めたのである。


「傭兵時代にいろいろ見聞きしたとかで、兵法もかなり詳くわしいみたいだよ」


　自分からは言わないが、兵の動かし方について晄が訊きけば、也真は面倒くさそうな顔をしながらも、きちんと教えてくれた。


「思わぬ拾いものだったな」


　焉は豪ごう快かいに笑った。


　やがて、藪やぶが開けて小高い丘おかの一角に、数人の鋤すきや石せき斧ふを持った男たちの姿が見えた。彼らの足あし元もとには大きな穴が空いている。


「水脈にあたったのかな」


　晄は、穴をのぞき込んだ。穴の大きさは、大人が十人ぐらい手をつないで作った輪ぐらいはありそうだった。その底に清せい涼りような水が溜たまり、青空を映している。


「少しずつですが、水量が増えてんですよ。どうします？」


　男たちは、「掘るとこを間ま違ちがっちまったかなあ」と、困り顔だった。


「きれいな水だから、この穴はこのままとっておこう。銅の在り処はもう一回、累焰に占うらなってもらえばいい」


　銅の採掘は占術の結果を待つことにして、今日は取りあえず城下へ戻もどることにする。


　男たちの後について丘を下り始めた時、晄の心臓が大きく一つドクンと鳴った。


（え……？）


　晄は振ふり返った。泉に呼ばれたような気がしたのだ。晄は穴に駆かけ戻り、泉に視線を落とす。


『どうした？』


　鳳も戻って、一いつ緒しよに泉をのぞく。


「わからない。でも何か感じるんだ」


　穴の底の砂が数えられるほど水は透とう明めいで、水面は小さな波は紋もんを作っていた。ごく当たり前の湧き水みずにしか見えないが、心なしか腰こしに佩はいた炎えん招しよう戈かが熱を持っている。


『黄河の流れに交じる音と、同じ音が聞こえる』


　脛あての煒白が呟つぶやいた。





　三門峡に異変が起こる──。


　楓牙と累焰が、王都の利條からの知らせを持って陝邑城を訪おとずれたのは、その日の夕刻のことだった。
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「晄ちゃん、今日は帰って来ないんでしょうかねぇ」


　青銅器工こう房ぼうから戻った舜は、自宅の囲い炉ろ裏り端ばたに腰こし掛かけると開け放たれた窓の外を眺ながめた。傾かたむいた日はすでに朱しゆに染まり、木々の長い影かげが窓辺に落ちている。


　舜と莉由が亳邑に戻ったのは、昨日のことである。本当はあのまま陝邑に留とどまりたかったのだが、陝邑の青銅器工房は、炉ろやふいごがかなり傷いたんでいて、すぐには使えそうもなく、とある大貴族から頼たのまれていた酒器の納期が迫せまっていて、どうしても亳邑に戻らざるを得なかったのだ。


「何かあれば、煒白が飛んで帰って来るか、小こ化か蛇だが知らせてくれるでしょうから、心配はいらないのでしょうが……」


「でも、やっぱり心配だし、寂さびしいわ。晄ちゃんがいないだけで、何だかおうちの中ががらんとした感じがするんだもの」


　莉由は、熾おき火びにかけた鼎かなえをかき混ぜる。晄がいつ帰ってきてもいいように、鼎には粥かゆがたっぷりと煮にてあった。


「晄ちゃんがいなければ、三人の妖あやかしもいませんからね、密度激減です」


「まったく──。このお粥をどうしてくれるのよ。夏場はそんなに保もたないんだから」


　粥の量が半はん端ぱなく多いのは、煒白がこの鼎で調理した物でなくては食べられない上に、一食で三人前を平らげる大食漢だからだ。


「こういう生活は無理がありますね。早いうちに陝邑へ越こさないと──」


　舜がそう言った時、粥を混ぜていた莉由の手が、突とつ然ぜん凍こおりついたように止まった。彼女はハッと西の方角を振り向き、驚きよう愕がくに見開いた目で彼方かなたを見つめる。


「どうしたんです？」


「わからないわ……。ただ、何か感じるの。遠くで……、晄ちゃんのいるところかしら？　いいえ、もっと遠く……」


　見開いた目を朱しゆ色いろの空に据すえたまま、莉由は呟いた。


（未来さき読み──いや、千里眼か？）


　舜は眉まゆをひそめた。莉由には呪じゆ力りよくはなかったはずだ。自分は、父から呪力を受け継ついだが、それは呪具を作ったり、呪じゆ術じゆつを行ったりする類たぐいの力である。我が家の家系には、未来に起こることや離はなれた場所のできごとを知る力、すなわち占術の才を持つ者はいない。晄は異界の風の音や妖の声を聴きくことができるが、それは晄に憑ついている共工の力だ。


「…………何かがやって来るわ。赤くて、大きくて、とても熱いものが……」


「それは妖ですか？　それとも空から燃える石が墜おちて来るといったような、自然のできごとですか？」


「生きているもののような……、わからないわ」


　莉由の顔は蒼そう白はくだった。


　舜は莉由の傍かたわらに寄り、膝ひざをついて彼女の肩かたを抱だく。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。晄ちゃんには三人がついていますし、ここには僕がいます」


「変ね、こんなこと初めてだわ……。虫の知らせって、こういうことを言うのかしら？」


　莉由は、自分の手に目を落とす。杓しやく子しを握にぎった指がカタカタと震ふるえていた。


（何かに取り憑つかれている──、または何かの力を得たのか？）


　莉由の背を撫なでながら、舜は莉由の中に不可思議な気配が潜ひそんでいるのを感じていた。
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　黄おう褐かつ色しよくの濁だく流りゆうは、小山にも等しい二つの巨きよ石せきに、その流れを分断されていた。黄河の南岸、陝邑の北東にそびえる崤山の頂である。夜までにはまだ間があるが、日はすでに山の陰かげに入り、対岸の中条山に生い茂る木々が、赤黒く色を変えていた。


「北側の石を神しん石せき、手前、南側の石を鬼き石せきと称しようする。三門峡とは、この二つの石によって造られた人門、神門、鬼門の三つの谷のことだ」


　楓牙が、黄河に屹きつ立りつする巨石を指差す。


「ここで何かが起こるって？　俺にはいつもの黄河に見えるけど──」


　馬に変へん化げした煒白に乗り、晄は眼下を流れる黄河を見晴るかす。


　汪李は小蛇姿で晄の左ひだり腕うでに絡からまり、鳳はひよこ姿で晄の頭の上に乗っていた。左ひだり隣どなりには白馬に乗った楓牙、その向こうには累焰が黒鹿か毛げの馬の首を並べている。


　亳邑の楓牙宛に、王都の利條から三門峡に異変が起こるという知らせが届いたのは、今朝未明のことだという。三門峡は陝邑の領地に含ふくまれるが、利條が陝邑領主である晄ではなく、楓牙に書簡を宛あてたのは、楓牙の従者、累焰の未来さき読みの才を見いだし、占せん術じゆつを教えたのは他ほかならぬ利條だったからだ。


「遥はるか昔、夏王朝を開いた禹王が、洪こう水ずいを治めるために炎招戈を用いて山を切り開き、神石と鬼石とをもって、黄河の流れを三つに分けたのだと言われている」


　楓牙は、晄の腰に下がっている炎招戈に目をやる。


「知らなかった──。炎招戈って、山まで斬きれるんだ」


　晄は炎招戈の柄つかを握る。聖なる戈ほこは、まだ微かすかな熱を帯びていた。


「北の流れは舟ふねが通ることができるので人門、中央は無事に舟が通るかどうか予測がつかないので神門と称し、南は危険で舟は通ることができないため鬼門と呼ばれるのだと、人々の間ではそのように伝わっている。今まで、私もそれが三門峡の名前の由来だと思っていた」


「本当は違ちがうの？」


『英えい招しようから授さずかった知識によると、三門峡は異界とこの世とを結ぶ扉とびらだということだ』


　煒白が言った。英招とは天の園、平圃を司つかさどる女め神がみである。煒白は英招に創つくられ、晄に忠誠を誓ちかった時に、彼女からこの世のあらゆる知ち恵えと知識を授かっていた。


「神門は天界に通じ、人門は泰たい山ざん府に通じ、鬼門は度ど朔さく山さんに通じる──。利條殿からの竹簡にはそう記されていた。そのことは歴代の大だい史し令れいだけに伝えられ、主上もご存じないとのことだ」


「度朔山？」


　泰山府が、死者の魂たましいが集つどう場所であることは知っていたが、度朔山とは初めて聞く名である。


「口伝では、東の果ての海に浮うかぶ山と言われておりますが、数ある異界のうちの一つにございます」


　それまで、影のようにひっそりと黙だまっていた累焰が口を開く。


「度朔山の頂には大きな桃ももの木があり、その枝は三千里にも亘わたり、その枝の間から鬼き神しんや妖が出入りすると言われておりまする。神しん茶と、鬱うつ壘りつというお二人の神が、害をもたらす鬼神や妖を葦あしの縄なわで捕とらえて虎とらに食わせ、黄帝が呪術を施ほどこして邪じや気きを防いでいるとのことにございます」


『禹王の時代、水神共工は自らに従う鬼神や妖を異界から呼び出すために、異界と人間界との道を開けた。禹王が山を砕くだいて三門峡を造ったのは、洪水を治めるためだけでなく、その道を閉とざすためだったのだ』


　煒白が言葉を継つぎ、晄は戦せん慄りつした。


「まさか、黄河の異変って、その道がまた開くってことじゃ──」


「人門が開けば、死者の魂がこの世に蘇よみがえり、また、鬼門が開けば、度朔山に住む鬼神や妖がやって参りましょう」


「大変だ──。そんなことになったら、国が滅ほろんでしまう」


『数日前から黄河の音が変わった。異変はすでに起こっているのかもしれない』


　煒白は言った。王都から亳邑までは、どんなに馬を飛ばしても半月はかかる。利條が黄河の異変を占うらない、竹簡が届くまでに、事態が進行してしまったのかもしれない。


『神門と鬼門が弛ゆるみ、天界の神気と度朔山の邪気が漏もれていると、我が眷けん族ぞくが言っている』


　小蛇姿の汪李が首を伸のばし、黄河の流れに目を落とす。黄褐色の水面にいくつも跳はねる白銀の蛇は、汪李の眷族の小こ化か蛇だだ。


「どうしてそんなことに……」


　晄は呟つぶやいた。晄の不安に呼応するように、炎えん招しよう戈かが脈打つ。


「累焰、占ってみてくれ」


　楓牙は、腹心の占術師を見やる。


「御ぎよ意い」


　累焰は馬を下りると、鞍くらにつけてあった布包みを外し、中から亀きつ甲こうや鑿のみなどの占術の道具を取り出す。晄たちも馬を下り、その場で占術を始めた累焰を見守る。


「陽甲王の十六祀し、八月、癸き亥がいの日に累焰が卜ぼくす。貞とう、三門峡の異変とは何ぞ。またその顚てん末まつやいかに──」


　累焰は、しばらくひび割れた亀甲をじっと見つめていたが、やがて驚愕に目を見開く。


「鬼石に呪じゆ詛そがかかっている様子。日ごとに鬼石は力を失い、いずれ鬼門が開くと──。そして、術の気配から察するに、呪詛をかけたのはおそらく──章玄」


「章玄──!?」


　晄たちは息を呑のんだ。


「晄の命を奪うばい、共工を蘇らせるためか──」


　楓牙は唇くちびるを嚙かむ。


「俺には河伯の加護があるし、汪李や煒白、鳳に守られてるけど……」


　鬼門が開けば、妖が世に溢あふれ出る。戦いが始まれば、犠ぎ牲せいになるのは陝邑の民たみだ。


「急ぎ、呪詛を解かねばならぬ。累焰、できるか？」


「わたくしの技わざが、章玄の術に及およぶかどうか──。しかし、やれるだけのことはせねばなりませぬ」


　楓牙の問いに、累焰は硬かたい表情でうなずいた。


「十日の間、祭さい祀しを催もよおし、黄河を司る神、河伯に祈いのり奉たてまつりまする」








「三門峡の鬼石に、章玄が呪詛を!?」


　急いで亳邑に戻もどり、晄が事態を告げると、舜は蒼白になった。


「うん。累焰が呪詛を解くために祭祀を催すって」


「こうしてはおれません。僕も呪具を作りましょう。章玄がどんな術を使ったのかわかりませんが、鬼石の力がこれ以上失われないようにすることぐらいならできるかもしれません」


　立ち上がった舜は、ふと莉由を見た。彼女は「帰って来てくれてよかったわー」と、大きな椀わんになみなみと粥かゆをよそい、煒白に差し出している。


「莉姉には、知らせない方がいいよね。また、ものすごく心配するだろうし」


　舜の視線に気づいて、晄は言った。


「そうですね……」


　舜はそう答えたが、懸け念ねんしているのは別のことだった。


（莉由ちゃんが感じたのは、鬼門の向こうからやって来るものの気配だったのでしょうか？）


　未来さき読みや千里眼など、占術の才ではなく、もしも、異界の気配を直接感じたのだとしたら、人の力の領域を遥かに超こえている。彼女の身に何が起きたのか、ひどく心配だったが、それ以上に舜は莉由が感じたものの正体について恐おそれを抱いだいていた。


（度朔山に住む赤いものとは、もしや……）








「あれが亳邑の累焰か──」


「累焰を知ってるの？」


　也真に問われ、晄は瞠どう目もくした。


　三門峡に章玄の呪詛がかかっているとわかった三日後のことである。煒白に乗って崤山の頂に立つ晄の後ろには、馬に乗った也真が従っていた。彼は防衛上、陝邑周辺の地形を知りたいと言って、領地の見み廻まわりに出た晄の後について来たのである。


　也真の視線の先には、供く物もつの載のった簋きの前に立ち、呪を唱えている累焰の姿があった。累焰は三日の間、精しよう進じん潔けつ斎さいのために北堂の一室にこもり、今日から祭祀を始めていた。


「殷へ来てから、しばらくあちこちの邑むらを放ほう浪ろうしていたが、どこ行っても亳邑の楓牙と、彼の従者の名を耳にした。敏びん腕わん王子の側近は、貞てい人じんに勝まさる占術の才の持ち主だと──。王子も来ていたのだろう？」


「ごめんね。バタバタしてて紹しよう介かいしてる暇ひまがなかったんだ」


　楓牙は政まつりごとを放ほうってはおけないと、累焰が潔斎を始めた日に、亳邑へ戻ってしまったのだ。


「鬼き石せきの上に載っているのは呪具のようだが、随ずい分ぶんと変わった意い匠しようだな。累焰の物か？」


「あー、あれは、うちの舜兄が作ったやつ」


　濁だく流りゆうの中に屹きつ立りつする鬼石の上には、びっくりまなこにニッと歯をむき出した人面の鉞まさかりが載っていた。新しく呪具を作るにはしばらく時間が要いるということで、「取りあえず、これを鬼石の上に置いといてください」と、家にあった鉞を持たされたのである。


「どうやって鉞をあんな場所まで運んだんだ？」


「ほんと、不思議だねー」


　実は、夜の間に、汪李が空を飛んで鉞を鬼石の上に載せたのだが、そこは笑ってごまかす。


「それにしても凄すさまじい流れだ。陝邑は天然の要害だな。北は黄河の濁流、南は終南山。西の守りさえ固めておけば、そうそう落とされることはないだろうが──」


　也真は興味深げに、周囲の地形に目を配る。


「でも、畑にできる土地が少ないんだよなー」


「贅ぜい沢たくなことだ。俺には定住できる土地があるだけでもうらやましく思える」


「遊牧の民って、季節ごとに草原を移動しながら生活してるんだっけ？　何で、ひとところに落ち着いて暮らさないの？」


　晄の素そ朴ぼくな疑問に、也真は目を見開いた。


「お前は、北がどんな土地か知らないのか？」


「寒いんだろうなとは思うけど……」


　晄が首を傾かたむけると、也真はやれやれといった風に肩かたをすくめた。


「寒い上に、雨もろくに降らない。粟あわや黍きびが作れるような気候じゃないんだ。だから北方の民は山羊やぎを飼って、乳を搾しぼったりその肉を食ったりして暮らしている。一カ所にいたら、山羊が草を食い尽つくしてしまうだろうが」


　山羊の餌えさになる草さえ僅わずかにしか生えない土地なのだと、彼は言った。


「山羊を狙ねらう獣けものや妖あやかしに怯おびえながら、乾かわいた冷たい風の中を彷徨さまよい続ける──。それが北方の民の暮らしだ」


「知らなかった……」


　晄は也真の薄うすい色の眼めを見つめる。冷え冷えとしたその表情は、故郷に対する一いつ片ぺんの懐なつかしさも感じられない。


「俺はそんな生活がいやで、傭よう兵へいになったが、しがない傭兵じゃ、粟や黍が食えないから南へ来たわけだ」


「だから、鬼方とか北方の民は殷の領土を欲しがるんだね。だったら戦いくさなんか仕し掛かけないで、穏おだやかに移住してくればいいのに……」


　幼い頃から、晄はなぜ戦が起こるのか不思議でならなかった。なぜ、同じ土地に仲良く住めないのだろう。


「お前は、本当に何も知らない子どもなのだな。最初、穏やかに移住したいと思っていた北の民を、武力で追い返したのは殷の方なのだぞ。まあ、大昔の話だが」


　也真は鼻で笑った。


「北方の民は、お前たちが思っているほど好戦的ではない。部族間ではほとんど戦が起きない。すべて族長の話し合いで解決する。ところが殷ではどうだ。異民族を受け入れないどころか、氏族間での争いも絶えないではないか。殷では北方の民を蛮ばん族ぞくというが、北から見れば、殷の民の方がよっぽど野蛮だ」


「そうなの……？」


「定住して畑を作るという生活様式が、領地を守らざるを得なくしているのかもしれないが、先祖から受け継ついだ血が、戦に駆かり立てるのかもしれない。中原の民は、人の命を粗そ末まつにする。祭祀の犠牲がそのいい例だ」


「北方の民は、人を犠牲にして神に祈ったりはしないの？」


「神には頼たよらない。そんなものをあてにしていたら、一族が滅ほろぶ」


　也真は畏おそれる風もなく、そう言ってのけた。


「北の大地で頼れるのは、おのれの力だけだ。だから実力主義が徹てつ底ていしている。族長は世せ襲しゆうではなく、能力の高い者の中から選ばれるし、異民族であっても実力があれば厚こう遇ぐうする。殷のように、血筋にこだわって王位や氏族の当主の座を争ったりはしない」


「何か意外だ……。俺、北方のことを今まで誤解してたみたい」


　畑を耕して暮らす自分たちから見れば、自在に馬を操あやつり、馬上から弓を射る騎き馬ば民族は恐ろしい存在だ。けれど、その優すぐれた機動性は、厳しい環かん境きようの中で生き抜ぬくために培つちかわれたものであって、決して他国を攻せめ滅ぼすためのものではなかったのだ。


「也真が言うとおり、戦が好きなのは殷の方かもしれないね。現に王様は南方へ遠えん征せいに行っちゃったみたいだし……」


「ほう、殷王が人方を攻めるという噂うわさは本当だったのか。豊ほう饒じようを約束された土地に住んでいながら、まだ他所よその土地を欲しがるとは欲よくの深いことだ」


　也真は嘲あざわらう。


「まったくだよ。国が滅ぶかもしれないって時に──」


　晄は苦い思いを嚙みしめながら、河伯に祈る累焰の後ろ姿を見つめる。


「国が滅ぶ？　何のことだ？」


「あー。ちょっと大げさに言っただけ。大した意味はないよ」


　也真に怪け訝げんな顔で問われ、晄は慌あわてて頭かぶりを振ふった。陝邑の民たみには、累焰の占せん術じゆつで近々大規模な洪こう水ずいが起こるという結果が出たため、三門峡で祭祀を行うことになったと説明してある。鬼石に呪じゆ詛そがかかっているなどと言って、不安を抱かせたくなかったからだ。


「じゃ、西の国境まで行ってみようか。歩兵部隊をどう使ったらいいか教えてくれる？」


　晄が言うと、煒白は西に向かって駆け始める。足あし元もとは細い獣けもの道みちだが、手た綱づなを操らなくても煒白は藪やぶの中を自在に走ってくれる。一方、也真が乗っているのは、ろくに訓練もされていない繁はん殖しよく用の牡おす馬だが、彼は巧たくみに手綱を操り、煒白に遅おくれることなくついてきた。


『貧しい遊牧民の出にしちゃ、言ってることが偉えらそうだな──ってか、生意気。神をあてにはしねーだと？　崑崙を舐なめんじゃねーよ』


　晄の胸むな元もとから、ひよこ姿の鳳が顔を出して囁ささやいた。


『実際、神々が人のために力を貸すことなど、滅めつ多たにないではないか』


　腕うで輪わのふりをしたまま汪李は笑う。


『神は大局を御覧になっているのだ。人の利害には関心を持たない。すべての人の願いを叶かなえていたら、この世が混乱するだけだ。だが、今度ばかりは河伯のお力を貸していただかねば』


　煒白の声は暗かった。


『だぜー。度朔山の鬼き神しんや妖に、一気に登場されちまったら、さすがにおれらだけじゃ、どーにもならねー』


　三人の妖は、ひっそりと神談義に花はなを咲さかせていたが、


（北方では人を祭さい祀しの犠ぎ牲せいにはしない、争いごとは話し合いで解決する──か）


　晄は、政の有り様について思いを巡めぐらせていた。


（民が食べられなくて困っているのに、租そをかき集めて戦に行くなんて、そんな政をしていていいんだろうか……）


　王は何を望んでいるのか、殷はこれからどこへ向かっていくのだろうかと、晄は暗あん澹たんたる気持ちで煒白を駆った。








　累焰が祭祀を始めてから十日目の夕刻、舜と莉由が陝邑城を訪おとずれた。


「いきなりどうしたの!?」


　二人の来訪を聞いて、晄は慌てて内城の門へ迎むかえに行った。


「呪具が仕上がったんで、持って来たんですよ」


　舜は、布のかかった荷馬車を指差す。


「晄ちゃん、ちっともお家うちに帰って来ないんですもの。顔が見たくなって、一いつ緒しよに来ちゃった。煒白のご飯も心配だったし。だから、魔ま法ほうの鼎かなえも持って来たの」


　神妖の煒白は、数年ぐらいは飲まず食わずでも平気なのだが、やはり空腹は感じるので、莉由は不ふ憫びんに思うらしい。


「ごめん。累焰に祭祀を任せっきりにして、俺ばっかりうちに帰るわけにいかなくて……。今日で累焰の祭祀が終わるから、明日には帰ろうと思ってたんだ」


「祭祀の様子はどうです？」


「よくわかんない。雑念が入るとよくないとかで、累焰とは話をしてないんだ」


　祈いのっているのは日の出から日の入りまでで、夜は陝邑城で眠ねむり、三度の食事は晄が三門峡まで届けていたのだが、この十日間、彼は晄以外の者には会わないようにしていたし、晄ともほとんど口をきかなかったのだ。


「祭祀って大変なのね。でも、お兄ちゃんの呪具もあるし、きっとこれで洪水は防げるわ」


　累焰の行っている祭祀が、章玄の呪詛を解くためのものだと知らない莉由の口調は明るい。


「今から、累焰を迎えに行こうと思ってたんだ。一休みしたら一緒に行く？」


「そうですね。呪具の効き目を確かめたいですし──」


　そこへ、単たん騎きの蹄ひづめの音とともに、楓牙が内城前の大路に姿を現した。


「お前たちも来ていたのか」


　馬から下りた楓牙は、「久しいな。息災であったか」と、頰ほおを染めて莉由に笑えみかける。


　しかし、莉由はいつも通り「どーも」と楓牙を一いち瞥べつしただけで、にこりともしない。


「十日目なのでな。累焰を迎えに来たのだ。お前たちも今夜は陝邑に泊とまるのであろう？　久しぶりに──」


　楓牙は、莉由の手料理を食べたいと言いたかったのか、それともゆっくり話をしたいと言いたかったのかわからないが、彼が最後まで言わないうちに、


「お夕飯の食材は、あたしたち家族の分しか用意してありません」


　莉由はきっぱりと言い放った。


「いや、その……、まだ何も言っては……」


　楓牙はしゅんとうなだれる。


　普ふ段だんの楓牙は剛ごう胆たんだ。為い政せい者しやとして敏びん腕わんを振るうだけでなく、剣けんを握にぎらせたら殷でも五指に入るという強つわ者ものである。それが莉由の前では別人のように気弱になってしまうのが、晄には不思議でならない。まして楓牙は亳邑の領主であり、王の弟でもある。いくら莉由の男おとこ嫌ぎらいを理解しているといっても、ここまでぞんざいに扱あつかわれたら怒おこるのが普ふ通つうではないだろうか。


「今日の夕飯は、莉由ちゃん得意の豚ぶたの煮に物もの川かわ薑はじかみ風味なんです。三人分しか用意してなくてすみませんねぇ」


　舜は、妹の無礼をたしなめないどころか思いっ切り煽あおり、楓牙のこめかみに青筋が立つ。


「あ、あの、舜兄が呪具を持って来てくれたんだ。暗くなる前に、累焰を迎えに行こう。莉姉、ご飯の支し度たく、頼たのむね」


　事態の収しゆう拾しゆうがつかなくなる前に、何とかしなければならないと、晄は慌てて言った。








「申し訳ございませぬ。鬼き石せきの力の消失は何とか止めてございますが、わたくしの力では呪詛を解くことはできませぬ」


　相当な呪じゆ力りよくを使ったのだろう、憔しよう悴すいしきった様子で累焰はそう告げた。


「いつまで保もつ？」


　楓牙は厳しい表情で鬼石を見つめる。


「ひと月の後には、再び祭祀を催もよおさねばなりますまい」


　鬼石を護まもっているのは河伯自身ではなく、累焰が呪じゆ術じゆつによって河伯の力を鬼石に降ろしたに過ぎないのだという。累焰が降ろした河伯の力は、章玄の呪詛によって相そう殺さいされ、少しずつ減っていくのだそうだ。


「この呪具を鬼石の上に置いてみてください」


　舜は、乗ってきた荷馬車の荷台から覆おおいを取る。


「これだけのものを、たった十日で……」


　楓牙と累焰は目を瞠みはった。荷台に載のっていたのは、青銅の虎とらと二つの人形だった。磨みがき上げられた青銅が、夕日を浴びて黄こ金がね色の輝かがやきを放つ。


「度朔山を見張る神、神しん茶と、鬱うつ壘りつと、邪じや悪あくな鬼神や妖あやかしを食くらうという虎を模しました」


　人形はいかめしく神こう々ごうしい表情をしていたが、虎の目はまん丸で、口をニッと開いて牙きばを剝き出した舜ならではの意い匠しようだ。意匠はどうあれ、虎の毛並みや人形がまとう衣ころものひだなどは、細部にいたるまで丁てい寧ねいに表現され、舜がどれほどの時間と労力を使ったかがしのばれる。


「無理させちゃったね」


　晄が言うと、「大事な晄ちゃんのためですもの」と、舜はほんわりと笑った。


『では、運ぼう』


　晄の腕うでに巻きついていた汪李がするりと解け、人ひと形がたになる。彼は背に化か蛇だの翼つばさを生やし、青銅の像を抱かかえると、濁だく流りゆうに屹きつ立りつする巨きよ石せきに向かって飛んだ。


「呪具の力が、章玄の呪詛を抑おさえ込んでおります。これならば祈らずとも、鬼き門もんが開く心配はございますまい」


　二人の神と虎が置かれた鬼石に、累焰は驚きよう愕がくの視線を注ぐ。晄にはわからないが、累焰には呪詛が弱まっているのが視みえるのだろう。


『大したもんだな。けど、使った銅の量が半はん端ぱじゃねーだろ。高くつくんじゃね？』


　晄の懐から、ひよこ姿の鳳が顔を出す。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。原材料費の請せい求きゆうは、亳邑城に出しておきましたから」


　舜は、楓牙をちらりと見て囁いた。








「お帰りなさい。ご飯、できてる──」


　戸が開く音がして、器うつわに肉を盛っていた莉由は、てっきり晄たちが帰って来たのだと思ったのだが、振ふり返るとそこには、先日猪いのししから救ってくれた異国の男がいた。


「也真──？」


　強さと狡こう猾かつさとを備えた獣けもののような眼めに見つめられ、莉由は微かすかに戦せん慄りつする。


「莉由──だったか？　来ていたのか」


　也真はつかつかと部屋に入って来た。


「何の用？　晄ちゃんなら三門峡へ行ってるわよ」


　莉由は器を置いて後あと退ずさる。


「なら、ここで待たせてもらおう」


　也真は歩みを止めず、莉由は壁かべに追い詰つめられる。


「何で、こっち寄って来るのよ。そっちで座って待っていればいいでしょ!?」


「お前のそばで待っていたいんだ」


　也真は目を細めてクスクス笑う。


「あんた、五尺の掟おきてを聞いてないの!?」


「何のことだ？　まあ、どんな掟があろうが、俺には関係ないがな」


　也真の狼おおかみのような目に、獰どう猛もうな光が点ともったが、莉由は怯おびえを隠かくして睨にらみ返す。


「いい眼だ。俺は気の強い女が好みなんだ」


　骨張った手が莉由の顎あごをすくい上げた。莉由の全身に鳥とり肌はだが立つ。


　パン！


　と、也真の頰が鳴った。莉由は思わず、張り手を飛ばしてしまったのだ。


「ご、ごめんなさい。命を助けてくれた人に──」


　莉由はうろたえ、自分の手を押さえた。
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「一応、気にはしていてくれたんだな」


　也真は唇くちびるを笑みの形に吊つり上げた。


　いきなり莉由の手首をつかむと、也真は莉由を壁に押しつけた。逃にげる間も手を払はらう余よ裕ゆうも与あたえない素す早ばやい動きだった。


「やめて──！　お願い、放して!!」


　莉由はもがいたが、也真はびくともしない。


「騒さわぐなよ。人が来るだろ」


　也真が耳元で囁ささやいた。熱い息がかかり、莉由は固く目をつぶって顔を背そむけた。


　その時、


「莉由！」


　楓牙が部屋に駆かけ込んできた。也真は振り返ったが、莉由をつかんでいた手は放さない。


「あんたは？」


「亳邑領主、子し楓牙だ。莉由を放せ」


　楓牙は剣の柄つかに手をかける。


　也真は唇の端はしを歪ゆがめ、「無ぶ粋すいな王子だ」と呟つぶやくと、渋しぶ々しぶ莉由を解放する。莉由は也真の脇わきをすり抜ぬけ、戸口近くまで逃のがれた。もちろん、楓牙との距きよ離りも五尺以上空けておく。


「大丈夫か？」


　楓牙は也真から目を離さず、背後の莉由に問いかける。


「大丈夫よ。助かったわ」


　莉由は、赤くなった手首をさすりながら答えた。


「見たところ流る人にんのようだが、莉由を晄の姉だと知った上での狼ろう藉ぜきか？」


　楓牙は恫どう喝かつするように低い声で尋たずねた。右手はまだ剣の柄を握っている。


「だから何だ？　手て討うちにするとでも？」


　也真は鼻で笑う。門外漢の楓牙には也真を手討ちにする権利がないと侮あなどっているのか、もしくは、楓牙の刃やいばを逃れる自信があるのかもしれない。


「領主に話があってここへ来たら、莉由がいた。こいつとは初対面じゃない。最初に会った時に気に入って、いつか口説こうと思っていたんだ」


「貴様──」


　楓牙の頰ほおに朱しゆが奔る。也真の無礼な態度はさほど気にならなかったが、彼が莉由を気に入ったと言ったことに、なぜか無む性しように腹が立った。


「ムキになるほどのことでもあるまい。それとも、莉由はあんたの女なのか？」


　ぐっと言葉に詰まった楓牙の代わりに、莉由は「違ちがうわよっ!!」と、思いっ切り否定した。


「ならば、遠えん慮りよすることはないな」


　也真は、莉由にぶしつけな視線を投げかける。


「いい加減に悪ふざけはよせ。莉由は男が嫌きらいなのだ。兄と子ども以外の男をそばに近づかせないほどの──」


　楓牙はこみ上げてくる怒いかりを抑え、剣の柄を握っていた手を外す。


「男おとこ嫌ぎらい──」


　也真の目が一いつ瞬しゆん点になったが、「それで五尺か」と、くすくす笑った。


　そこへ、晄と舜が戸口に顔を出した。


「あれ、也真？　なんだ、楓牙もここにいたの？　捜さがしてたんだよ」


　姉と二人の男の間に、妙みような空気が漂ただよっているのを感じ、


「みんな、いったいどうしたの？」


　晄は怪け訝げんな顔で、首を傾かたむける。


「晄ちゃん。也真に、あたしに五尺よりも近づいちゃだめって、よーく言っておいてね」


　莉由はぷりぷりして言った。


「じゃ、也真のその頰は、楓牙が？」


　何となく事情を呑のみ込み、晄が指の跡あとのついている也真の頰に目をやると、


「ああ、それはあたしが、つい……」


　莉由は顔を真っ赤にして自分の手を押さえた。


「えー!?　莉姉の平手を也真が避よけられないわけないでしょうに」


「まあ、たまにはそういうこともある」


　也真はニヤニヤしながら、ぶたれた頰を撫なでる。


（わざとだ、絶対、わざとぶたれたに決まってる。くそっ──）


　莉由の方から触さわってもらったことのない楓牙は歯がみした。


　舜が、訳知り顔でほんわり笑い、


「ところで、王子様、なぜここへ？　累焰さんと王子様のお食事は、東堂に用意してあると言っておいたはずですが？」


　と、嫌いや味みたっぷりに尋ねた。


「いや、何か不ふ穏おんな気配を感じて……」


　せめて豚ぶたの煮に物ものの匂においだけでも嗅かごうと、こっそりやって来たとは言えず、楓牙はあらぬ方向に視線を彷徨さまよわせる。


「也真は？　俺に何か急な用事があったとか？」


　晄は尋ねた。私室にしているこの北堂は、汪李や煒白が自由に動き回れるように、普ふ段だんは領民の出入りを制限しているのだ。


「先刻、王都から使いが来た。竹簡だけ置いてすぐに発たってしまったがな。緊きん急きゆうに評議を開くので、貝ばい貨か五百と粟あわ千石、それに絹百反たんを携たずさえて王都に参れと、各邑ゆうの領主や氏族の代表に王からの勅ちよく令れいが下ったそうだ」


　也真は答え、晄たちは愕がく然ぜんと目を見開いた。




　三　王城の厄災







　キーッと耳みみ障ざわりな音が、後宮の一室に鳴り響ひびいた。女によ官かんたちは顔をしかめたが、薄うすい帳とばりの向こうからは、女のクスクスと笑う声が漏もれて来る。帳には、睦むつみ合う一組の男女の影かげが映っていた。陽甲王と、新しく後宮入りした妾しよう妃ひである。


「もっと絹を持って参れ。余は梓し羅ら々らの笑え顔がおが見たいのだ」


　帳の奥から陽甲が命じた。


　女官たちは、絹の反物の端に切り込みを入れ、左右を握にぎって力ちから一いつ杯ぱい引き裂さく。悲鳴のような音に、女の笑い声が高くなった。


「よい笑顔だ。梓羅々、そなたはまことに美しい……」


　陶とう然ぜんとした陽甲の声に、女官たちは苦々しげに顔を見合わせた。





「また、絹を裂く音がいたしますね」


　堂と堂とを結ぶ塼かわら敷じきの堂どう涂とを歩いていた利條は、前を行く晏仲に語りかけた。


「主上が後宮に行かれたのであろう」


　晏仲は忌いま々いましそうに答える。


「あの女のお陰かげで戦いくさが長引かずに済んだはいいが、今度は女の言うがまま、正道を見失ってござる。あのような淫いん乱らんでうつけた女だと知っておれば、殷に連れ帰るのを何としてでもお止めしたものを──」


　南方へ遠えん征せいに行った陽甲王は、富ふ陵りよう湖近くのとある氏族の娘むすめを見み初そめ、戦を早々に切り上げてその女を殷へ連れ帰った。


　陽甲は女を片時も離さないほどに寵ちよう愛あいし、評議を滞とどこおらせるようになった。彼女の望みは何でも叶かなえようとし、財政が逼ひつ迫ぱくしているにもかかわらず、後宮の改装を行ったり、日夜盛大な宴うたげを催もよおしたりした。そして今度は、彼女が絹を引き裂く音を聞くと喜ぶことを知ると、絹を献けん上じようさせるために国中に勅令を出すという乱行に及およんだのである。


「絶世の美女だそうでございますね」


　霊れい廟びようにこもり、遠征に同行しなかった利條は梓羅々を見ていない。


「儂わしには禍まが々まがしいばかりで、美しいとは思えぬがの」


　老宰さい相しようはフンと鼻を鳴らす。


「夏の桀王の妃きさき、末ばつ喜きも絹を裂く音を好んだと言われております」


　利條の言葉に晏仲は瞠どう目もくして振ふり返った。


　夏王朝の最後の王桀は、末喜という美女に溺おぼれ、暴政を敷いて国力を衰おとろえさせた。口伝では、桀は水神共工に操あやつられ、末喜は共工の下僕の妖あやかしだったと言われている。


「あの女、人ではなく末喜と同じ妖だと──？」


「わかりませぬ。梓羅々殿は占せん術じゆつでは占みえぬのでございます。しかし、主上の御ご変調も未いまだ快かい癒ゆの兆きざしなく、そこへ末喜に酷こく似じした女によ人にんの登場とあらば楽観はできませぬ」


「何ということだ──」


　晏仲は目を見開いたまま、後宮を見やった。
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「馬ば鹿か馬鹿しすぎて、話にならねえ。貝貨五百に粟千石だと？　殷中の邑むらから絹百反を集めて、王城に住む鼠ねずみや烏からすにお仕着せを作るつもりか？　そんなもん、うっちゃっとけ」


　焉は唇くちびるを歪ゆがめた。


「楓牙もそう言ってくれた。陝邑には租そを納める義務はないはずだって、前の粟の徴ちよう収しゆうの時に王都に連れん絡らくしてあるから、気にするなって」


　王都から勅令が届いた翌日のことである。楓牙は亳邑にも同じ勅令が届いているかもしれないと、今朝早く陝邑を発ち、舜も仕事があるからと莉由とともに亳邑へ戻もどっていた。


「でも、俺、王都へ行こうと思うんだ」


　晄は言った。昨日勅令が届いた時に、晄はすでに王都行きを決意していた。しかし、そのことは楓牙にも舜にも告げていない。


「何でだ？　陝邑にゃ、貝貨も粟も絹もねえだろうが」


　焉は眉まゆをひそめる。


「手ぶらで行くよ。でも、王様に会って言いたいことがあるんだ。陝邑は、前回の租を納めてないけど、他ほかの邑はひと月も経たたないうちに粟ばかりか、貝貨に絹も納めなくちゃならないわけでしょ。そんなのひどすぎるって──」


　なぜ、貧しい民たみから祖を搾しぼり取るのか、なぜ諸外国との問題を話し合いで解決しようとせず、戦をするのか。王ならば、まず民の暮らしを第一に考えるべきではないか──。


「王に喧けん嘩かを売ろうってのか？　大だい丈じよう夫ぶかよ」


「俺は、他の邑の領主や貴族たちと違ちがって、血筋だの氏族だののしがらみがないもの。言いたいことが言える。王様は、俺が炎えん招しよう戈かの使い手だって知ってるから、いきなり斬ざん首しゆなんてことにもならないだろうし」


　王に諫かん言げんした者が、王都から追放されたという噂うわさは耳にしている。王がやりたい放題やっているのは、王を諫いさめる者がもう王都にはいないからなのだろう。言えるとしたら、自分しかいない。また、晏仲や利條がこの事態をどう考えているのかも知りたかった。


「だが、それで王の怒いかりを買って、陝邑の領主をクビになるかもしれねえだろ？」


「うん。だから楓牙たちに言う前に、焉に相談したんだ。いい種馬を買う約束も果たしてないし、工こう房ぼうも作ってない。全部焉に丸投げすることになるんだけど、それでもいいかな？」


「どこぞのボンクラがここの領主になるのは、俺はごめんだぜ」


　焉は渋じゆう面めんを作った。


「どんな人が領主になっても、焉ならきっと、陝邑をみんなが暮らしやすい邑にしてくれると思うんだ。お願い、俺を王都に行かせて」


　焉は腕うでを組み、しばらく考えていたが、やがて唇の端はしを吊つり上げて剛ごう胆たんな笑みを浮うかべた。


「晄さんがそこまでの覚かく悟ごでいるならしょうがねえな。わかった。後のことは任せとけ。思いっ切りやってこい」








「王都へなんてとんでもない！　晄ちゃんは可愛かわいいから、きっと貴族や諸しよ侯こうの目に留まってお小こ姓しように召めし上げられてしまいます！」


「ふた月近くも、晄ちゃんの顔が見られないなんて、そんな──」


　舜と莉由に王都へ行くことを告げると、予想通りの反応が返ってきた。


　晄は「やっぱり……」と肩かたを落とし、人ひと形がたの鳳と小蛇姿の汪李と小馬姿の煒白は『相変わらずの溺でき愛あいぶりだ』と感心した。


「でも、王様に会って、もっとまともな政まつりごとをしろって言いたいんだ。俺、今回ばかりはどんなに反対されても王都に行くよ」


「今回ばかりって──。晄ちゃん、今までだって僕の言うこときかないで、何度も無む茶ちやをしてるでしょうに」


　舜は溜ため息をつき、


「では、評議の間、あれを着けてもらいましょうか」と、おもむろに立ち上がった。


「噓うそ!?　俺にこれを被かぶって評議に出ろっていうわけ？」


　舜が自室から持って来たのは、顔をすっぽりと覆う青銅の仮面だった。もちろん例のびっくりまなこにニッと歯を剝き出した恐ろしげな顔の仮面である。


『かえって目立つのではないか？』


　汪李が首を伸のばして、仮面をしみじみと眺ながめる。


「万一、素す顔がおを見られそうになったら、鳳君、晄ちゃんの顔に貼はりついてあげてね」


　莉由は大真面目で言い、鳳は『まかしとけ』とニッと笑う。ひよこを顔につけていたら、もっと目立ってしまうのではないだろうか。


「王都には魔法の鼎を狙う者もいますからね。王族や貴族に晄ちゃんの素す性じようを知られてはいけません。いいですか、絶対ですよ」


　舜はじっと晄を見つめ、何度も念を押した。








「楓牙ー。お待たせー」


　秋らしい風が吹ふき始めた九月末、王都へ向かうため、陝邑を出立した晄は、途と中ちゆう、亳邑城へ寄った。ここからは楓牙の一行と旅路をともにする。


「来たか」


　錦にしきの裼せき衣いの下に革かわの身甲よろいを着け、旅たび支じ度たくを調ととのえた楓牙が、城門の前で出で迎むかえた。彼の傍かたわらには黒い裼衣の累焰が控ひかえ、背後には鎧よろい兜かぶとに身を包んだ兵と、覆おおいを被せた荷馬車が何台も連なっている。楓牙は王の命に従って、献上品を調えたらしい。


「三門峡の様子はいかがでございます？」


　累焰が尋たずねた。


「今のところは大丈夫。鬼き門もんが開かないか心配で、本当はぎりぎりまで陝邑にいたかったんだけどね」


　本ほん性しようを現した汪李の背に乗って空を飛んで行けば、評議の前日に出立しても十分間に合うのだが、それでは焉たちに怪あやしまれる。


「ところで、なんであやつがいるのだ？」


　楓牙が、城門前の大路で煒白ともう一頭の馬の綱つなを持っている也真に目を向ける。彼は鎧よろいを着けて帯刀し、背には弓を負っていた。


「焉が、道中が心配だから連れて行けって。彼も王都へ行きたいって言うし」


　晄たちの視線に気づいて、也真は楓牙に不敵な笑えみを浮かべる。


　楓牙はムッと唇をへの字にまげたが、


「陝邑に残っているよりはよろしいかと」


　累焰が慎つつましやかに言った。


「何のこと？」


「別に、大したことではない」


　楓牙はこの数日、自分たちが王都に行っている間、也真が莉由にちょっかいをかけることをものすごく心配していたのだが、それは口には出さなかった。


　楓牙の号令のもと、一行は亳邑を発たち、黄河沿いの馬車道を東に向かって進む。前ぜん駆くを晄と也真が務め、楓牙と累焰がその後ろに続き、さらにその後を亳邑の兵士の乗った荷馬車が続く。


「お前は馬に乗れるのだな」


　楓牙が也真に声をかけた。


「出自が北方なのだ。鞍くらのない馬でも乗れる」


　也真は肩かた越ごしに振ふり返って答える。


「何をして、流る罪ざいに処されたのだ？」


「目つきが悪いと喧嘩を売られ、相手に怪け我がをさせた。殷の民ならば罪にもならなかったのだろうが、この髪かみの色のせいで、陝邑送りを言い渡わたされた」


　也真は、狼おおかみのような目を細め、兜かぶとからはみ出た灰はい褐かつ色しよくの髪を指先で弄もてあそぶ。


「難なん儀ぎなことだったな……」


　楓牙は也真に好感を持っていなかったが、身の上には同情した。


　血筋が重要視される殷では、外とつ国の者への差別が激しい。祭さい祀しのために平然と大勢の異民族を犠ぎ牲せいにするのは、殷の民以外を人とも思っていないからだ。


「いや。陝邑の領主は囚しゆう人じんも領民として扱あつかい、無理な労ろう役えきを強しいるような真ま似ねはしない。晄の衛え士じとしての身分も与あたえられたし、今は流罪になってよかったと思っている」


　薄うすい笑みを浮かべて前を向いた也真に、


「俺に、そんなこと言ってくれたことないじゃない」


　と、晄は笑った。


「お前に甘い言葉を囁ささやいても、面おも白しろくも何ともないからだ」


　表情も変えずに也真は答え、晄は「ひどーい」とまた笑った。


（晄の臣か……）


　楓牙は複雑な心持ちで、晄とその近きん侍じに視線を注ぐ。


　幼い頃ころ、楓牙には生しよう涯がい仕えると誓ちかった主あるじがいた。先代の殷王、南なん庚こうの御み子こである。しかし、御子は産まれて間もなく行方ゆくえ知れずになり、楓牙のあどけない夢は断たたれてしまった。


（御子があのまま成長していれば、私があのように常にそばにいて、御子を守っていたのだろうな）


　楓牙は密ひそかに、晄が御子ではないかと思っている。というよりは、晄が御子であってほしいと願っていた。思わず、也真の姿に自分を重ね、楓牙は自じ嘲ちようする。


（もう、晄の出自は問わぬと、舜に約束したというのに……）


　楓牙は、軽く頭かぶりを振って幻げん影えいを振り払はらった。





「晄ちゃーん」


　晄の家がある東の丘おかを通りかかると、莉由が道に出て手を振っていた。片かた腕うでに大きな布包みを抱かかえている。


「莉姉──」


　晄が煒白から下り、莉由に駆かけ寄ると、彼女はその布包みを晄に持たせる。


「煒白のお弁当よ。粟あわを魔法の鼎で炊たいて干したの。ひと月分にもならないけど」


　莉由は小声で囁き、「お腹なか空いたら、走って帰ってらっしゃい」と、煒白の鼻はな面づらを撫なでる。馬の姿であれば、五尺の壁かべは取り払われるのだ。


「お兄ちゃんの言いつけを守って、人前で顔をさらしちゃだめよ。こっちへ戻もどって来る頃には寒くなるわ。裘かわごろもは持った？」


「大だい丈じよう夫ぶだよ」


　相変わらずの子ども扱いに、晄は苦く笑しようする。


　楓牙も馬から下りて、莉由に話しかけようとした。しかしその前に、也真がスッと楓牙を追い越こし、莉由の前に歩み寄る。


「あ、あやつ、五尺の掟おきてを──」


　楓牙は目を剝むいた。也真は、手を伸ばせば莉由に触ふれられるぐらいの距きよ離りまで近づいたのである。


「しばらく会えないが、その間、他所よその男に言い寄られるなよ」


　也真は狼のような目を細め、唇くちびるの端はしを吊つり上げる。


「ちょっと、近すぎ──」


　莉由は後あと退ずさりしようとして、背後の木に手をぶつけた。その手を也真がつかむ。


「驚かせたか？　悪かったな」


「何するのよ。放して」


「血が出てる」


　莉由の手ての甲に擦すり傷きずができていた。じわりと滲にじみ出た血を、也真は舐なめ取ろうとして、口元にもっていく。


　晄は「ひゃー」と慌あわて、楓牙は「ななな何を──！」と蒼そう白はくになった。


「はい、そこまで」


　間に入り、両手で莉由と也真を引きはがしたのは累焰だった。いつ馬を下りたのか、いつの間に二人に近づいたのか、誰だれも気づかなかったほど、気配のない素す早ばやい動きだった。


「わたくしの占せん術じゆつによると、女によ人にんの手を舐めた者は、この旅の後、命の危険にさらされるという卦けが出ておりまする。具体的には馬に蹴けられ、黄河に落ち、黄土を含ふくんだ水をたらふく飲んで、激しく腹を下すことになりまする。陝邑の有能な兵を失うことは、殷にとっても多大なる損失。なにとぞ御ご自重くださいませ」


　淡たん々たんと累焰は語った。


「そ、そうなの……？」


　莉由は驚おどろきと怯おびえの交じった表情で目を瞬またたき、


「そんな恐おそろしい目には遭あいたくない──」


　也真は、素す直なおに手を引っ込めた。


「では、莉由殿、お大事に。舜殿に三門峡をよろしくとお伝えください」


　累焰は、さっさと馬に乗ると「先は長なごうございまする。参りましょう」と楓牙を促うながした。
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「酒だ！　極ごく上じようの酒を持って参れ！」


　帳とばりの向こうで、すでにろれつの回らなくなっている陽甲が喚わめき散らした。女官が慌ただしく回かい廊ろうを走り、なみなみと黍きび酒の入った卣ゆうを運ぶ。


　内ない苑えんでは、錦にしきの衣ころもをひるがえして大勢の舞まい人びとが踊おどっていた。戸を開け放った西堂の帳の奥で、寵ちよう姫きの肩かたを抱だいた王の影かげが揺ゆれる。賑にぎやかに奏される楽の音に、女のクスクス笑う声が重なる。


　向かいの東堂の回廊には、王の側近の官かん吏りが渋しぶい顔で舞まいを眺ながめていた。


「まだ午ひるにもならぬというのに、評議も開かず舞ぶ楽がくに興じるとは……」


「梓羅々殿のたってのお望みとか──」


「南方の遠えん征せいが招いた厄やく災さいとは、梓羅々殿のことであったのかもしれぬな」


「声が高いぞ。主上の耳に入れば、降格や左さ遷せんでは済まされぬ」


　官吏たちは目配せしてひそひそと囁き合う。


「どのような思いで、民たみは租そを納めたことか──」


　官吏たちの声を背中で聞きながら、晏仲は苦い表情で帳に映る王と梓羅々の影を見やった。王の命に従って、王都に居を構える氏族や近くの邑むらから、粟や貝ばい貨かが次々と届いていたが、陽甲はそれらの財をすべてこのような宴えんや狩かりなどの遊興に費ついやしているのだ。


「今年の冬は、大勢の民が飢うえて亡なくなりましょう」


　利條は柳りゆう眉びを翳かげらせた。これは占術の結果ではなく、単なる予想だった。利條を始め、貞てい人じんたちがどんなに占うらなっても国の未来も王の未来も占術には現れない。


「主上の病が治れば、梓羅々を遠ざけることもできようが……」


　陽甲の浪ろう費ひのほとんどは寵姫を喜ばせるためのものだ。まして占術に現れないという怪あやしい女である。だから晏仲は一日も早く梓羅々を後宮から遠ざけたかったのだが、悪化の一いつ途とをたどる王の病のことを慮おもんぱかると、安易に王から梓羅々を取り上げることははばかられた。


　その時、西堂の帳の奥から女官たちの叫さけび声が聞こえた。驚いた楽人たちが、楽の音を止める。


「主上、しっかりなさいませ！」


　帳に手足を振り回す陽甲と、彼にとりすがる女官たちの影が映った。


「発ほつ作さか──」


　晏仲と利條は立ち上がると、急いで堂どう涂とを渡り、西堂へ駆けつける。


「来ないで！」


　帳をまくろうとした晏仲を、女の声が制した。


「主上はあたくしが介かい抱ほういたしますわ。あなた方は下がっていただいて結構よ」


　梓羅々の声である。


「しかし──」


「大丈夫ですわ。ほら、主上はもう落ち着かれましたもの」


　帳を透すかして、きらびやかな衣い裳しように身を包んだ梓羅々らしき女に支えられ、陽甲がゆっくりと筵むしろに横たわる姿が見える。


「何と──」


　晏仲と利條は瞠どう目もくした。陽甲の発作をおさめられるのは、多大な呪じゆ力りよくを持つ利條だけのはずだった。


「晏仲か……。大事ない、下がれ」


　弱々しい声で陽甲が言った。これまでの陽甲は、発作の後に昏こん睡すい状態に陥おちいったが、今回は眠ねむらず、すぐに正気を取り戻したのだ。


　晏仲はおののきつつ、利條とともに堂涂を戻る。


「あのような力を持つとは──。梓羅々は呪じゆ術じゆつ師しか、でなければおぬしの言うように、妖あやかしであろうかの」


「梓羅々殿は占術では占みえませぬゆえ……」


　利條は言葉を濁にごす。以前、共工の気が晄ともう一人、炅という少年に憑ついていることを陽甲に報告した時、陽甲の中にいる何かが、異常な反応を見せたことを利條は目もく撃げきした。その時から利條は、陽甲の中に潜ひそんでいるものについて、恐ろしい疑念を抱いだいていた。しかし、確証は得られず、利條はそれを晏仲には告げていない。


　しかし今、梓羅々に癒いやされた陽甲を見て、疑いが確信に変わった。


（梓羅々殿が、共工の配下であったといわれる末喜と同じ妖であるなら、晄と主上を会わせてはならない──）
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「利條様から竹簡が？」


　晄たちの旅はおよそ半ばまで進み、その日は莘しんという殷に属する小国の領主の家に一夜の宿を求めた。そこへ、利條からの使いが訪おとずれたのである。彼は晄に会うため、王都から街かい道どうを逆にたどって来たという。


「竹簡に記されたことは、楓牙様と累焰様以外の方には知らせぬようにと、堅かたく言いつかっております」


　使いは言い、折りたたまれた竹簡を渡わたすと部屋を下がった。


　部屋には楓牙と累焰の他ほかに、也真が控ひかえていたが、彼は肩をすくめると無言で部屋を出て行った。それまで腕うで輪わのふりをしていた汪李と、ひよこ姿で晄の懐ふところに隠かくれていた鳳が人ひと形がたになる。


『人形なんて久しぶり～』


　鳳は、晄が王都へ行っている間、亳邑にある晄の自宅にいることになっている。旅の間は、也真が常に晄のそばにいるため、鳳が人形で旅に同行すると、いろいろと不具合が生じるからだ。ちなみに煒白は馬の姿で廏うまやにいるが、耳のいい彼は、この会話に耳を傾かたむけているに違ちがいない。


「利條様が俺に用事なんて、何だろう？」


　晄は竹簡を開く。


　──王城に、共工配下の妖あり。


　竹簡には、その妖が共工復活をもくろんで、晄の命を狙ねらう恐れがあるため、晄は参朝してはならないと、流りゆう麗れいな文字で記されていた。


「大変だ!!」


　王城に妖が侵しん入にゆうするなど、一大事である。


「おかしい──」


　楓牙は眉まゆをひそめる。


「利條殿であれば、晄が待ち伏ぶせされていることを逆手にとって、こちらに妖を退治る策を授さずけるのではないか？　ただ、晄に参朝を控えさせるだけでは、解決にはならぬ」


「利條様は、その妖と汪李や煒白、鳳が王都で戦うことを恐れてるのかな？」


　晄は、汪李と鳳に目をやる。


「いや、聡そう明めいな利條殿にしては、歯切れの悪い文面だ。王城には共工に関かかわることで、我々にも知らせたくない何かがあるのかもしれない」


「どうしよう……。ここまで来て引き返すのは嫌いやだ。俺、どうしても王様に会いたい」


『妖が晄に何か仕し掛かけてきたら、我らが晄を連れてすぐに王都を離はなれる。王城を戦いの場にはせぬ』


　汪李は言った。


「そうだね。妖を王城からおびき出して退治すれば──」


　晄が言いかけた時、汪李が『しっ』と晄を制した。


『也真が来た』


　晄は急いで竹簡をたたみ、汪李はすっと腕輪になりすます。鳳も急いでひよこに戻もどろうとしたが──、


『やばー。日が沈しずみかけてる！』


　鳳は、わさわさと手を振ふった。


「晄。この家の主あるじが、王都から来た使いを泊とめる部屋がどうとかで、急いでお前に話があると言っている。入っていいか？」


「わわっ。ちょっと待って」


　晄は鳳を隠さなければと、楓牙の裼せき衣いの陰かげに鳳を押し込めようとしたが、遅おそかった。


　戸が開き、也真の目が楓牙の背中で縮こまっている鳳に吸い寄せられる。


「鳳──？　なぜここに」


『いろいろと事情があって……』


　観念した鳳は立ち上がった。


　也真の前で、鳳の姿がゆっくりと変へん貌ぼうしていく。


　淡あわい黄色の衣ころもが濃こい藍あい色いろに変わっていった。同時に、髪かみをくくる紅の巾きんが色を失い、銀を散らしたような白に変じていく。元気すぎるほど明るい鳳の気配が消え、次し第だいに落ち着いた物静かな気配に支配されていった。


「なん……、鳳、お前はいったい……」


　普ふ段だん、何があっても平然としている也真が、驚きよう愕がくに目を剝むき、後あと退ずさった。


　顔の造作は鳳と同じだが、頰ほおや唇くちびるから一いつ切さいの赤みが失うせていた。切れ長の眼めは伏ふし加減で、長い睫まつ毛げが、頰に濃い影かげを落としている。


『鸞らんと申します。日が空にあるうちは鳳皇、日が沈めば鸞鳥。わたしと鳳は一羽わで二羽の崑崙の鳥なのです』


　鳳が人形で旅に同行すると生じる不具合とはこのことである。本人の意思とは無関係に、昼と夜とで姿が変わってしまう鳳を、也真とともに起居させることはできない。


『あなたの知る鳳が実は妖であることを知られたくなかったのですが、この時刻、わたしたちは力を使えなくなってしまうのです』


　昼と夜の狭はざ間まの、ほんの僅わずかな時間、鳳と鸞は一つの身体からだを共有する。その時は術を使うことができず、ひよこの姿に戻ることもできなくなるのだ。


「知られたくなかったと言うわりには、説明が詳くわしいな」


　也真は瞠目したままだったが、平常心を取り戻したようだ。


『もう、夜になりましたから』


　ぞっとするほど妖よう艶えんな笑えみを浮うかべ、鸞は顔を上げた。月を映す湖のような瞳ひとみが、也真をとらえる。途と端たんに也真の目が焦しよう点てんを失った。


『あなたは、鳳も鸞も見ていません。ここには、楓牙様と累焰様、そして晄の三人しかいませんでした。いいですね』


　鸞は也真に言い聞かせる。彼は幻げん術じゆつを使う妖なのだ。


「ついでに、名前と出自、身分も訊きいてくれ」


　楓牙は言った。


「楓牙、也真を疑ってるの？」


　晄は驚おどろいて楓牙を振り返った。


「念のためだ。鬼方の望ぼう乗じようではかなわんからな。いずれ、累焰に占うらなわせるつもりだった」


　望乗とは、敵国の情勢を探さぐったり、戦場に前もって呪じゆ詛そを施ほどこしたりする尖せん兵ぺいのことである。


「大した根こん拠きよなしに人を疑ってはならぬと、私も思う。だが、今から共工配下の妖がいる王城に乗り込んで行くのだ。あらゆる危険を想定し、それを回かい避ひする策を事前に練っておかなくてはならない」


『訊いていいですか？』
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　鸞に許可を求められ、晄はうなずいた。楓牙の言うことは正しいし、也真は鬼方の望乗ではないと信じていたからだ。


　ところが、鸞の問いに也真はなかなか答えなかった。


「何で……？」


　晄は固かた唾ずを呑のんで也真の返事を待ち、楓牙は厳しい視線を也真に注ぐ。虚こ空くうを見つめる也真の瞳が揺ゆれていた。


「名は也真。生まれは濡水の北の草原。身分は……いや、今は……今は陝邑の衛え士じだ」


　やがて彼は抑よく揚ようのない声で答えた。


「よかった──」


　晄は安あん堵どの息をつく。返答に手間取ったのは、故郷で遊牧をしていたことや、鬼方で傭よう兵へいをやっていたことが、今の身分と混乱したからかもしれない。


「最後に──」


　楓牙は咳せき払ばらいした。


「二度と莉由の五尺以内に近づ──」


　彼は言いかけて、累焰の冷たい視線に気づき、「いや、いい。自分でも情けなくなった」と、しょんぼり肩かたを落とす。


　鸞が黒に近い藍色ひよこの本ほん性しように戻り、晄の懐に隠れると、也真はハッと我に返った。楓牙の言葉が鸞の術にどのように作用したのかわからないが、


「俺は、白昼夢を見ていたのか？　今、二度なら、莉由の五尺以内に近づいていい、情けを交かわせと、誰だれかに言われたような気がする」


　と、也真は首を傾かしげ、楓牙は蒼そう白はくになった。
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「莉由ちゃん？　どうしたのです？」


　工こう房ぼうに出勤しようと表口を出た舜は、莉由が洗せん濯たく物ものを干しかけのまま、じっと西を眺ながめていることに気づいて問いかけた。


「あの赤くて大きいものが、苦しんでいるわ……。出たいのに、出口をふさがれて……でも、戻ることもできなくて……」


　震ふるえる声で、莉由は答えた。


「おや、また虫の知らせですか？」


　舜はほんわりと笑み、莉由の肩を抱だく。


「おかしいわね。いったい、あたしどうしちゃったのかしら。これって未来さき読みの力なの？　いきなりどうしてこんなことを感じるようになったのかしら……」


「晄ちゃんが遠くへ行ってしまったので、心配しすぎて過か敏びんになってるんでしょう。大だい丈じよう夫ぶ。僕がついてますよ。今日は、仕事を休んで家にいますね。たたらの調子が悪くて、どうせ今日は仕事にならないんです」


　莉由の不安を煽あおらないように、気楽な口調で言ったが、舜は莉由の虫の知らせをかなり重大に受け止めていた。


（莉由ちゃんが感じているのは、おそらく鬼き門もんの向こうにいる妖あやかしの気配──）


　度朔山を出かかった妖が、累焰の呪じゆ術じゆつと自分が作った呪具によって進路を阻はばまれ、行き場を見失っていることは容易に想像できる。このまま放ほうっておけば、莉由の言う赤い妖が鬼門を突とつ破ぱしてしまうかもしれない。


（鬼石にかけた呪術と呪具を強化しなくては──）


　しかし、累焰は王都だ。今、鬼門を守れるのは自分しかいない。


「ねえ、莉由ちゃん。もうすぐ今の仕事が一段落するんです。そうしたら、陝邑へ行きませんか？　晄ちゃんが王都から戻って来る前に、あっちの晄ちゃんの部屋を掃そう除じしたり、内ない苑えんの木を剪せん定ていしたりしといてあげましょう」


　晄たちが戻って来るまで、何事も起こらないことを祈いのりながら、舜は莉由の髪を撫なでた。
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「噓うそ……。これが王都？」


　城じよう郭かくの門をくぐった晄は、愕がく然ぜんと辺りを見回す。広い大路に人通りはほとんどなく、左右に立ち並ぶ家々の軒のき先さきには蜘蛛くもの巣すがかかり、庭は雑草が伸のび放題だった。正月に訪おとずれた時には、大勢の人や馬車が行き来していたというのに、この寂せき然ぜんとした様子はいったいどうしたことだろう。


「みんなどこかへ引っ越こしちゃったとか？」


　固く閉じられた窓や戸を見ながら、晄は大路を王城に向かって進む。


「いや、人はけっこういる」


　也真が家と家の間を顎あごで指す。薄うす暗ぐらい路地には、垢あかじみたぼろ布をまとった男たちがたむろし、ぎらぎらと血走った目をこちらに向けていた。


　反対側の路地には、骨と皮ばかりの老人が、ぐったりと壁かべに寄りかかっていた。


「大変だ──」


　晄は馬を下り、也真は「よせ」と言ったが、晄は老人に駆かけ寄った。


　悪あく臭しゆうに顔をしかめながら、「大丈夫ですか？」と、晄がその老人の肩に手をかけると、老人はずるりと壁に背をこすりながら倒たおれた。彼はすでに死んでいたのだ。


「な、なんで……」


　呆ぼう然ぜんと立ちすくむ晄の腕うでを、也真がつかんで煒白の所まで連れ戻もどす。


「いちいちかまっていたらきりがない。それに、他人の心配ができるのは懐ふところに余よ裕ゆうがある証しよう拠こだ。うかうかしていると追いはぎに遭あうぞ」


　也真は晄を無む理り矢や理り煒白に乗せた。


「王都にいったい何があったんだ……」


　大路を進みながら路地をのぞくと、奥には生きているのか死んでいるのかわからない人々が何人もうずくまっていた。軒のき下したの水みず瓶がめの脇や、雑草の間に転がっているのが、髑どく髏ろだと知り、晄は鳥とり肌はだを立てる。


「度たび重なる租その徴ちよう収しゆうで、どの邑むらも困こん窮きゆうしていると聞くが、この有様はひどすぎる」


　楓牙の声も苦かった。


　その時、隊列の背後でいくつものわめき声が上がった。振ふり返ると、王へ献けん上じようする粟あわの俵に、晄と同じぐらいの瘦やせこけた少年たちが取りついていた。少年たちを、警護の兵たちが追い払はらおうとする。


「二、三俵、置いていってやれ」


　楓牙は兵に命じた。しかし、四よつ辻つじの角から、鎧よろい兜かぶとに王家の紋もん章しようをつけた数人の兵士が姿を現し、「何をやっている！」と、凄すさまじい形相で駆け寄って来ると、少年たちは蜘蛛くもの子を散らすようにサーッと逃げ去ってしまう。


「その旗印、亳邑の楓牙王子にあらせられまするな。お怪け我がはございませんでしたか？」


　隊の長おさらしき兵士が一礼し、最近、王への献上の品を強ごう奪だつする不届き者が増えたことを告げ、注意を促うながす。


「少々、施すぐらいはかまわぬであろうに」


　楓牙が言うと、


「城下で、王への献上品が奪うばわれたとなれば、罰ばつせられるのは我々でございます」


　兵士は苦く渋じゆうに満みちた声で答えた。


「そうか──。浅せん慮りよなことを言った。許せ」


　応じる楓牙の声は、いっそう暗かった。


　王都の兵に先導され、一行は寂さびしい大路をさらに進む。献上品を下ろすために王城の車寄せに立ち寄った晄は、別の意味で愕然とした。そこには信じられない量の俵や絹が積まれ、大勢の文官や兵士が忙いそがしく行き来していた。商人の姿もあり、献上品の一部はその場で肉や魚、野菜や果くだ物ものなどの食材や、衣類、珮はいや簪かんざしなどの装身具と交こう換かんされている。


「食べる物も着る物もこんなにあるのに……。城下の人たちに何で行き渡わたらないの？」


　晄には、わけがわからない。


「楓牙様、晄殿──！」


　そこへ、白はく皙せきの美び貌ぼうの官吏が足早にやって来た。


「女──？　なわけないか。誰だ？」


　也真は狼おおかみのような鋭するどい眼めで、その官吏を値ね踏ぶみする。


「大史令隗利條様だよ。俺に竹簡を送った人」


「あれが未来さき読みの天才、利條か──」


　也真は、利條から視線を外さず、近づいてくる彼をじっと見つめる。


「来てはならぬと申しましたのに──」


　いつ見ても優雅だった利條が、珍めずらしく息を荒あらげ、険しい表情だった。以前に見た時よりもやつれているような気がする。


「ごめんなさい。でも、俺──」


「とにかく、私わたくしの家へ参りましょう」


　利條は辺りをはばかるように小声で言うと、内城近くの彼の私し邸ていへ連れて行った。








「楓牙様も、なぜ引き留めてくださらなかったのです？」


　利條は言った。


　瀟しよう洒しやな屋や敷しきの一室である。利條の向かいに晄と楓牙が座し、累焰は楓牙の背後に控ひかえている。話題が共工配下の妖に関かかわることだったため、也真には適当な方便を使って、別室でもてなされている亳邑の兵士たちの所へ行かせた。


「利條殿。王城で、いやこの王都で、いったい何が起こっているのだ？」


　楓牙は逆に訊きき返した。


「あなたがいながら王城に妖が侵しん入にゆうし、そしてこの城下の荒こう廃はいぶり。晄に王都へ来てはならないと使いを寄こしたのは、何か深刻な事情があるからなのではないか？」


　たたみかけるような楓牙の問いに、利條の瞳ひとみが揺ゆれる。


『我らが聞いていてはまずいことでもあるのか？』


　晄の左ひだり腕うでに巻きついている汪李が、訝いぶかるような視線を投げかける。


「いいえ……。どうぞ皆みな様さまも人ひと形がたになられませ。家人にはしばらくこの部屋に近づかぬよう、申しつけてありますゆえ」


　三人が人形になって、晄の後ろに控えると、利條は「崑崙の鳳皇とは初めてお目にかかりますね」と、鳳に対し丁てい寧ねいに叩こう頭とうし、鳳は『どーもー』と軽く答礼する。


　利條は居住まいを正すと、


「実は、王は心を病やまれていらっしゃるのです」


　と、重い口を開いた。


「心の病？　初耳だな」


　楓牙は眉まゆをひそめる。


「もう一年近くになりましょうか。初めのうちはさほど重い症しよう状じようではなく、章玄に裏切られ、お嘆なげきのあまりの病と私たちも軽く考えておったのです」


　利條は、陽甲の発ほつ作さの状じよう況きようや、病が重くなるにつれて気き性しようが変わり、忠臣の諫かん言げんに耳を貸さなくなってしまったこと、最近になって後宮へ上がった美び姫きを寵ちよう愛あいするあまりに、租を徴収しては散財していることなどを語った。


「その梓羅々とかいうお妃きさき様を後宮から追い出すわけにはいかないの？」


　晄は、大路でうずくまっていた人々や、城内に運び込まれていた大量の粟や絹を思い出す。


「なぜか梓羅々殿は主上の発作を止めるお力があり、今では、主上御ご自身はもちろん近きん縁えんの王族の方々が、梓羅々殿に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いてしまっております。梓羅々殿を追放するには、まず、主上に御快復いただかなくては……」


「治せるのか？」


　楓牙の問いに、


「治さねばなりませぬ」


　利條は悲ひ壮そう感さえ漂ただよわせ、楓牙を見つめ返す。


『それで、晄を待ち伏ぶせている妖あやかしとは？』


　汪李がおもむろに口を開いた。


『共工の手下で王城に潜もぐり込めそうなやつっていうと、まずは仙せん狸りだろ。あとは朱しゆ厭えん、蛮ばん蛮ばん、孟もう槐かい──』


　古いにしえの戦いを知っている鳳は、指を折って共工に従う妖を数え上げる。


「わかりませぬ。ただ、共工配下の妖が王城にいると、占せん術じゆつにそう現れたため、御ご連れん絡らくを差し上げました」


『わからぬだと？』


　突つき刺さすような汪李の視線を正面から受け止め、「はい」と、利條はほとんど表情を変えずに答えた。


『ならば仕方あるまい』


　先に視線をそらしたのは汪李だった。


「明日の評議、晄殿は参さん内だいしてはなりませぬ。王都にいらっしゃる間は、この屋敷内でお過ごしなさいませ。妖が出入りできぬように、護まもりの呪じゆ術じゆつを施ほどこしてございます」


　利條は厳しい顔で晄に言い渡した。


「そんな──」


　晄は腰こしを浮うかせた。


「病のことは気の毒だと思うけど、だからって大勢の民たみ人びとを苦しませるなんて、王様として失格じゃない!?　しばらく静かに療りよう養ようするとか、さっさと王位を譲ゆずるとか、俺、そういうこと王様に言ってやりたい！」


「それは私から主上に言う。お前は評議には出るな。利條殿の未来さき読みの勘かんが外れたことはないのだ。私もお前を危険にさらしたくはない」


　楓牙に言われ、晄は言葉を詰まらせる。


　利條は三人の妖に向き直ると、


「くれぐれも晄殿を王城に近づけぬよう、あなた方にもお願い申し上げます」


　深々と叩頭した。








「利條殿は何か隠かくしておられるな」


　手入れの行き届いた王城の堂どう涂とを歩きながら、楓牙は陽甲のもとへ到とう着ちやくの挨あい拶さつに向かう。


「わたくしもそう思いました」


　楓牙の一歩後ろを影かげのようにつき従い、累焰はうなずいた。


「王城に共工配下の妖がいるというのは、まことなのだろうか。そのような事態であれば、評議を中止し、今いま頃ごろは貞てい人じんや亜あ職しよくの者が総力をあげて祓はらいに取りかかっているはず」


「妖がいるというのは、晄殿を参内させぬための方便やもしれませぬ」


「確かに、炎えん招しよう戈かの使い手が評議の場でもの申せば主上の病に障さわろうが、そのような理由のために、妖あやかしがいるなどと噓うそをつくのは不自然だ。いったい利條殿は何を恐おそれているのか……」


　やがて接見の間がある北堂に着いた二人は、陽甲に目通りを願う。しかし陽甲は北堂にはおらず、後宮にいるとのことだった。


（日も暮れぬうちから──）


　王都には続々と氏族の当主や諸しよ侯こうが到着しているというのに、陽甲は彼らを迎むかえることもせず、後宮で寵ちよう姫きを侍はべらせているのだ。しかも後宮へ行ってみると、堂は美々しく改装されていて、楓牙はさらに憤いきどおりを感じる。


　案内された部屋には、たかむしろの代わりに毛皮が敷しき詰つめられ、楓牙の来訪を知って女官たちが一いつ斉せいに拝礼する。


　戸口をくぐった楓牙は、妙みような冷気を感じて眉をひそめた。累焰も訝るように辺りを見回す。しかし、部屋全体を覆おおう冷たい違い和わ感かんを、楓牙はすぐに忘れた。最さい奥おうの席に下ろされた帳とばりの奥から、クスクスと女の嬌きよう笑しようが聞こえてきたからである。


「亳邑の楓牙にございます。命によりただいま参朝つかまつりました」


　こみ上げる怒いかりを抑おさえ、帳の前で楓牙は平へい伏ふくする。


「よう参ったの。息災であったか？」


　帳の奥から、おぼつかない足取りで陽甲が出て来た。


　半年ぶりに見る異腹の兄の面おも変がわりに、楓牙は驚きよう愕がくする。以前の、頰ほおも顎あごも丸みを帯びたおっとりとした容よう貌ぼうは見みる影もなく、頰は削そげ、濃こい隈くまに縁ふち取どられた目がぎらぎらと異様な光を放っていた。胸むな元もとはだらしなく弛ゆるみ、片手には觥さかずきを握にぎっている。


「どうした？　ああ？　余の顔に何かついておるのか？」


　啞あ然ぜんとして自分を見つめている楓牙に、陽甲は呆ほうけたような笑えみを浮かべる。酔よっているのか、ろれつが回っていない。


「…………主上、いったい、どうされてしまったのです？」


　楓牙はようやく声を絞しぼり出す。


「何がだ？」


「そのように面やつれなさり……。お加減がよくないと伺うかがっておりましたのに、昼から酒を聞こし召めしては、お体に障るのではありませぬか？」


「そなたまで晏仲のようなことを申すな。この通り、余は元気だ。酒ぐらい好きに飲ませろ」


　陽甲は渋じゆう面めんを作って、觥をあおった。


「兄上!!」


　楓牙は思わず立ち上がり、陽甲から觥を取り上げようとした。以前から、陽甲は酒が好きだったし強くもあったが、こんな飲み方が体にいいわけがない。


「何をする──！」


　觥を奪うばわれまいとしてのけぞった陽甲は、足をもつれさせて後ろに倒たおれかかった。女官たちが小さな悲鳴を上げる。陽甲が咄とつ嗟さに帳をつかんだため、帳の紐ひもが切れ、バサリと落ちた帳の上に陽甲は尻しり餅もちをついた。


　その奥には、女が一人端たん座ざしていた。金銀を織り込んだ袿うちぎをはおり、高く結ゆい上げた豊かな黒くろ髪かみには、何本もの玉の簪かんざしを挿していた。匂におい立つような美び貌ぼうの女だった。鼻び梁りようは細く高く、薄うす紅べに色いろの唇くちびるには微かすかな笑みを浮かべている。


　大きな、妖あやしいほどに美しく輝かがやく眼めが楓牙をとらえた。陽甲を助け起こすことも忘れ、楓牙は彼女に見入る。


「いきなり兄きよう弟だい喧げん嘩かですの？」


　クスクスと笑いながら、女が立ち上がった。衣きぬ擦ずれの音が聞こえないほど、優ゆう雅がで滑すべるような動きだった。


「大だい丈じよう夫ぶでございますか？」


　彼女は陽甲の背を支えて助け起こす。女官たちも駆かけつけ、帳の片づけに取りかかった。


「楓牙、無礼であろう」


　陽甲は「いたた」と腰をさすりながら、女の横に座り直した。


（この女が梓羅々……）


　楓牙は、まだ王の寵姫から目を離はなせずにいた。確かに、陽甲が溺おぼれるのも無理はない美しさだ。しかし、寵姫を喜ばせるために、民たみを犠ぎ牲せいにするなど決して許されることではない。


「興が冷めたぞ。飲み直しだ」


　陽甲は、倒れてもしっかりと握りしめていた觥を差し出し、「あたくしが──」と、梓羅々は女官から勺を受け取り、觥に酒を注ぐ。


（まだ飲ませるつもりか──）


　楓牙の腹に沸ふつ々ふつと新たな怒りがわき上がって来る。


「恐れながら──」


　利條の話では、陽甲は感情を昂たかぶらせると正気を失って暴れるという。しかし、この有様を見て黙だまってはいられなかった。


「後宮にて酒を召し上がっている場合ではございません。民が度たび重なる租その徴ちよう収しゆうに疲ひ弊へいしております。この御城下で、亡なくなった者が道ばたにうち捨てられ、凶きよう漢かんがたむろしていることをご存じでしょうか」


「だから、晏仲のようなことを申すなといっておるではないか。今年は豊作だ。例年より余分に租を納めさせたからといって、どうということはあるまい。民の口を糊のりするぐらいの粟あわは残してやっておるはずだぞ」


　陽甲は露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。


「働いても暮らしが豊かにならねば、民の心はすさむばかり。民の心が王に向かわねば、国の力が衰おとろえまする。まして、王が酒色に溺れて政まつりごとをないがしろにしているなどと、よからぬ風評が流れては──」


　言い募つのる楓牙に、陽甲の顔色が見る見るうちに変わっていった。


「楓牙様──」


　控ひかえていた累焰が低い声で制した。これ以上怒おこらせては、利條の言っていた発ほつ作さが起きてしまう。


　楓牙は憤りを抑え、「失礼つかまつりました」と、平伏する。


「相変わらず生意気なやつだ」


　陽甲はフンと鼻を鳴らし、楓牙を睨にらみつけたまま觥をあおる。


「元気な弟おとうと御ごでございますのね」


　梓羅々は、妖よう艶えんな笑みを浮かべて、差し出された觥に酒を注いだ。


「では、明日の評議にて」


　兄とその寵姫を一いち瞥べつすると、楓牙は苦い思いをかみしめたまま、後宮を辞した。





　　　　[image: ]





「そろそろ評議が始まる頃ころかな……」


　薄うす青あおの空に真っ白い羊雲がぷかぷかと浮うかぶのどかな朝だった。晄は、窓辺に寄りかかり、城じよう壁へきの向こうに見える王城の重屋を眺ながめる。重屋は、大室の真上に明かり取り用の窓が設けられているため、棟むねの中央に一段高い屋根が重なっているのだ。


　也真は、一目でいいから王城の中を見てみたいと、亳邑の兵に紛まぎれて楓牙について行き、汪李たちは、王城にいる妖あやかしについて調べたいと、まずは屋や敷しきにかけられた護まもりの呪じゆ術じゆつから抜ぬけ出す方法を探さぐりに行っている。


　利條とはあれから話す機会もなく、晄はやるせない気持ちを抱かかえたまま眠ねむれぬ一夜を明かした。


（俺は本当に、ただの子どもだ……）


　今回のことで、晄はそれを痛感していた。


　権力も地位もいらない──。田でんという小領主の身分を賜たまわった時にも、陝邑の領主に封ほうぜられた時も、そう思っていた。昨年、田の地位を賜って荒あれ地を開かい墾こんしたのは、洪こう水ずいで多くの畑が流され、耿こう邑ゆうや[image: ]ごう邑ゆうでは食しよく糧りようが足りないと聞いたからだ。


　為い政せい者しやというのは役割の一つに過ぎず、そこには他ほかを圧する力など必要ないと考えていた。だが、力がなければ、民の暮らしは守れない。


（焉に種馬を買ってあげて、舜兄のために青銅器工こう房ぼうを造って……）


　収しゆう穫かくした粟を分け与あたえるどころか、その程度のことすら果たせないのだ。


　評議に出られないのは、自分が共工の気に取り憑つかれ、妖に襲おそわれるかもしれないという危険を背負っているからだが、陝邑が貧しいのはそのこととは関係ない。こちらから、種馬を送れとか工房建設や運営の費用を貸してほしいとか、他の邑むらや王都に働きかけられないからだ。


　もちろん、楓牙に頼たのめば力を貸してくれるだろう。けれど、度重なる祖の徴収で、亳邑の財政も決して楽ではないし、個人の情に訴うつたえてその場しのぎの施し策さくを講じるのではなく、もっと広い視野に立って政というものをしたかった。


　王都の惨さん状じようを見て余計にその思いを強くした。殷の国全体がよくならなければ、陝邑はいい邑にならない。


（力が欲しい──）


　もしも自分が、高い身分と強い権力を持ち、王や政の中ちゆう枢すうにある官かん吏りたちに対して強い影えい響きようを与えることができたとしたら、陝邑の完全復興を国の政として取り組ませるし、租の徴収を軽くさせて、戦いくさなんか行かないで洪水で被ひ災さいした邑の支し援えんをさせるし、民が道ばたで亡くなって骨になるような政は絶対に許さないのに──。


　けれど、今の自分は利條の屋敷に半ば閉じこめられ、悶もん々もんとしながら評議の行方ゆくえを見守っているしかないのだ。


（いつか評議に出て、王や大貴族と意見を闘わせられるような地位に立ってやる）


　晄はそんなことを思いながら、評議が行われてる王城の重屋をじっと見つめた。








「評議を行うのではなかったのか──？」


　王城の重屋に案内された楓牙は目を剝むいた。


　殷の前ぜん途とについておごそかに話し合われるはずの会場には、山海の珍ちん味みが山のように盛られた簋きという大型の器うつわや、なみなみと酒が入った卣ゆうがいくつも並べられていたからである。


　重屋には、正装した各氏族の当主や諸しよ侯こうが次々と集まって来たが、彼らも楓牙と同様、相当驚おどろいたらしく、会場のあちらこちらで怪け訝げんそうな囁ささやき声が交かわされる。


「楓牙ではないか」


　上座の王族の席から、楓牙に声をかける者があった。


「齊さい牙が兄上、聡そう牙が兄上、脩しゆう牙が兄上、──」


　楓牙は半年ぶりに会う兄たちのそばに寄り、「御ご無ぶ沙さ汰たしております」と、慇いん懃ぎんに拝礼した。


「しばらく見ぬ間に、男らしゅうなったの。聡牙の婚こん儀ぎ以来か？」


　陽甲によく似た面おも差ざしの次じ兄けい、齊牙はのんびりした笑えみを浮かべた。


「齊牙兄上、何を言ってるんです？　楓牙は、今年の正月の朝見に来ていたじゃないですか」


　やせぎすで、神経質そうな眼まな差ざしの三番目の兄、聡牙に言われ、「そうだったか？」と齊牙は首を傾かしげた。


「たまに会っても、ろくに話もしませんからね、印象に残らないんでしょう。耿邑に馬を買いに来た時にも、城に顔を出さなかったんですよ。つれないやつだ」


　四番目の兄、脩牙は朗ほがらかに笑う。武術の鍛たん錬れんが趣しゆ味みという彼は、楓牙と同じぐらい逞たくましい体たい軀くをし、形のよい眉まゆと黒曜石のような眼めを持つなかなかの好男子だ。


　楓牙には陽甲を含ふくめて、四人の兄と二人の姉がいる。父親はともに先々代の王、祖丁だが、兄姉はみな嫡ちやく出しゆつの子で、楓牙だけが妾しよう妃ひ腹だった。三人の兄も邑の領主で、今の身分に大きな差はないのだが、兄たちは楓牙を格下に見ていたし、楓牙自身も兄姉への遠えん慮りよがあった。


　今でこそ、兄たちは親しげに話しかけてくれるが、幼い頃は冷たくあしらわれたし、苛いじめを受けたことも度たび々たびあった。そんなことをまだ根に持っているわけではないが、楓牙は兄姉と自分との間に、なかなか乗り越こえられない壁かべを感じている。


　三人の兄は、長ちよう兄けいの陽甲と頻ひん繁ぱんに連れん絡らくを取っているので、楓牙は兄たちが評議がまるで宴えん席せきの様相を呈ていしている理由を知っているかと思って尋たずねようとしたのだが、その前に、側近の官吏や貞てい人じんたちが入室して来てしまった。間もなく陽甲もやってくるだろう。


「失礼を──」


　楓牙は一礼すると、兄たちとは中央の通路を挟はさんで右側の席に着いた。どちらも王族の席ではあるが、左側は祖丁の正妃を出した董とう氏しと血けつ縁えんのある者が席を占しめ、右は楓牙の母の実家である偃えん氏しや、先王南庚に縁ゆかりのある嬉き氏しとつながっている者が座ることになっているからだ。


　しばらくすると晏仲と利條も入室した。晏仲は、楓牙と目が合うと、苦く渋じゆうに満みちた表情でゆるく頭かぶりを振ふる。大室に並べられた料理や酒を苦々しく思っているが、どうしようもなかったと言いたいのだろう。


　やがて、「陽甲王のおなりである」という衛え士じの声がして、一同は戸と惑まどいを隠かくしきれないまま、手を重ねて叩こう頭とうする。


　陽甲が大室に足を踏ふみ入れた途と端たん、楓牙は室内に妙みような冷気が漂ただようのを感じた。昨日、後宮で感じたものと同じである。冷気を感じたのは楓牙ばかりではなかったらしく、背後の貴族たちの中にも身じろぎする者がいた。


　さらに、陽甲に続き、袿うちぎの裾すそを長く引いた女によ人にんの姿が戸口から現れ、参集した者たちの間に動どう揺ようが奔はしる。思わず楓牙も顔を上げ、妖艶な女の横顔を見て愕がく然ぜんとした。


（梓羅々──）


　なんと陽甲は、厳げん粛しゆくな評議の場に寵ちよう姫きを同どう伴はんしてきたのだ。


　彼は最さい奥おうの席に腰こしを下ろし、その横に梓羅々も端たん座ざした。妖あやしいほど美しく輝かがやく大きな眼を楽しげに細めている。


　すでに、大多数の者は頭を上げていたが、陽甲は「面おもてを上げよ」と、間延びしたような声で言った。すでに酔よっているらしい。


　陽甲は、白玉を垂らした冕べんという冠かんむりを着け、金銀を織り込んだ衣ころもに革かわの膝ひざ蔽おおいという、一応は君子の正装に身を包んでいたが、どんなに身を飾かざっても、以前のような風格は醸かもし出されていなかった。


「よう参ったの。余への忠誠の証あかしをとくと見届けたぞ」


　陽甲は上じよう機き嫌げんで言った。


「主上──。恐おそれながら、評議の席に酒しゆ宴えんの支し度たくがされているのは、いったいどういう……」
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　遠く漢かん水すいのほとりからやって来た一人の侯こうが、怒いかりと畏おそれとの入り混じった声で尋ねた。弱小な氏族は王の怒りを買えば、すぐに取りつぶされる。それでも言わずにはいられなかったのだろう。彼は、中原の南西を外つ国から守るという重責を負い、身を粉こにして殷に尽つくしている。にもかかわらず、なぜ重ねて租を取り立てるのか、それを問うために何千里という旅をして王都にやってきたのだ。


「評議？　ああ、評議も行うぞ。この冬、余は鬼方を討うちに参る。ついては、各おの々おのに戦車五十乗、戦馬二百頭、及および甲かつ冑ちゆう兵と歩兵をそれぞれ百五十名ずつ、王都に遣つかわせよ」


　前口上も、貞人たちの議案に対する占せん術じゆつの結果報告もなしに、陽甲はいきなり切り出した。


「何と──」


　室内がどよめいた。


「援えん軍ぐんを要よう請せいしているのではなく、軍団をまるごと献けん納のうせよと仰おおせられるか？」


　最初に陽甲に質問を発した侯が、震ふるえる声で問い返した。


「大軍団を擁ようする邑ならばともかく、私どもにはとても……」


　王都近くに領土を持つ氏族の当主は、啞あ然ぜんと目を剝いていた。


「馬と戦車が無理ならば、夫ふ役えきだけでもよい。それを歩兵に充あてる」


　戦において、戦車部隊の後方に配される歩兵は、「必死」といって、使い捨ての決死隊である。


「租を納めるにも難なん儀ぎしておりまするのに、働き手を失っては粟あわが作れませぬ」


　別の侯が言った。


「理り屈くつをこねるな。そちの領土には銅山があろう。夫役も負えぬというならば銅を納めよ」


　陽甲は疎うとましそうに片手で笏しやくを振った。


　貴族や諸侯たちは言葉を失い、呆ぼう然ぜんと陽甲に注目する。


（なぜ、誰だれも何も言わない──）


　楓牙は唇を嚙んだ。


　弱小貴族や辺境の小国を治める諸侯が保身に走るのはわかる。王に逆らえば、あっという間に攻せめ滅ほろぼされてしまうからだ。しかし王に意見できる立場の者までが、なぜ黙だまっているのか。


　楓牙は、室内の面々を見み渡わたした。晏仲はしかつめらしい顔で目を閉じ、利條は静かに手元の笏に目を落としている。王家とも深い関かかわりを持つ、董氏、偃氏、嬉氏の各有力氏族も何も言わなかった。硬かたい表情で沈ちん黙もくを保ち続けている。


　王家に匹ひつ敵てきする名家虞氏は、ほくそ笑んでいるようだった。このまま陽甲が暴政を振るい続け、人心が彼から離はなれれば、殷の王座を狙ねらう虞氏としては好都合なのだ。


（何のための評議なのだ！　主上の病を恐れ、このまま国が衰おとろえていくのを黙って見ているというのか──！）


　楓牙の腹に沸ふつ々ふつと怒りがわき上がってきた。膝の上に置いた拳こぶしをぐっと握にぎりしめる。


「では、評議はこれで終わる。酒を注げ」


　陽甲は、回かい廊ろうで控ひかえていた女官たちに命じ、觥さかずきを取った。


「お待ちください！」


　たまらず楓牙は立ち上がった。


「兄上方、なぜ鬼方攻めに反対なさらないのです!?　殷が、人方九夷を攻めたのは、たったひと月前のこと。齊牙兄上の治める庇ひ邑ゆうは人方との国境に近く、ここで殷の目が鬼方に向けば、この隙すきに人方が報復してくるおそれがあります。聡牙兄上の治める[image: ]邑、脩牙兄上の治める耿邑は、昨年の洪こう水ずいで甚じん大だいな被ひ害がいを受けたのでしょう。敵国との戦いくさに財を費ついやしている場合ではないはず。今は、内政に力を注ぐべきだと、なぜ主上に仰おつしやらないのです!?」


「口が過ぎるぞ、楓牙」


　齊牙は厳しい声で叱しつ責せきした。


「そんなことは十分わかっておる。できるだけ主上のお考えに添そうよう努力しつつ、私たちも、できる範はん囲いで様々な手を打っておるわ」


　聡牙の鋭するどい視線が、楓牙を射い貫ぬく。


「主上は天てん帝ていがお認めになった殷の王だ。主上の御ご意志を第一にして、政まつりごとは行われなければならない」


　いつも朗らかな脩牙の顔は、ひどく険しかった。


　三人の兄は長兄陽甲の病を案じ、彼の暴政を黙もく認にんしているのだ。同じ宮で育った兄弟であれば当然の感情かもしれないが、そのために民人が犠ぎ牲せいになっていいはずがない。


　──病のことは気の毒だと思うけど、だからって大勢の民人を苦しませるなんて、王様として失格じゃない!?


　楓牙の耳に、晄の声が蘇よみがえる。楓牙は意を決して陽甲に向き直った。


「主上、人方九夷への遠えん征せいは、意味もなくただいたずらに殷の民人を飢うえさせ、戦せん渦かに巻き込まれた者の暮らしを脅おびやかしただけで、得るものは何もなかったと聞き及びまする。そして此こ度たびは鬼方とは、どういう御ご了りよう見けんでございましょうか!?　厳冬の鬼方攻めは、戦う前に兵が凍こごえる危険があることなど、とうに御承知のはず。ただ、領土を広げたいがために外がい征せいなさりたいとお考えでしたら、どうかお止やめください。民たみをこれ以上苦しめてはなりませぬ！」


「黙れ!!」


　王の怒ど声せいが飛んだのと、三人の兄が立ち上がったのは、ほぼ同時だった。


「誰に向かってものを言っている！　楓牙、立場をわきまえろ！」


　齊牙たちの目が怒りに燃えていた。


「兄上方。まこと、主上とこの国を御案じ召めされるならば、主上の言うがままにつき従うのではなく、病を癒いやすことを考えるべきではありませぬか。しばらく御静養をお勧すすめし──」


「余を頭の呆ぼけた病人だとでも言うのか!!　母は違えど弟と思っているからこそ、黙って聞いていたが、もう許さぬ!!」


　陽甲の目が吊つり上がった。


「どうか、御静養を──！　そして以前のように、民を第一に思う主上に、穏おだやかな兄上に戻もどってください!!」


「ええい、黙れ黙れ黙れ!!」


　やおら陽甲は立ち上がり、楓牙の顔に觥を投げつけた。楓牙は軽く首を傾かたむけて、うっかりそれを避よけてしまう。


　しまった──と思ったが、もう遅おそかった。


「むううっ！」


　怒りを募つのらせた陽甲は足を踏みならし、天を仰あおいだ。目が裏返り、口から泡あわを吹ふく。発ほつ作さが起きたのだ。


「主上──」


　貴族や諸しよ侯こうが息を呑のんだ。三人の兄たちは陽甲に駆かけ寄ろうとし、晏仲と利條も立ち上がりかける。しかしその前に──、


「落ち着きなさいませ」


　梓羅々が静かに立ち上がり、陽甲の背に腕うでを回す。


「お怒りを鎮しずめなさいませ。大だい丈じよう夫ぶでございます。この梓羅々がついております」


　彼女は陽甲の胸に頰ほおを寄せて囁ささやいた。その声こわ音ねは、優やさしげだったがどこか妖しくもあった。


「梓羅々……」


　震える声で陽甲は寵ちよう姫きの名を呼んだ。


「ここにおりますよ。安心なされませ。梓羅々は常に主上の味方でございます」


　陽甲の黒目が戻った。梓羅々に支えられ、陽甲はゆっくりと腰こしを下ろす。


　その様子を一同は固かた唾ずを呑んで見守っていた。齊牙が安あん堵どの息をつく。


「御気分はいかがでございますか？」


　梓羅々の問いに、「大事ない」と、陽甲はこめかみを押さえて軽く頭かぶりを振ふる。


「さあ、宴うたげを始めましょう。憂うさを晴らせば、主上のお心も癒いえまする」


「そうだ、宴だ。世よ迷まい言を真に受けて、せっかくの酒宴を台無しにしてはもったいない」


　顔を上げた陽甲の目は、異様なまでにぎらぎらと不気味な光を放っていた。


「主上……」


　楓牙は呆然と陽甲に呼びかけたが、その目に、楓牙の姿は映っていないようだった。


「酒を注げ！　楽人を呼べ！　皆みなの者、本日は存分に楽しむがよいぞ！」


　重屋のすべての戸が開け放たれた。堂を取り囲む庭にも酒宴の席が設けられていた。そこに、大室に参集している貴人の側近たちが招き入れられる。内ない苑えんの白はく砂さの上に据すえられた大きな銅どう鼓こや、大きさの異なる鐃どらをつなぎ合わせた編へん鐃どうを楽人が奏し、艶あでやかな衣い裳しようをまとった舞まい人びとが踊おどり始めた。


　盛大な宴が始まった。


「何てことだ……」


　楓牙は言葉を失った。どの邑むらも困こん窮きゆうし、王都では民が道ばたで飢え死にしているというのに、国中の王族貴族諸侯たちが王都に集まって、朝から山のように盛られた肉を食い、酒を飲んでいるのである。


「肉にく山ざん脯ほ林りん……」


　背後で誰かが呟つぶやいた。肉山脯林とは、夏の桀王が愛あい妾しよう末喜のために催もよおしたという贅ぜい沢たくきわまりない宴のことである。結果、夏は衰すい退たいし、桀は湯王に討うたれるのだ。


（あの女──）


　楓牙は梓羅々を振り返った。彼女は陽甲に寄り添い、酌しやくをしつつ自らも觥を傾けている。


　梓羅々は楓牙の視線に気づいたらしく、ゆっくりと振り向いた。そして、妖あやしく輝かがやく大きな眼を細め、ぞっとするほど妖よう艶えんな笑えみを浮うかべた。





　　　　[image: ]





「だいぶ熟してきたみたいだね」


　色を変え始めた橅ぶなの木の下、静かに流れる白い霞かすみの中に座し、炅は鑑かんの中をのぞき込む。


「晄も王都へ着いたようだし、いっそのこと王都でかたをつける？」


　炅は顔を上げ、向かいに座して同じく鑑をのぞいている章玄に問いかける。


「いや、まだだ。あの様子では心はまだ赤子同然。蘇らせてみたものの、我らの手に負えぬ暴れ者では、苦労するのはお前だぞ」


「へえ、心配してくれるの？」


　炅はわざとらしい笑みを浮かべ、


「ああ、お前は大事な器うつわだからな」


　章玄は、まったく面おも白しろくもなさそうに答え、鑑の上に手をかざす。


「今は王都よりもこちらだ」


　黒い水面に、青銅の虎とらと二人の神を載のせた巨きよ石せきが映った。虎と神の像は何かに抗あらがうように細かく震ふるえていたが、渦うず巻まく濁だく流りゆうの中にそびえる巨石は、微び動どうだにしない。


「道をふさがれ、妖あやかしどもがいきり立っておる。いい加減、開けてやらねばなるまい」


「面めん倒どうだな。あれ、重そうだし」


　炅は大おお仰ぎように溜ため息をつき、「寓ぐう、おいで」と、白い霞に覆おおわれた空を仰いだ。


　やがてどこからともなく、蝙蝠こうもりに似た妖が群れをなして飛んで来た。前まえ肢あしの指の間に皮ひ膜まくがある蝙蝠とは異なり、その妖の翼つばさは前肢とは別に肩かたから生えている。


　寓の群れは音もなく炅のもとへ舞まい降り、彼の身を包み始める。


「じゃあね。待ってるよ」


　寓の群れは一ひと塊かたまりになって一いつ斉せいに飛び立ち、霞の彼方かなたへと消えて行った。




　四　神の憑より代しろ







「お帰り、也真。王城はどうだった？　評議でどんなことが話し合われたの？」


　夜よ更ふけに、ようやく也真は利條の屋や敷しきに戻ってきた。晄は飛びつくように迎むかえ出て、彼に話をせがむ。耳のいい煒白は評議の間、重屋での会話に耳を澄すませていたのだが、王城にもこの屋敷にも護まもりの呪じゆ術じゆつがかけられているせいか、話の内容がよく聞き取れなかったのだ。


「評議に出たわけじゃないからな、詳くわしいことはわからんが、国中の王族、貴族、諸侯たちに粟あわと貝ばい貨かと絹を手て土産みやげに参朝させたのは、宴を開くためだったらしい」


　装束を解きながら、也真は呆あきれたように小さく笑った。


「どういうこと──？」


　晄は瞠どう目もくする。


「どうもこうもない。評議とは名ばかりで、その実は宴えん会かいだったってことだ」


　也真は、評議で鬼方攻ぜめが決定したことや、楓牙が王にたてつき、兄きよう弟だい喧げん嘩かになったらしいこと、それもすぐに収まり、その後は延々と宴だったことなどを語った。


「俺たち随ずい伴はんの兵も酒席に呼ばれて、たらふく飲み食いしてきた。あんな馳走は、もう一生食えないだろうな」


「何で……、何でそんなこと」


　あまりに驚おどろきすぎて、怒いかりがわいてくるまでにはしばらく時間がかかった。


「遠目にちらりと見ただけだが、梓羅々とかいう妾しよう妃ひはものすごい美人だった。あれじゃ、殷王が骨ほね抜ぬきになるのも無理はない。何とかお近づきになりたいものだ。晄、次の評議には必ず出て、俺を梓羅々に引き合わせろ」


「そんな冗じよう談だん言ってる場合じゃないよ！　いったい王城はどうなってるの!?　晏仲様や利條様は何で王様にそんなことさせてるわけ!?」


「俺に怒おこるなよ。こっちが聞きたい」


　也真は肩をすくめた。


「酒と女が好きというのはともかく、路上で民人が死んでいるところを諸侯に見せるのは、うまいやり方ではないし、夏に南へ冬に北へ外がい征せいするなんて、そんな馬ば鹿かな真ま似ねは子どもでもやらん。それを側近の官かん吏りや王弟たちが止めない理由がわからん。殷の晏仲と言えば、将をやってる頃ころから切れ者として鬼方や土方には恐おそれられていたのだがな。歳のせいでヤキが回ったか？」


「王様は、前はそんなに変な人じゃなかったんだ……」


　汪李が呪じゆ詛そをかけられて黄河で暴れた時、陽甲は危険だからと言って、汪李を滅ほろぼすように命じた。妖だからと命を軽かろんじるのは許せないが、その時の陽甲は少なくとも民たみの安全を第一に考えていた。


「でも、いくら病気のせいでも、こんなこと許されていいはずない」


「病気？　そう言えばそんな噂うわさも飛び交かってたな」


「心の病だって、利條様が言ってた。梓羅々様はそれを抑おさえられるから、梓羅々様のわがままが通っちゃうんだって」


「なるほど、心を病やんだ王に、傾けい国こくの美女か。あの様子じゃ殷は危ない。辺境の諸しよ侯こうなんかは、今度のことで殷王を見限って近きん隣りんの大国につくだろう。怒った王は無む駄だに戦いくさを仕掛け、一方では寵姫を喜ばせるために宴会を開き、あげくに自じ滅めつするかもな」


　也真はやれやれと頭を振り、部屋を出て行った。


　彼の足音が遠ざかるのを待って、腕うで輪わの汪李と脛すねあての煒白は人ひと形がたになり、晄の懐ふところに隠かくれていたひよこは鸞になる。


「俺、やっぱり王様に会いたい」


　晄は言った。


「会って、ちゃんと確かめたい。王様はいったい何を考えているのか、この殷の国をどうしたいのか、会ってちゃんと話をしたい」


『晏仲や利條にもどうにもならなくて、楓牙の言葉も耳に入らなかったのであろう？　心を病んでる者に何を言っても無駄なのではないか？』


　汪李は気乗りしない様子だった。


「でも、このままおとなしく陝邑に帰るなんてできないよ。会ってみて、話にならなかったら、王様を静養させるとか譲じよう位いさせるとか、晏仲様と利條様に頼たのんでみる」


『そんなまどろっこしいことしないで、拉ら致ちって、どこかへ閉じこめちまえ──と、鳳が言っています』


　鸞は自分の胸に手を当てた。夜の間、体は鸞のものだが、鸞が見聞きしたことはすべて鳳に伝わるのだ。


「王様が急にいなくなったら大おお騒さわぎになるよ。第一、王様をどこへ閉じこめておくの？　うちじゃ絶対無理だよ」


　莉由の怒りが目に浮かぶ。


『わたしが陽甲王に幻げん術じゆつをかけましょう』


　鸞は言った。


『心の病そのものは治せませんが、租そを軽くせよ、戦をしてはいけないと、言い聞かせることはできます』


「そっか、その手があった！」


　晄は目を輝かせる。


「でも、この屋敷にかけられた呪術を突とつ破ぱして王城に行けるの？」


　この屋敷の外に通じる戸や窓を、妖たちは通り抜ぬけられない。晄だけなら出られるのだが、汪李が腕うでにからまっていると、その腕が何かに引っかかったような感かん触しよくがして、晄も出られなくなってしまうのだ。


『我と煒白が本ほん性しようを現して屋敷を壊こわせば出られる』


　汪李は言うが、そうもいかない。


『昼間調べたところ、艮うしとらの方角に一カ所だけ呪術の緩ゆるい所がある。そこに配された呪具を取り除けば、護りの呪術は解ける』


　煒白は北東の角を指差した。


「利條様はまだ帰って来てない。行くなら今のうちだ」


　晄は、勢いよく立ち上がる。


『だが、王城には晄を狙ねらう妖がいるのだろう？』


　汪李はまだ心配そうだった。


「その時は、最初の予定通り、妖を誘さそい出して王都から離はなれちゃえばいい」


『万一の場合を考えて、舜が持たせた仮面を忘れるな』


　煒白は真ま面じ目めな顔で言った。
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「このままでは、いずれ殷が滅ぶ」


　楓牙は夜具の上に座り込み、深い溜め息をついた。


「正直、わたくしも驚きました。あのような宴うたげを催もよおしては、氏族や諸侯の不信感を招くだけでございますのに」


　楓牙の衣類をたたみながら、累焰は言った。


　王城の西堂の一室である。ようやく宴が終わり、城内は静けさを取り戻もどしていた。


　楓牙は宴の席で、晏仲や利條にこの有様をどう考えているのか問い質ただしたが、晏仲はひたすら自分の至らなさを責めるばかりだったし、利條は病を治す方法を見つけると、霊れい廟びように行ってしまった。


「主上を取り巻く氏族間の争いを表面化させないため、主上を政まつりごとから退ひかせるなどの思い切った手段をとれないのだろうが、なんだかんだで、晏仲殿も利條殿も主上を見捨てられないのだろう」


「長年お仕えしていらっしゃれば当然のこと。わたくしも、楓牙様が女によ人にんにめろめろになって、別人のように呆ほうけてしまわれても、決して見捨てはいたしませぬ」


　累焰は小さく笑い、「止やめてくれ。そんな自分を想像したくない」と、楓牙は渋じゆう面めんを作る。


「だが、もしも私がそうなってしまったら、泣こうが喚わめこうが気にせずに、どこかへ閉じこめてくれ」


「かしこまりました。逆にわたくしがそうなったら、遠えん慮りよなく斬きってお捨てくださいませ」


　累焰は冗談とは思えない口調で言い、


「私にお前は斬れん」


　楓牙も本気で答えた。


「困りました。わたくしはそのような醜みにくい姿を楓牙様にはお見せしたくありませぬゆえ──。では、そうですね。舜殿に頼んでおきましょう。あの方なら、躊ちゆう躇ちよなくばっさりやってくれそうでございます」


　累焰は平然と微笑ほほえんだが、楓牙は彼が死ぬ場面を想像して鳥とり肌はだを立てた。


「三人の兄上も、このような心持ちなのであろうが……」


　──この宴がよいことではないことぐらい私にもわかっている。けれど、これは病のせいだ。鬼方への遠えん征せいなど実現させはしない。今、私があえて主上に反対しないのは、一日も早い御ご快復を願っているからだ。


　齊牙と聡牙は、あれから楓牙と口をきこうともしなかったが、脩牙は後でこっそりと寄ってきてそう言った。梓羅々が後宮に上がる前の陽甲の発ほつ作さはもっとひどく、知らせを聞いた脩牙は陽甲の死を覚かく悟ごしたという。治ってくれるのならば、酒しゆ宴えんぐらいどうということはないと、彼は言っていた。


「私も主上の病が治ることを願っている。けれど、主上におもねて民人を犠ぎ牲せいにはできん」


　その考え方の違ちがいが今日の評議の場で明らかになり、三人の兄と自分とを決定的に隔へだててしまったのだ。


「齊牙様はどのようにお考えなのでございましょう？」


　王位の第一継けい承しよう者は次じ兄けいの齊牙である。


「王族の間でも、主上を退位させようとする動きがあるそうだが、齊牙兄上は、主上が生きているうちから、王座に即つくことなど考えたくもないと、突つっぱねているそうだ」


　齊牙は以前の陽甲によく似て、情が深く争いごとを好まない。優やさしいのはいいが、ことなかれ主義的なところもあって、楓牙にはそれが歯は痒がゆかった。


「脩牙兄上が太子ならば、このようなことになる前に王位を継ついだのだろうが……」


　脩牙は、上の兄たちに比べると剛ごう胆たんで野心もある。歳が近いせいもあるが、楓牙は兄たちの中で、脩牙に一番親しみを感じていた。しかし、母親の違う自分が王位争いをけしかければ、氏族間の争いに発展しかねない。それだけはどうしても避さけなければならなかった。


「そう言えば、王城内に妖あやかしの気配はあったのか？」


　累焰は、楓牙が評議に出ている間、晄を狙っているという妖について探さぐっていたのだ。


「いいえ。わたくしには何とも──」


　累焰は頭かぶりを振ふった。彼は、陽甲の病が妖によるものだと何となく感じていたが、口には出さなかった。それが共工に関かかわるものなのか定さだかではなかったし、これ以上楓牙を思い悩なやませたくなかったからだ。


「やはり、利條殿の方便であったか」


「わかりませぬ。けれど何か嫌いやな予感がいたしまするゆえ、今から占せん術じゆつを行おうと思っておりまする。今こ宵よいは、どうか楓牙様もお気をつけくださいますよう」


　累焰はそう言って部屋を辞した。


　楓牙は、夜具の上にごろりと横になると、再び深い溜ため息をつく。


（晄に、何と言えばいいのか……）


　晄に代わって王に訴うつたえてやると約束したのに、評議の場で自分はただ陽甲の発作を誘ゆう発はつし、兄弟の溝みぞを深めただけだ。陽甲が評議に寵ちよう姫きを同どう伴はんし、話し合いもろくに行わずに宴を催したなどと知れば、三人の妖を引き連れて、王城へ殴なぐり込みに来るかもしれない。


（桀王を討うった湯王も、炎えん招しよう戈かの使い手だった──）


　ふと、末喜を寵ちよう愛あいし、国を滅ほろぼした桀と陽甲との姿が重なり、楓牙はぞっとした。


（黄帝は、なぜ晄を炎招戈の使い手として認めた？）


　誰だれも持ち上げることのできなかった炎招戈を晄が持てたのは、晄を守護する黄河の神、河伯が、炎招戈に力を注いだからだ。だが、その前提には、黄帝の意に添そう心根の持ち主でなければならないという条件があった。


　命を慈いつくしみ、救うために炎招戈を使う──。


　黄帝の意とはおおよそそのようなことだろうと楓牙は思っていた。けれど、湯王が没ぼつしてから三百年、盛せい衰すいを繰くり返しながらも殷王朝は存続し、その間、炎招戈の使い手は現れなかった。


　水すい妖ようの王や平圃の神妖、崑崙の鳥が人に従ったという話も聞いたことがない。妖と人とが入り乱れて戦ったのは、湯王の時代が最後だ。


　なぜ、今の時代に炎招戈の使い手が現れなければならなかったのか。


（まさかな……）


　考えすぎだと、楓牙は軽く頭を振る。


　その時ふと、戸口近くに妙みような気配を感じ、楓牙は肘ひじをついて半身を起こした。小さな灯火の明かりはそこまで届かず、気配の主ぬしは濃こい闇やみに包まれている。


「そこにいるのは誰だ？」


　楓牙は、枕まくら元もとに置いてあった剣けんを引き寄せた。


「起こしてしまいましたわね」


　クスクスと、闇の奥から女の小さな笑い声がした。


「その声は──」


　衣きぬ擦ずれの音もさせず、滑すべるように女が近づいてきた。金銀を織り込んだ袿うちぎの裾すそを静かに払はらい、女は、夜具の傍かたわらにひざまずく。


　揺ゆれる灯火に、匂におい立つような美び貌ぼうが照らされた。


「梓羅々──」


　楓牙は、突とつ然ぜん現れた王の寵姫に呆ぼう然ぜんと目を瞠みはった。


「そんな無ぶ粋すいな物は、おしまいになって」


　梓羅々は、楓牙の手からそっと剣を取り上げ、脇わきへ押しやった。


「こんな夜よ更ふけに何用だ」


「夜更けに、女が殿との方がたの寝しん所じよを訪ねた時に、そんな問いをなさってはいけませんわ」


　梓羅々はクスクスと笑い、結ゆい上げた髪かみに挿さした簪かんざしを一本一本抜ぬいていく。長く豊かな髪が、肩かたに落ちた。


「そなたは、主上の寵姫であろう──」


　言いかけた楓牙の唇くちびるを、梓羅々の細い指がそっと押さえた。


「今、それを言ってはいや……」


　妖あやしく輝かがやく大きな目が、請こうように楓牙を見つめる。


　梓羅々の指が、唇から頰ほおへと滑った。その指は楓牙の後おくれ毛を搔かき上げると、耳たぶをなぞって首筋へと降りていく。


　梓羅々の熱い息が、楓牙の頰にかかった。


「何が目的だ？」


「目的がなくては、あなたの所に来てはいけないの？」


　梓羅々が耳元で囁ささやいた。袿の襟えりから、芳かんばしい香かおりが漂ただよい、楓牙の鼻び腔こうをくすぐる。


「主上を籠ろう絡らくしただけでは飽あきたらぬか？　私は今日のような宴えんを開いたり、国中の絹を集めたりするほどの権力も財も持たぬぞ」


「そんな物が欲しいのではありません」


　大きな瞳ひとみが、妖よう艶えんな笑えみを形作る。


「あたくしが欲しいのは、あなた様のお心──。あたくしの願いを聞き入れてくださるのなら、主上の病を治してさしあげますわ」


「主上の病を？」


「評議の場で、あたくしが主上の発作を止めたのを御ご覧らんになりましたでしょう？　あたくしには、主上の病を治す力がありますのよ」


　楓牙の瞳が揺れた。陽甲に快復してほしい。その気持ちは三人の兄と変わらない。


「元通り、お優しい陽甲様に戻もどしてさしあげますわ。あなたは何も心配なさる必要はありません。ね、だからあたくしのものになって」


　梓羅々の妖しく輝く眼が楓牙をとらえ、唇から切なげな吐と息いきが漏もれる。


　頭の中がひどく熱くなり、次し第だいに思考が鈍にぶっていくのを楓牙はおぼろに感じた。


「私にどうしろと……？」


　自分の声が、遥はるか彼方かなたで聞こえた。


「あたくしだけを見て、あたくしの言うことだけを聞いて……。利條様や晏仲様が何を言っても、耳を貸さないで──。難しいことではありません。ただ、主上や、齊牙様、聡牙様、脩牙様に逆らわず、あの方たちの好きなように振る舞まわせてあげればよいのです」


「味方になれと……？」


「炎招戈の使い手にも、かかわらないでくださいませ」


　楓牙の耳の奥でその言葉が弾はじけた。失いつつあった思考力を必死で呼び戻し、辛かろうじて楓牙は梓羅々の呪じゆ縛ばくから逃のがれる。


　楓牙は梓羅々の肩を押しやった。


「あたくしが、お嫌きらい──？」


　彼女は愕がく然ぜんと目を見開いた。


「主上の病を治してくれるのなら、お前の言う通り、利條殿や晏仲殿の言うことには耳を貸さず、しばらくは兄上たちの好きにさせておこう。だが、心はやれぬ」


　楓牙は言った。


「どうして…………」


「私は、炎招戈の使い手とともにありたいからだ。彼を裏切ることはできない」


　梓羅々は、しばらく驚おどろいた顔のまま楓牙を見つめていたが、やがて静かに目を伏ふせ、クスリと笑った。


「何がおかしい。ならば主上の病は治さぬと、脅おどしをかけるつもりか？」


「いいえ」


　梓羅々は頭を振った。


「脅して殿方を我がものにするなど、そんなみっともないことできませんわ。あたくしが欲しいのは、あなたの心ですもの。心は、脅しでは得られないことぐらい承知しております」


　床ゆかに散らばっていた簪を拾い、梓羅々は立ち上がった。


「今日のところは退ひきましょう。けれど、あきらめはしません。あたくしはあなたが欲しい。炎招戈の使い手ではなく梓羅々のそばにいたいと、あなたにそう言ってもらえるまで、何度でも参りますわ」


　梓羅々はそう言うと、袿の裾をひるがえし、来た時と同じように音もなく闇の奥へ姿を消した。


　彼女の気配が遠ざかっても、楓牙はまだ戸口の方を見つめていた。


（あの女、炎招戈のことをどこで知った？　そして、なぜ、炎招戈の使い手を厭いとう？）


　湯王と桀王と末喜。そして晄と陽甲と梓羅々──。似ていると思うのは自分の気のせいだろうか。


　言いしれぬ不安に苛さいなまれ、楓牙は震ふるえる手を握にぎりしめた。
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　それより少し前──。


『呪具はこの中だ』


　小蛇姿の汪李が、晄の腕うでに絡からまったまま首を伸のばして示したのは、北東の角部屋に置かれた青銅の壺だった。それは腰こしの高さほどもある大きな壺で、口は狭せまく、底が広い形をしていた。


「大きい壺だね。うちにもこんなのない」


　言いつけ通りに被かぶっていた仮面をちょっとずらし、晄は壺の中をのぞきこんだ。しかし暗くて何も見えない。腕を肩まで差し入れて探さぐってみたが、底に手が届かない。


「困ったな……」


　急がなければ、利條が屋や敷しきに戻って来てしまう。


『別に、呪具を出す必要はないだろう？』


　脛あての姿の煒白は言った。


「でも、呪具を取り除かなくちゃ、護まもりの呪じゆ術じゆつが解けないんでしょ？」


『結界の類たぐいの術は、呪具の配置が重要なのだ』


　煒白はそう言うと、人ひと形がたになり、大人が十人がかりでも運べないような大きな青銅の壺をひょいと持ち上げ、すたすたと歩いて少し離はなれた場所へそれを置いた。煒白は凄まじい膂りよ力りよくの持ち主なのだ。


『呪術が解けました』


　晄の懐からとび出したひよこ姿の鸞が小さな翼つばさで戸を引き開けた。


『急ごう。もしかすると利條は護りの呪術が解かれたことに気がついたかもしれない』


　煒白が脛すねあてに戻り、晄の足に巻きついた。


　晄は戸口から顔だけ出すと、辺りに人ひと影かげがないことを確かめて回かい廊ろうに出た。タッと地面を蹴けると、一気に跳ちよう躍やくして塀へいを跳とび越こえる。晄の脚きやく力りよくではない。脛あての煒白の力だ。


「王城には入れそう？」


　月明かりを頼たよりに内城の壁かべに沿って走りながら、晄は壁を見上げる。脛あての煒白の力があれば跳び越えられる高さだが、王城もまた呪術によって護られているのだ。


『北堂の北東、祭さい祀し場に通じる門ならば通れそうだ』


　汪李が闇の奥に目を凝こらす。祭祀では自然神を降ろすこともあるので、わざと護りを弛ゆるめてあるのだろう。


　内城の北東の角を曲がると、晄は足を止めて門の様子を窺うかがう。門前には矛ぼうを手にした武装兵が二人立っていた。呪術を使う眉び軍兵だろう。


『門を開けてもらいましょう』


　鸞はそう言って懐ふところから飛び出すと、人形になった。そぞろ歩きのふりをして門前の兵たちに歩み寄る。


「女めの童わらわか？　このような夜よ更ふけに、いかがした？」


　鸞の衣ころもは男物だが、闇やみと同じ色をしているので、兵は彼の白い顔だけを見て女だと思ったらしい。


『主あるじのお使いで──。門を開けてくださいませ』


　鸞は二人を一いち瞥べつする。


「……承知いたした」


　ほんの一いつ瞬しゆん目が合っただけで、兵たちは鸞の幻げん術じゆつにかかってしまったのだ。彼らは固く閉とざされた門を開け、晄たちを招き入れる。


「俺を待ち伏ぶせてる妖あやかしっていそう？」


　祭祀場の広場に立ち、晄は城内を見回した。辺りはしんと静まりかえり、何かが襲おそってくるような様子はない。


『いや、今のところ妖の気配はない』


　煒白が素早く気配を探る。


『だが油断はできぬ。巧たくみに人のふりをしていれば、気配も人に近くなる』


　汪李が言った。かつて、彼は煒白にすっかり騙だまされ、煒白を人だと信じ切っていたことがあるのだ。


「王様は？」


『王は後宮だ。利條はこの近くの霊れい廟びようにいる』


　晄は忍しのび足で、堂の陰かげから陰へと伝い歩いた。途と中ちゆうで何度か衛え士じに見み咎とがめられたが、鸞の幻術でその場をしのぐ。


　王城内の各堂やそれらをつなぐ堂どう涂とにも護りの呪術は仕し掛かけられ、通れない所がいくつかあったため、後宮へたどり着くまでに、晄たちはかなり遠回りをしなければならなかった。


「王城の護りは堅いって言うけど、ほんと、厳重だね」


　後宮の階きざはしの陰に身を潜ひそめ、晄は辺りを窺う。歩ほ哨しようが一人、隣となりの堂の前を歩いていた。


『わたしは崑崙の瑞ずい鳥ちよう、煒白様は神しん妖ようだから何とかここまで来られましたが、普ふ通つうの妖では城内を一歩も進めません』


　晄よりも遥かに体力があるはずの鸞が、肩かたで息いきをしていた。護りの呪術が満ちている城内を進むのは、相当に力を使うらしい。


「汪李は？」


　化か蛇だは人から忌いまれる種類の妖だ。


『半はん端ぱではない力の持ち主だからでしょう』


　鸞が言うと、汪李は誇ほこらしげに胸を反らしたが、


「つまり、王城内にいる妖って、汪李並みの力を持ってるってことだよね……」


　そんな妖と汪李たちが戦いになれば、王城は大おお騒さわぎ──どころでは済まない。


「そいつに見つからなけりゃいいけど」


　歩哨が堂の角を曲がって行ってしまうと、晄は履くつをはいたまま、後宮の階を忍び足で上った。身をかがめて回廊を走り、王がいるという部屋の窓の横に背をつける。


　窓から室内をそっとのぞいてみると、薄うすい帳とばりの奥に小さな明かりが点ともり、夜具に横たわった人影が見える。


『部屋にいるのは王一人だ』


　煒白が小声で言った。


「梓羅々さんとかいうお妃きさきは？」


『近くに、それらしい女はいない。別の堂にいるのだろう』


　耳を澄すませていた煒白は、楓牙の部屋に女がいることに気づいたが、それが梓羅々かどうかはわからないし、あえて晄に告げることでもないと、そのことを口にしなかった。


「お妃様が王を置いて後宮を離れるなんて、いったいどこへ行ったんだろ。まあいいか。かえって好都合かも」


　晄は踵きびすを返して、部屋の戸口まで戻もどる。


　そっと戸を引き開けると、『む……』と、汪李が小さく唸うなった。


『戸口に、妖の侵しん入にゆうを阻はばむ呪術がかかっているのです』


　鸞は、そこにまるで壁でもあるかのように、宙に手を当てた。


『大だい丈じよう夫ぶだ。この程度なら通れる。行け』


　汪李に促うながされ、晄は部屋に足を踏ふみ入れる。その途と端たん、晄の全身にぞくりと悪お寒かんが奔はしった。





　その頃ころ、利條は陽甲に取り憑ついたものを祓はらおうと、霊廟で呪術を行っていた。


　ふと、城内に張り巡めぐらせた結界に小さな綻ほころびが生じたことに気づき、彼は呪術の手を止めて注意深く気配を探る。


「後宮に何者かが……まさか？」


　彼は青ざめ、急いで霊廟を出ると後宮へと走った。


　ほぼ同時刻、王の寵ちよう姫きの正体を探ろうと占せん術じゆつを行っていた累焰は、彼方かなたで微かすかに共工の気配を感じ、顔を上げた。


「晄殿？」


　未来さき読みの才に長たけた彼はいたたまれないほどの不安を感じ、部屋を出ると気配の源をたどった。





（なに、これ。瘴しよう気きに似てるけど──）


　室内には妙みようにひんやりとした空気が漂ただよっていたが、晄が感じているのはただの寒さではなかった。高熱を出した時のように、暑いのにざわざわと肌はだが粟あわ立だち、汗あせが噴ふき出てくる。晄の手足が小刻みに震え始めた。


『どうした？』


　汪李が首をもたげて晄を見上げる。


「何か、変だ。この部屋、何かいる──」


　なぜ、そう思うのかわからない。けれど、確かに何かがいる。晄は目を見開いて、帳の奥を見つめた。


『何もいない。いるのは王だけだ』


　煒白が言った。


『大丈夫か？』


　晄の表情を見て、汪李が心配そうに尋たずねる。


「大丈夫。行こう」


　ここまで来て、引き下がるわけにはいかない。


　晄は帳に近づいた。悪寒はますますひどくなり、腹の底が焼けるように熱かった。


「──誰だれだ？」


　帳の向こうで伏ふしていた影かげが起き上がった。


　その時、晄の中で何かが身じろいだ。胃いの腑ふがねじられるような気持ち悪さと同時に、得体の知れない高こう揚よう感かんが脳天を突つき抜ぬける。唇くちびるから思わず小さな悲鳴が漏もれた。


『晄？』


　汪李と煒白が呼びかけたが、晄にはその声が聞こえなかった。


　ふいに、晄は陽甲のもとへ駆かけ寄りたいという衝しよう動どうにかられた。それは自分の意思ではなく、体の芯しんから突き上がってくるような強い欲よつ求きゆうだった。しかし一方で、それを止めようとする力が晄の全身に覆おおい被かぶさる。


　二つの力が心と体を苛さいなみ、晄は耐たえきれず、両りよう腕うでで自分の身を抱くとその場へうずくまった。


『晄──!?』


　汪李と煒白が人ひと形がたに変へん化げし、晄を抱だきかかえる。


　鸞は愕がく然ぜんとして晄を凝ぎよう視ししていた。彼の目には、晄にまといついている清せい濁だくの入り混じった光が視みえる。普ふ段だんそれらは均きん衡こうを保ち、身体からだの一部として静かに晄を取り巻いている。しかし今、清い光と濁にごった光は完全に色を分け、どろどろと渦うずを巻いて互たがいに駆く逐ちくしようとせめぎ合っていた。


「ぐうう──」


　帳の奥で陽甲が獣けもののような唸り声を発した。


　鸞は咄とつ嗟さに晄の前に出て、彼を背にかばう。


　陽甲が帳をはねのけた。


（あれは──!?）


　鸞は目を瞠みはった。瘦やせこけて、目ばかりがぎらぎらと輝かがやく彼の体の中で、不気味な塊かたまりが蠢うごめいていたのだ。
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　塊は、未熟ながら意思と感情を持っていた。歓かん喜きにうち震ふるえ、晄の──正確には晄をとりまく濁った光のもとへ行こうとしている。


　鸞は月を映す夜の湖のような瞳ひとみで、陽甲の目を見つめた。陽甲には幻げん術じゆつがかかったが、彼の中にいるものには術が届かない。


　陽甲が足を踏み出した。木偶でくのように不自然な動きだった。体内に宿るものに無む理り矢や理り手足を動かされているのだ。


　いったい晄と陽甲に、何が起こっているのか──。


　三人の妖あやかしは、呆ぼう然ぜんとして陽甲と晄とを見比べた。


　その時──。


「主上──！」


　けたたましい音を立てて戸が開き、利條が部屋に飛び込んで来た。


　彼は陽甲の前に立ちはだかり、白い手の平を陽甲に向ける。ぶんと、陽甲の瘦せた腕うでが利條の脇わき腹ばらをなぎ払はらう。利條は一丈じよう近くも吹ふっ飛んで、たかむしろの上に倒たおれ込んだ。思いもよらない陽甲の腕わん力りよくに、汪李たちは瞠どう目もくする。


　陽甲は晄の前まで歩み寄り、晄に向かって腕を伸のばした。


「触ふれさせてはなりません！」


　利條が叫さけび、煒白は目にも留まらぬ速さで陽甲の背後に回ると、彼を羽は交がい締じめにした。


「ガガガ──」


　顎あごをガクガクと震わせ、不気味な声を発しながら陽甲は抗あらがったが、どんなに力があろうと、煒白にかなう人間はいない。


　利條は立ち上がり、陽甲の前に立つと呪を唱えながら手の平で陽甲の顔や胸をゆっくりと撫なでた。しかし、いつもならすぐに鎮ちん静せいするはずのそれは、蠢きを止めず、黒い靄もやのような瘴気を吐はき散らして陽甲の身体を侵しん食しよくしていく。


　利條は呪じゆ力りよくのすべてを手の平に注ぎ込み、陽甲を蝕むしばむそれにぶつけた。それでも、塊は弱まる兆きざしを見せない。


（もはや、私わたくし一人の力では……）


　驚きよう愕がくが絶望に変わった時、


「利條様、晄殿──！」


　累焰が戸口に姿を現した。累焰は室内の光景に一いつ瞬しゆん目を剝むいた。彼は、鸞や利條と同じく晄をとりまく光や陽甲の体内で蠢く塊が視えるのだ。


「累焰、手伝ってください！　私わたくし一人では、抑おさえきれませぬ」


　利條が叫んだ。


　累焰は陽甲に駆け寄り、利條とともに陽甲の身体を手の平で撫でる。陽甲の体内に棲すむ塊が蠢くことを止やめ、少しずつ収縮を始める。


「今の内に、晄を連れてお逃にげなさい。早く！」


　利條が言った。


　汪李は晄を横よこ抱だきにして、戸口へと走った。鸞もその後に続く。


　後宮から出た途端、晄は身体がすっと軽くなるのを感じた。


「もう大丈夫だよ。下ろして」


　晄は荒あらい息をつき、額の汗を手の甲でぬぐった。


『大丈夫か？』


　汪李は晄を地面に立たせ、心配げに顔をのぞき込む。


　一足遅おくれて、煒白も後宮から出てきた。


『何があったのだ？』


「わからない……。何かが、俺の中で戦っていた……」


　晄はまだ震えている手で、自分の胸を押さえる。


『晄をとりまく河伯の加護と共工の気とが、せめぎ合っていました。そして──』


　鸞が言った。


『陽甲王の中に何かが棲んでいて、共工の気はそれに引かれているようでした』


　晄たちは顔を見合わせる。


「どういうこと……？　王様の中に棲んでいるものって、いったい──」
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「陽甲様の中には、何がいるのでございます？」


　累焰は、夜具の上で昏こん々こんと眠ねむる陽甲を見下ろした。疲つかれ果てているのか、陽甲の顔は土気色で、目の下の影も濃こさを増している。


　憂うれえた視線を陽甲に注いだまま、利條はなかなか答えなかった。


「神々の気とは、人でいうところの血肉にあたると聞き及およんでおりまする。晄殿に取り憑ついている共工の気が、陽甲様の中にいるものに引かれているということは、もしや──」


　累焰は目を細めて、陽甲の腹の辺りに凝こる塊を注視する。先刻、手の平をあててこれを鎮しずめた時に、累焰はそれが肉体を求めて喘あえいでいるのを感じた。これの正体について、自分なりの答えは出していたが、祈いのるような気持ちで利條が否定してくれるのを待つ。


「共工の核かく──意思にあたるものでしょう」


　苦く渋じゆうに満みちた声で、利條はようやく言った。


「やはり……」


　累焰は唇を嚙かむ。


「いったい、いつ陽甲様の身に共工が入り込んだのでございます？」


　陽甲の周りには呪力を持つ貞てい人じんが常に侍はべり、亜あ職しよくの者や眉び軍兵が王城を護まもっている。いくら神といえども、そうやすやすと王に取り憑くことはできないはずだ。


「わかりませぬ。主上が初めて発ほつ作さを起こしたのは、章玄が出しゆつ奔ぽんして間もなくの頃ころでした。その時、主上は亳邑にあらせられたゆえ、その折かもしれませぬ。もしくは、十六年前、河伯と戦って滅ほろびかけた時──」


　十六年前、先代の南庚王を呪殺したのは章玄である。彼は共工を召しよう喚かんして、御み子この暗殺をも目もく論ろみ、結果、共工は河伯に敗れ、共工の気は晄と炅の中に入ったのだ。


「核は章玄の手に渡わたり、彼は、当時王太子だった主上の中に隠かくし入れたということも考えられます」


「どちらにしても、章玄は十五年間、共工の核を封ふう印いんしておいたということになりまする。ではなぜ、今いま頃ごろになって封印を解き、共工をこの世に蘇よみがえらせようと──」


「炎えん招しよう戈かの使い手が現れたからではないでしょうか」


　章玄は、単に中原の覇は者しやになろうとしているだけなのか、それとも伏義や女媧に敵対する神々の手先として動いているのかはわからないが、炎招戈の使い手に対たい抗こうするために、共工の力が必要になったのだろうと、利條は言った。


「この核が、晄殿の身体にまとわる気と交われば、共工は蘇ってしまうのでございましょうか？」


「おそらく──。けれど、晄に憑いている気の量は少なく、主上の中にいる核もまだ幼子のように未熟ゆえ、蘇ったとしても不完全なものでしょう。だから章玄は、先に晄の命を奪うばい、彼に取り憑いている気を炅に移そうとしているのだと思います」


「どういうことでございますか？」


「章玄は、主上の中で共工が育つのを待っているのです」


　累焰は言葉を失った。この殷を滅ぼそうとする神を、他ほかならぬ殷の王が育てているのである。


　陽甲が王でなければ、共工の核が十分に育っていない今のうちに、利條は陽甲ごと共工を滅ぼしただろう。しかし、王に生しよう涯がいの忠誠を誓ちかった大だい史し令れいに、陽甲を弑し逆ぎやくすることなどできるはずもない。


「誰だれにも言ってはなりませぬ。主上が共工に取り憑かれていることが公おおやけになれば、国が滅びます」


　利條は悲痛な眼まな差ざしで累焰を見つめる。


「なれど──」


「これは私わたくしが祓はらいます。この命に代かえても、必ず──」
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「──と、いうわけなんだ。利條様は、結局夕べは帰って来なかったから、お目玉を食くらわずに済んだんだけどね」


　翌朝、利條の屋や敷しきを訪おとずれた楓牙と累焰に、晄は昨夜のできごとを語った。也真には「最後の日だから」と言って、王都見物に行かせてある。


「利條様が言っていた、共工配下の妖あやかしって、まさか王様の中にいるあれなんてことはないよね」


　晄は累焰に尋たずねた。


「いいえ。利條様が仰おつしやるには、陽甲様は章玄に裏切られたことがきっかけで、お心が陰いんに偏かたより、凝ってしまったらしいとのこと。あれは妖ではありませぬ」


　累焰は軽く笑って頭かぶりを振ふった。


「そっか。だから俺に取り憑いてる共工の気と引かれ合ったのか──」


　この世には陰いん陽よう二つの気があり、それらは光と影かげのように相反するものでありながら、一方がなければ、もう一方も存在できない。通常、陰陽二つの気は均きん衡こうを保ちながら動き、その動きがこの世のすべてのものを消長盛せい衰すいさせている。


　人の身体からだや心も陰陽の動きに支配され、均衡が崩くずれて陰に偏ると気き鬱うつになったり、病にかかりやすくなったりするという。


　水神共工は、陰に属する神なので、陰の気で凝った陽甲の心と共鳴してしまったのかもしれない。


『そうかなー。何かもっと恐おそろしげな感じだったけど──。鸞の幻げん術じゆつも効かなかったし』


　鳳は腕うでを組んで首を傾かしげる。


「利條様を始め、貞人の皆みな様さま方が今、陽甲様のお心を癒いやす手立てを探していらっしゃいます。陽甲様らしからぬお振る舞まいに、お腹立ちのこともありましょうが、どうかもうしばらく御ご辛しん抱ぼうくださいませ」


「せめて、梓羅々っていうお妃様が贅ぜい沢たくしないで、逆に王様にいい助言をしてくれればいいのになー」


　そうすれば、陽甲の心が病やんでいても、民たみ人びとが苦しむようなことにはならないだろう。


『楓牙は夕べ、梓羅々とそういう話をしたのではないのか？』


　煒白が楓牙に尋ねた。


「ええーっ？　あの時、梓羅々様は楓牙のとこにいたのっ!?」


　晄も、鳳も汪李も一いつ斉せいに楓牙を振り向く。いつも冷静な累焰が、限界まで目を見開いて口をぱくぱくさせた。


「ああ、まあ……そうだ」


　楓牙は決まり悪そうに答えた。


『今朝は何だか静かだなーと思ったんだけど──。それって、宴うたげの飲み疲づかれじゃなかったわけ？』


　鳳が、意味ありげに楓牙の顔をのぞき込み、楓牙は「どういう意味だ？」と、鳳を睨にらみ返す。


「主上に逆らわず、味方になれと言われた。晄と関かかわるなと言うので断った」


『それだけ？』


「それだけだ」


　汪李と鳳は、疑わしげな視線をじーっと楓牙に注ぎ、


「本当だ！　ありったけの理性と根こん性じようを振り絞しぼった」


　楓牙はむきになって反論する。


「王の寵ちよう姫きを手なずけるなどというような真ま似ねは、私にはできん。その上、梓羅々は、晄が炎招戈の使い手であることを知っていて、私に関わるなと言ったのだ。いくらなんでも怪あやしすぎるだろう」


『まー、そうかも。けど、そんな言い訳、莉由に通用するかどうか……』


　鳳は思案に暮れるふりをし、


「頼たのむから、莉由には内ない緒しよにしておいてくれ……」


　と、楓牙は小声で言った。


『梓羅々は要注意だな。陽甲の発作を止められると聞くし、ただ者ではなさそうだ』


　汪李は難しい顔で王城の方を見やる。


　そんな会話を聞きながら、累焰は楓牙の未来に暗い影が落ちているのを視みる。


（もしや梓羅々殿は、人ではなく、陽甲様の中に棲すむ共工の核を育てるために、王城に参った妖なのでは──）


　そうだとしたら、共工に関わる妖の手が、楓牙にも伸のびたことになる。


　敵が人間ならば、楓牙が負けるはずはないし、並の妖であれば、いくらでも自分が相手をしよう。けれど、炎招戈の使い手が戦う相手は、伏義や女媧に匹ひつ敵てきする力を持つ神なのだ。


　どんなに楓牙が武芸に秀ひいでようと、自分に占せん術じゆつの才があろうと、所しよ詮せんはただの人である。妖を滅ぼす聖なる戈ほこを与あたえられたわけでもなく、神々と戦う力を持った妖に護まもられているわけでもない。


　晄が立っているのは、神々の世界だ。人が足を踏ふみ入れられる領域ではない。


（晄殿とともにいては、いつか楓牙様のお命も危あやうくなるのでは……）


　累焰は言いしれぬ不安におののいた。





　　　　[image: ]





「人が、神の力に及およぶわけないのに──」


　炅は、冷れい笑しようを浮うかべた。


　険しい山に挟はさまれ、黄河は濁だく流りゆうを渦うず巻まかせて流れていた。その中に屹きつ立りつする二つの巨きよ石せきの一方、鬼き石せきの上に炅はいた。


　まだ日のある時刻だが、炅の頭上には無数の蝙蝠こうもりに似た妖が舞まっていた。寓ぐうである。


　炅の視線の先にあるのは、自分とさほど変わらない大きさの三つの青銅の像だった。足元の石は激しい濁流に洗われながらも微び動どうだにしていなかったが、度朔山の邪じや神しんや妖を見張るという二人の神と一頭の虎とらの像は細かく震ふるえている。異界から見えない力が青銅の像を押し、像はそれに抗あらがっているのである。


　炅は右手を伸ばし、その手の平を像に向ける。


　手の平に、小さな水の粒つぶが生まれ、それは渦うずを巻きながら次し第だいに量を増していく。人の頭ほどに成長した渦が、とぐろを巻く蛇へびの形に変わった。透とう明めいな水の蛇である。禍まが々まがしい気を放つその蛇が、ザッと飛沫しぶきを散らして炅の手から離はなれた。


　パシッと、鋭するどい音を発し、水の蛇は青銅の像にぶつかり、水すい滴てきとなって弾はじけた。神々を模した青銅の像に亀き裂れつが走る。細かく震えながら、像はバラバラと砕くだけて石の上に落ちていく。


　オオオン──と、炅の耳に妖の歓かん喜きの声が届いた。


「ふん」


　炅は青銅の塊かたまりを一いち瞥べつし、続いて神の力を得た手の平に視線を落とす。


　空を舞う寓ぐうの大群が、炅の周囲に舞い降りその身を包む。やがて寓の群れは鬼石を離れ、音もなく、空の彼方かなたへと飛んで行った。








　その時、舜は陝邑城の一室で、家から運び込んだ青銅の鉞まさかりや盾たて、刀とう剣けんなどの手入れをしていた。晄が留守の間、彼は朝夕欠かさず、鬼石の上に置いた呪具の様子を見に行き、昼は畑仕事の手伝いをして日々を過ごしていたのである。その日も三門峡を見回り、何事もないことを確かめ、城に戻もどってきたばかりだった。


　お気に入りのびっくりまなこの盾を磨みがいていると、突とつ然ぜん、頭の隅すみで青銅が割れる音がした。


「呪具が──」


　耳を澄すまし、舜は鬼石に置いた呪具から発せられていた術の気配が、失うせていることを知る。


（誰だれかが、呪具を壊こわした……？）


　呪具として作られた青銅器が、容易たやすく壊れるはずはない。よほど力のある者の仕し業わざだと思われた。


　舜は、磨いていた盾や剣けんなどを持ち、急いで部屋を出る。途と中ちゆう、莉由に外出を告げようと、厨くりやに寄ると、莉由は洗いかけの菜っ葉を手にしたまま、北の方角に目を凝こらしていた。


「莉由ちゃん？」


「お兄ちゃん、大変──。あの赤くて大きいものが、穴から出てしまった。もうすぐここへやって来るわ──」


　莉由は、壁かべを透すかして三門峡の方角をじっと見つめながら、震える声でそう言った。





　ほぼ同時刻──。


　終南山のふもとで、銅山掘ほりに向かおうとしていた男たちは、以前に間ま違ちがえて掘り当ててしまった泉から、うっすらと湯気が立っていることに気づいて、そこへ歩み寄った。


　焉の発案で、その泉から街まで長い竹たけ筒づつを通し、水を引いて生活用水として使っているので、泉に異常があったら、すぐに城下の者に知らせなければならない。


「温かいな」


　泉に手を差し入れた男は、怪け訝げんな顔をした。


「別に汚よごれてるような様子もないし──、温かいなら、風ふ呂ろを沸わかす手間が省けていいんじゃないか？」


「けど……おい。何だか様子が変だぜ」


　男たちの見ている前で、泉の底から泡あわが立ち始め、湯気が濃こさを増していく。


　見る見るうちに泉はぐつぐつと沸ふつ騰とうを始め、やがて熱湯が穴からどっと溢あふれた。


「あわわ──」


　男たちは後あと退ずさり、斧おのや鋤すきなどの穴あな掘ほりの道具を放ほうり出すと一目散に城下へと駆かけ戻って行った。





「いきなり黄河が増水を始めた、北の堤てい防ぼうが決けつ壊かいしそうだ！」


　城内で馬の世話をしていた焉のところに、陝邑城の北で版築の作業をしていた男たちが飛び込んできたのは、泉が沸いたという知らせが届くよりもほんの少し前のことだった。




　五　神獣、異界より来きたる







　パタパタと羽う毛もうのない翼つばさを羽ばたかせて、銀色の小さな蛇が数匹ひき、王都の夜空を舞っていた。長さも太さも人の腕うでほどの大きさで、背には白銀のたてがみが生え、額には細い二本の角が生えている。


　晄たちが小こ化か蛇だと呼ぶ、汪李の眷けん族ぞくである。


　昇のぼったばかりの丸い月が、小化蛇の銀の鱗うろこを煌きらめかせたが、王都には空を見上げて月を愛めでる者もなく、小化蛇は誰にも見み咎とがめられることなく、主あるじのもとへと飛んで行った。


「楓牙、王都の夜は今日で最後だよ。王城に帰らなくていいの？」


　晄は晏仲宛あてに書簡をしたためている楓牙に尋たずねた。彼は今日一日、王都の視察をしたり、母方の氏族の館やかたを訪おとずれたりした後、利條の屋や敷しきに戻って来てしまったのである。


「兄上たちとも、ゆっくり話したいことがあるのだが……」


　楓牙は気まずそうに答えた。


「そっか。夕べのことがあるもんね。今はまだ、梓羅々様に会いたくないよね」


　何気ない晄の言葉に、


「なに？　お前、あの王の寵姫と──？」


　部屋の隅で、ちびちびと晩ばん酌しやくを舐なめていた也真が膝ひざを乗り出した。


「頼たのむから大げさに反応しないでくれ。ただ話をしただけだ」


　楓牙は渋しぶい顔をする。


「王の妾しよう妃ひと年若い王の弟とが、夜中にいったいどんな話をするというんだ？」


　也真は探さぐるように楓牙を睨ねめつけ、


「それは……言えぬ」


　楓牙は口ごもる。炎えん招しよう戈かの使い手云うん々ぬんの話を、也真に詳くわしく説明することはできない。


「怪あやしい。帰ったら莉由に言ってやる」


「た、頼むからそれだけは──」


　楓牙が、ブンブンと顔を振ふった時、窓をコツコツと叩たたく音がした。


『我が眷族だ』


　晄の左ひだり腕うでで、小蛇姿の汪李が囁ささやいた。


「え？」


　小化蛇が人目もはばからずに訪ねて来るなど、ただ事ではない。


（まさか、三門峡のこと──？）


　也真の目を気にしている場合ではなかった。晄はバッと立ち上がると急いで窓を開ける。


　飛び込んで来た空飛ぶ蛇を見て、也真は目をまん丸に見開き、楓牙と累焰も驚おどろいた様子で、晄の頭上を旋せん回かいする小化蛇を見上げた。


　──鬼き門もんガ開イタ。鬼石ニ置イタ舜ノ呪具ヲ、炅ガ壊シタ。


　普ふ通つうの人間には聞こえない声で、小化蛇はそう言った。


「噓うそ──」


　晄は愕がく然ぜんと呟つぶやき、楓牙と累焰は「何があったのだ」と腰こしを浮うかせる。


「鬼門が開いたんだ。俺、陝邑に戻る」


　屋敷を飛び出しかけた晄を、「待て」と、也真が止めた。


「いきなりどういうことだ？　その妖あやかしは何なんだ？」


「ごめん。説明してる暇ひまはないんだ。君は楓牙たちと一いつ緒しよに後から来て」


　晄が答えると、


「いや、私も一緒に行く」


　楓牙は立ち上がり、「楓牙様！」と累焰は蒼そう白はくになった。


「馬ば鹿かにするのもいい加減にしろ！」


　也真が怒ど声せいを発した。


「呪のろいの腕うで輪わに呪いの戈ほこ、そこへ来て空飛ぶ蛇──。お前には何か秘密があって、殷の大だい史し令れいとそこの亳邑の王子は、それを知っている。なのに、俺には知らせない。どういうことだ？」


　狼おおかみのような眼めに睨みつけられ、晄は立ちすくむ。


「俺はお前の衛え士じだ。陝邑で何が起きたのか俺は知らなければならないし、お前につき従って守るのが俺の役目だ。お前が陝邑に戻るのなら、俺も戻る」


「…………わかった」


[image: ]


　晄はうなずいた。いずれ、陝邑で章玄や炅と戦うことになったら、焉と也真にはすべてを打ち明けなくてはならないと思っていた。その日が来たのだ。


「汪李、煒白、鸞──」


　晄の声に応じ、腕輪や脛すねあて、隠かくれていたひよこが人ひと形がたに変へん化げした。也真の手から觥さかずきがポロリと落ちる。


『晄を守るのが役目だと？　偉えらそうに、人間風ふ情ぜいが──』


　汪李は不快そうだった。


『妬やくことはないだろう。汪李が、晄の守もり役の筆頭であることに変わりはない』


　煒白は笑って、汪李をなだめる。


『守り役の一番は汪李だけど、友だちの一番はおれだ──と、鳳が言っています』


　鸞は静かに微笑ほほえんだ。


「俺たちには、とんでもない敵がいるんだ。できれば君を巻き込みたくない」


　晄は真っ直すぐに也真を見つめ返す。


「敵かなわないと思ったら、すぐに逃にげるさ」


　平常心を取り戻もどしてはいたが、也真の笑えみは少しばかり引きつっていた。








「信じられん。まさか、飛んで帰るとは──」


　銀のたてがみにしがみつき、也真は月明かりに照らされた街を見下ろす。


　本ほん性しようを現した汪李の背に乗って、晄と也真、楓牙、累焰は黄河の上空を西に向かっていた。煒白は脛あての姿で晄の脚あしに巻きつき、鸞はひよこに戻って晄の懐ふところに入っている。


「煒白は、地上をこれと同じくらい速く走れるよ」


　晄が、三人の妖の正体について語ると、


「中原どころか、お前は大陸の覇は者しやになれるな」


　也真は驚きを隠さずに言った。


　今まで、そんなことを考えたこともなかったが、「それもいいかも……」と晄はふと呟く。


「そうしたら、身分の高い人たちに贅ぜい沢たくを止やめさせて、殷と鬼方や人方を仲良くさせて、食べ物がみんなに行き渡わたるようにして、祭さい祀しの時に人を犠ぎ牲せいに捧ささげるなんていう決まりはなくして──。すべての人が笑って暮らせる国をつくるんだけどな」


「大いなる夢物語だ。すべての人が笑えるような国などあり得ない」


　也真は嘲あざわらう。


「そうだね。個人の考えや気持ちを無視して、大陸の覇者なんか目指したら、戦いくさは避さけられない。人の命が失われるようなやり方で、王になるつもりはない」


　晄がそう言うと、也真は「ほう？」と意外そうに相づちを打った。


「それにね。俺を殺したいと思ってる人がいて、今回は、そいつが三門峡に呪じゆ詛そをかけて、妖を呼び出そうとしているんだ」


　小化蛇の話では、度朔山の妖はまだ現れていないということだが、黄河の水量が増しているという。


　晄は、自分が共工の気に取り憑つかれていることや、そのために命を狙ねらわれているということまでは告げなかった。余計な不安を抱いだかせたくなかったし、いつ終わるかわからない炅と自分との死し闘とうに巻き込みたくなかったからだ。


「相手は呪じゆ術じゆつ師しか──。ま、無理もない。十五の小こ童わつぱが、水すい妖ようの王だの平圃の神妖だの崑崙の鳳ほう鸞らんだのを使し役えきしてこの世を支配するなんて、普通は許せないだろう」


「もう、十六だけどね」


　小童──その言葉が晄の胸を刺さす。今までにも何度もそう言われた。事実その通りだ。炎招戈を得て、強大な妖を味方につけたところで、自分はただの子どもに過ぎない。


　いつか、評議の場で王と意見を闘わせられる地位に立ってやると決意したものの、共工復活を目もく論ろむものたちがいる限り、その夢は果たせない。


　今まで、章玄と炅に対して自分から戦いを挑いどんだことはなく、襲おそわれたら身を守るだけに留とどまっていた。けれどそれではいつまでたっても戦いは終わらず、苦しんでいる民たみ人びとを救うこともできない。


（あの二人を倒たおさなくちゃ──）


　晄はこの日、初めて彼らとの戦いを望んだ。








　その頃ころ、舜は崤山の頂で、月明かりを頼たよりに鉞まさかりや剣けん、盾たてなどの呪具を配していた。眼下の濁だく流りゆうは刻々と水位を増し、鬼門からは水音に混じって妖の声が舜の耳にさえ届くようになっていた。


「この程度の呪具では……」


　亳邑の家から持ってきた鉞や剣を並べながら、舜は唇くちびるを嚙かむ。呪具が生み出す力を鬼石に送っているが、こんなやり方では大した護まもりにはならない。強大な妖であれば、難なく術を破ってこちらへやって来てしまうだろう。


　しかし、大がかりな呪具を作る暇はなく、作ったとしても鬼石に運ぶ手段がない。


（呪具を壊こわされることを想定していませんでしたからね……）


　鬼石の上には、砕くだけた神々の像の破は片へんが散らばっていた。自分としてはかなりの傑けつ作さくだと思っていた。大鎚つちで叩こうが、呪詛を施ほどこそうが、人の力では絶対に壊せないという自信があった。


　しかし、現実には二体の神も虎とらも原形を留めぬほどに砕け散っている。


（あの少年の仕し業わざでしょうか）


　共工の力を身につけつつある炅以外に、あれらの呪具を壊せる者が思い当たらない。


「晄ちゃん……」


　妖が出現したら、晄に従う三人の妖の力が必要だ。だが、同時にそれは晄を危険にさらすことでもある。焦あせりと不安に苛さいなまれながら、舜は作業を再開した。








「土をもっと運べ！　木を伐きって丸太を積むんだ。急げ！」


　その頃、三門峡の東では焉が男たちと崩くずれかかった堤てい防ぼうの修復をしていた。小規模ではあるが、堤つつみのあちこちが決けつ壊かいし、水が溢あふれ始めていた。もはや、城下に水が流れ込むのは時間の問題だった。


「大雨が降ったわけでもねえのに、いったいどういうことなんだ──」


　焉は増水する一方の黄河を険しい顔で見やる。その時、


「お頭かしら！　あれを──何かが飛んで来ます！」


　もと手下の一人が東の空を指差した。


　見上げると、長細い巨きよ大だいなものが大きな翼つばさを羽ばたかせて、こちらに向かってやって来る。それは、月の光を浴びて銀色に輝かがやいていた。


「翼のある蛇──。化か蛇だか!?　まさか、この洪こう水ずいはあいつのせいじゃ──」


　焉は蒼白になった。化蛇が現れると洪水がおこるという言い伝えがあるのだ。


　昨年、亳邑に化蛇が現れたという噂うわさは耳にしていたが、初めて見る巨大な妖に、焉たちは恐おそろしさに身を震ふるわせ、目をそらすこともできずに化蛇に見入る。


　その妖が自分たちに向かって降下を始めた。男たちが「ひいい」と情けない声を上げる。


「噓だろ──」


　その背に晄や也真たちが乗っていることに気づいた焉は、驚おどろきすぎて恐きよう怖ふすらも忘れた。


　滑すべるように、黄こ金がね色の眼めと二本の角のある巨大な顔が通過し、銀の鱗うろこに覆おおわれた巨きよ体たいが、焉たちの目の前で停止した。


「焉！」


　背に乗っていた晄と也真、亳邑の王子とその従者が堤の上に飛び降りる。


　焉は口を半ば開け、目を限界まで見開いて、自分たちの領主を見る。背後の男たちの大半は腰こしを抜ぬかしてその場にへたり込んでいたが、彼はそのことに気づかなかった。


「驚かせてごめん。鬼き門もんが開いたって知らせを聞いて──」


「ここ晄……。俺はもしかして部屋で寝ねてて、夢を見てるのか？」


「違ちがう、現実。この化蛇が、俺の呪のろいの腕うで輪わの正体なんだ」


　晄が言うと、汪李は人形になり、


『言っておくが、去年、耿邑と[image: ]邑を襲った洪水も、今のこの黄河の増水も、我のせいではないぞ。我は雨も降らせずに洪水を起こすことはできぬ』


　黄金色の眼で焉たちを睥へい睨げいする。しかし、焉たちは驚きと、神と見み紛まがう汪李の美び貌ぼうに目を奪うばわれ、彼が何を言ったのかよく理解できなかった。


『晄、わたしは今から崑崙に行って息そく壌じようをもらってきます。煒白を貸してもらえませんか？』


　懐からひよこが顔を出し、月の化け身しんかと思われる美少女に変化した。


「息壌？」


『限りなく殖ふえ続ける土の妖あやかしだ。かつて、夏の禹王も洪水を止めるために使った』


　晄の問いに答えたのは、脛あてから変化した黒い肌はだの偉丈夫だった。


「そんなのがあるんだ。お願い、すぐに行ってきて」


　晄がうなずくと、戦士は栗くり毛げの馬に変化し、美少女を乗せると西に向かって凄すさまじい速度で駆かけて行った。


「いいい煒白──？」


　焉は啞あ然ぜんとして、晄の愛馬の背を見送る。


「騙だましててごめん。あの女の子に見える妖、あれは鳳なんだ。今は鸞だけど──。詳くわしい説明は後でする。俺は三門峡に行くから、焉たちは街に残ってる人を高台へ避ひ難なんさせて」


　晄はそう言うと、汪李とともに駆け出した。楓牙と累焰もその後に続き、残された焉たちは、呆ぼう然ぜんとその場に立ちすくむ。


「さて、どうするんだ？」


　也真が、探さぐるように焉の顔をのぞき込んだ。


「どうするって……？」


　焉はまだ、晄たちが消えた闇やみの奥をぼんやりと見ていた。


「あいつは、三匹びきの妖を飼っていて、それをずっと黙だまっていたんだぞ。おまけに、あいつにはものすごい呪術師の敵がいて、黄河が増水してるのはそいつのせいらしいんだ。そんな小童を領主として認め、これから先もついていくつもりか？」


　也真に問われ、焉は也真に視線を移す。しかし彼は、也真を見つめたまましばらく答えなかった。


「…………晄さんは、何で俺に打ち明けてくれなかったんだろう」


　ようやく発した言葉は、問いに対する答えになっていなかった。


「巻き込みたくない──と、俺には言っていたがな」


「あの小童──」


　虚うつろだった焉の表情に怒いかりが生まれ、次し第だいに膨ふくれあがっていく。


「今さら、何だってんだ。こん畜ちく生しよう、舐なめやがって──！」


　いきなり悪態をつき始めた焉を見て、也真は目を瞬またたく。


「巻き込みたくないだと!?　ケツの青い童のくせに、生意気なっ。俺がいなきゃ、百人からの流る人にんどもを、まともに働かせることもできねえくせに」


「同感だ」


　也真は真ま面じ目め顔でうなずいた。


「あいつは、分をわきまえねえで、死罪になるはずの盗ぬすつ人との命いのち乞ごいをしたり、王に喧けん嘩かを売りに行ったりする阿あ呆ほう者だ。俺がついてなきゃ、陝邑の民たみが路頭に迷っちまう。むかっ腹は立つが、あいつが一人前になるまでそばについててやるさ」


　焉は、手にしていた鋤すきを握にぎり直すと、ぼうっと座り込んでいる男たちに向き直った。


「野や郎ろうども、蛇へびだの馬だのひよこだのに驚いている場合じゃねえ！　城下へ戻もどって避難の準備だ。急げ!!」


　彼は鋤を振ふり上げて号令すると、男たちを従えて堤を駆け下りた。


「そう来たか──。我が領主殿は、一人では何もできない小童だが、人を見る目と、その者を動かす才はあるのだな」


　思わず微笑ほほえんでいる自分に気づき、也真はそれを苦く笑しように変えた。








　朝日が昇のぼった。


　崤山の頂に立ち、晄と楓牙は、鬼き石せきの上で呪じゆ術じゆつを行う舜と累焰に視線を注ぐ。


　舜は、鼎かなえで供く物もつの肉を調理し、焼けた肉を簋きに載のせたり、卣ゆうの酒を觥さかずきに注ぎ鬼石にかけたりしていた。新しく持ち込んだ呪具は、舜が汪李に頼たのんで昨夜のうちに運ばせた物である。


　並んだ供物の前に端たん座ざし、累焰は呪を詠えい唱しようする。二人は共同で祭さい祀しを行い、鬼石の護りを強化しているのだ。


「効いているのかな……？」


　晄は不安げに呟いた。昨夜から不ふ眠みん不ふ休きゆうで祭祀を行っているにもかかわらず、黄河の水位は刻々と上がっていた。汪李の話では、鬼門から異界の水が流れ込んでいるという。


　下流ではあちこちで堤が決壊し、晄は汪李とともに、先刻まで崩れた堤防の修復をしていたが、一カ所を直せば別の場所が壊れ、すでに手の施しようのない状態に陥おちいっていた。今も汪李は小化蛇を総動員して堤を補強している。城下の民は終南山へ避難したが、これ以上水位が上がって大規模な洪水になれば、家や畑が流されてしまう。


（舜兄、累焰。お願い、鬼門を閉じて──）


　晄は祈いのるような気持ちで、二人の呪術を見守る。


　やがて、蹄ひづめの音がして、崤山の北斜しや面めんに鳳を乗せた煒白が姿を現した。垂直に近い急斜面を、煒白は難なく駆け下りる。


「煒白、鳳──」


　晄は煒白に駆け寄ると、


『待たせたな。西せい王おう母ぼ様に息壌を分けてもらったぞ』


　鳳は、煒白に乗ったまま、手の平に載のせた土の塊かたまりを晄たちに見せる。妖だというが目も鼻も口もなく、まったくただの土にしか見えない。


「そんな小さなもので、水を止められるのか？」


　楓牙も不思議そうだった。


『水を吸って限りなく殖えて行く。けど、ゆっくりにしか殖えねーから、増水に追いつくかどうか──』


「とにかく行こう。楓牙、舜兄たちを頼むね」


　晄は鳳の後ろに跳とび乗り、細い山道を駆け下りた。


　三門峡下流の河岸では、小化蛇が川底の泥どろを搔かいては堤へ押し上げていた。しかし、激しい水流が、積み上げた泥をすぐにさらってしまう。


　水中から巨大な化蛇の姿の汪李が顔を出した。


『異界の水の量が増えている。鬼門が広がっているらしい。このままでは下流の邑むらがすべて水すい没ぼつするぞ』


「鳳、急いで！」


　晄と鳳は煒白から飛び降り、鳳は崩くずれゆく堤つつみに立つと『堤に沿そって殖ふえろ』と、息壌に呼びかけ、堤の縁ふちにそれを置いた。


　黄おう褐かつ色しよくの水が息壌にかかる。


　ただの土の塊にしか見えなかった息壌が、もぞもぞと動き始めた。それは次第に膨ぼう張ちようし、鳳の言葉に従ってゆっくりと水際に沿って延びていく。


『しばらくはしのげそうだな。だが、鬼門を閉じなきゃ、いずれ水が溢あふれる』


　少しずつ高さと長さを増していく息壌の先せん端たんを目で追いながら、鳳は硬かたい声で言った。








「大変だ。累焰さんが倒たおれたって──」


　領民たちが避難していた高台に累焰が担かつぎ込まれたのは、日が暮れて間もなくの頃ころだった。


　終南山のふもとの森の中に、簡単な小屋をいくつか造って、洪こう水ずいの恐おそれが去るまで、領民たちはそこで寝ね泊とまりすることになっていた。たまたま、その避ひ難なん所じよを訪おとずれていた晄は、知らせを聞いて累焰が担ぎ込まれたという小屋に駆けつける。


　戸の代わりに出入り口にぶら下がった布をまくると、ちょうど汪李が累焰を床ゆかに寝かせようとしているところだった。累焰の顔は青白く、目を閉じてぐったりとしている。そばには楓牙がつき添っていた。


「いくら休めと言っても聞かず──」


　楓牙の声は苦く渋じゆうに満みちていた。


「ずっと祭祀をしていたの!?　舜兄は？」


『まだ鬼石の上だ』


　小こ化か蛇だから累焰が倒れたと聞いて鬼石へ駆けつけ、汪李は、舜も一いつ緒しよに避難所に連れて行こうとしたのだが、舜は頑がんとして呪術を続けると言い張り、取りあえず累焰だけをここへ運んで来たところだという。


「止めなきゃ──」


　呪術は、術師の呪じゆ力りよくと体力を激しく消しよう耗もうさせる。祈りを捧ささげる累焰に比べ、呪具を操あやつる舜の方が呪力の消耗が少ないとは言え、丸一日眠ねむらずに呪術を行うのは無理だ。


　晄は小屋を飛び出し、馬に変へん化げした煒白に跳び乗った。汪李も背から翼つばさを生やして晄の後に続く。


　崤山の頂から、昇ったばかりの月明かりを頼たよりに三門峡を望むと、鬼石の上で、舜が觥に酒さけを酌くんでは鬼石に注いでいる姿が見えた。


「汪李、舜兄を連れてきて！」


　晄の声に応じ、汪李は鬼石まで飛ぶと、有う無むを言わさず舜をさらって戻って来た。晄は、煒白から下りて、地面に降ろされた途と端たんにくずおれた舜を支える。


　舜の顔は別人のようにやつれ、汗あせの浮ういた額にはほつれた髪かみが貼はり付いていた。


「どうしても、鬼き門もんが閉じません……」


　荒あらい息をつきながら、舜は絞しぼり出すような声でそう言った。


　晄の腰こしで炎えん招しよう戈かが熱を持ち、淡あわい光を放ち始めていた。








「出てきてはだめ……。ここはあなたの来る所じゃないわ……」


　その頃、莉由は終南山の山道を泉に向かって登っていた。彼女には、自分が泉に向かう理由がわからない。ただ、恐ろしい不安に突つき動かされ、たった一人で避難所を出てきてしまったのだ。


　泉に近づくにつれて、不安はますます募つのっていった。


　何かが、もうそこまでやって来ていた。熱く、赤く、出口を求めて焦あせっている。


　莉由は前方の斜面を見上げて瞠どう目もくした。泉のある場所が、熾おき火びのような赤黒い光を放ち、もうもうと湯気が立ち上っている。さらに数歩進んだが、そこから発せられる熱のせいで、それ以上は近づけなかった。


　泉から煮にえたぎる湯が迸ほとばしり、周しゆう縁えんの土が溶とけて赤黒くぐつぐつと沸わき始めた。地鳴りのような低い音とともに、足元の地面が震しん動どうする。


「来ないで！」


　莉由が叫さけんだ時、凄すさまじい轟ごう音おんとともに、突とつ如じよ、泉から炎が噴ふき上がった。








「今の音は!?」


　足元を揺ゆるがす轟音に、晄はバッと振ふり返った。


　終南山のふもとの辺りで、真っ赤な火の柱が噴き上がっていた。


「……あれは……何？」


　深しん淵えんのような闇やみの中、火柱に押し上げられるようにして現れたものを見て、晄は目を瞠みはった。


　輝かがやく紅の色をしたそれは、大きさも形も、汪李の本ほん性しように似ていた。背には炎のたてがみをまとわりつかせ、羽う毛もうのない一いつ対ついの翼が生えている。しかし化蛇とは異なり、胸と腹の辺りに短い四し肢しがあった。手足ともに三本指で、湾わん曲きよくした鋭するどい爪つめが伸のびている。


『赤せき龍りゆうだ。度朔山からやって来たらしい』


　上じよう昇しようを続ける巨きよ大だいな妖あやかしを、目で追いながら煒白が言った。


　赤龍が咆ほう哮こうした。ゴオッと突とつ風ぷうが吹ふく時のような声とともに、赤龍の口こう腔こうから炎が噴き上がる。バラバラと炎の塊が地上に降り注いだ。


　終南山のふもとに落ちた炎が燃え広がっていくのを見て、晄は目を剝むいた。森に火がついたのだ。


「急いで火を消しに行ってください！　避難所が火事になってしまいます！」


　舜が叫んだ。


「舜兄は？」


「僕はここに残ります。鬼き石せきを護まもらなくてはなりません」


　舜の容態は心配だったが、洪水の恐れがある城下や、火事になるかもしれない避難所へ運ぶよりも、崤山の頂上にいる方が安全かもしれない。


「──わかった。煒白、舜兄を頼たのむね」


　晄はそう言うと、本性を現した汪李の背に乗り、終南山に向かって飛び立った。


　険しい表情で弟の背を見送ると、舜は人ひと形がたになった煒白を振り向く。


「煒白さん。鬼石まで跳べませんか？　申し訳ありませんが、急いで鬼石の上から剣けんと鉞まさかりと盾たてを取ってきてほしいんですけど」


『もちろん』


　煒白には、舜が呪具を手元に置きたい理由がわかっていた。彼は、神しん妖ようが持つ凄まじい脚きやく力りよくで鬼石まで跳ちよう躍やくすると、素す早ばやく剣と鉞、盾を拾い集めた。舜のもとに戻もどる前に、煒白は対岸にそびえる中条山の頂に視線を走らせる。


　驚きよう異い的な視力を持つ煒白は、そこに玄げん端たんに身を包んだ貴人が、獲え物ものを狙ねらう虎とらのような目で鬼石を見つめていることに気づいていた。








「落ち着け！　下手へたに逃にげれば、かえって炎にまかれるぞ！」


　避難所では、突とつ然ぜん現れた紅の龍に加え、森のあちこちで火の手が上がり、民たみが恐きよう慌こう状態に陥おちいっていた。闇やみ雲くもに飛び出そうとする人々を、楓牙と焉が小屋の間を駆かけ回りながら、必死で鎮しずめる。


「もう一いつ匹ぴき来た！　今度は銀色の！」


　恐ろしげな子どもの声に、楓牙や領民たちは一いつ斉せいに空を見上げた。


　月の光に白銀の鱗うろこを煌きらめかせ、汪李が夜空を滑かつ空くうして来た。目を凝こらせば、その背には晄の姿がある。


「案ずるな。あれは晄に従っている化蛇だ。彼が火を消してくれる」


「いい妖なの？」


　子どもの問いに、楓牙はしばし躊ちゆう躇ちよした後、「味方だ」と答えた。自分もそうだが、晄は自分たちの都合で善悪を決めつけることを嫌いやがるからだ。


　汪李が、雷らい鳴めいのような声で咆哮した。女や子どもたちが耳をふさいで悲鳴を上げる。見る間に空に黒雲が湧き、大おお粒つぶの雨が森に降り注いだ。


　雨は瞬またたく間に山火事を消した。黒い煙けむりとともに生木のいぶる臭においが漂ただよって来る。


「晄兄ちゃん、すごい──」


　その子どもも周囲の大人たちも、啞あ然ぜんとして巨大な空飛ぶ蛇と、それに乗る領主に見入った。








「火は消えたみたいだ」


　汪李の背にまたがり、地上を一通り眺ながめると、晄は赤龍に目を移す。赤龍は、汪李が喚よんだ黒雲の手前まで上昇すると、空中で停止し、炎の色をした眼めを晄に据すえた。赤龍の全身から、殺気が迸る。


『お前が当代の炎招戈の使い手か』


　赤龍の声に、晄は愕がく然ぜんとした。これまで、晄は数多くの妖と戦ってきたが、汪李や煒白を含ふくめ、みな章玄の呪じゆ術じゆつによって操られるか、もしくは命じられて晄を襲おそった。自らの意思で炎招戈の使い手を殺そうとする妖に出会ったのは初めてだったからだ。


「君は……なぜ、炎招戈の使い手を殺そうとするの……？」


　愚ぐ問もんだと自分でも思ったが、訊きかずにはいられなかった。


『我らは、天界の統治を共工様の手に委ゆだねたいと願うもの。伏義と女媧に与くみする炎招戈の使い手は、古いにしえより我らの敵だ』


　淡たん々たんとした口調だった。そこには怒いかりや怨うらみなどの感情がまったく含まれていなかった。


「どうしても戦わなくちゃならない？」


　晄は、赤龍と戦いたくなかった。陝邑の民を危険にさらしたくなかったからだが、それだけではなく、この赤龍からは邪じや悪あくさが微み塵じんも感じられなかったからだ。


『晄、こういう相手には、説得は通用しない。初めから属する陣じん営えいが異なるのだ。滅ほろぼすつもりで向かわねば死ぬぞ』


　赤龍から目を離はなさずに、汪李が言った。


『先代の炎招戈の使い手にも同じことを問われたな。そして、化か蛇だの王よ、お前もまた同じことを言って成湯を叱しつ咤たした。あの時の光景がつい先刻のことのように思い出される』


　赤龍が口くちの端はを歪ゆがめる。笑ったのかもしれない。


『ほう？　我は成湯とかいう男にも仕えていたのか』


『成湯が死んだ後に、化蛇は眷けん族ぞくもろとも自ら異界に身を投じたと聞いていたが、眠ねむっている間にすべて忘れたか。我は、化蛇の王と再び相まみえるために、召しよう喚かんに応じたというのに』


『それは悪いことをしたな。だが、我が異界で眠りについたのが成湯の死後ということは、前にお前と我とが戦った時、勝ったのは我ということなのだな？』


　挑ちよう発はつするつもりなのか、汪李はわざとらしく軽い口調で尋たずねた。


『そうだ。だが、此こ度たびは負けぬ』


　怒おこった様子も見せず、赤龍はそう答えると、たてがみの炎を消した。


『炅が来ます』


　それまでひよこ姿で懐に入っていた鸞が、首だけ出して空を見上げた。


「炅が!?」


　鸞の視線の先には、一ひと塊かたまりになってやって来る蝙蝠こうもりに似た妖の群れがあった。寓ぐうだ。


　寓の群れは赤龍の背に留まり、やがてそこに一人の少年を置いて散っていく。


「どうしても、僕の手でお前を殺したくてね」


　憎ぞう悪おに歪んだ笑えみを唇くちびるの端に浮うかべ、炅は言った。


「炅──」


　晄は拳こぶしを握にぎる。


（今日こそは、決着をつけなくちゃ──）


　晄の望みは、王の暴政によって苦しむ殷の民を救うことだ。そのためにはまず、この戦いを終わらせなくてはならない。


「いい顔をしてるね。やっとやる気を出してくれた？」


　炅は嬉うれしそうに眼を細めた。


『卑ひ怯きようだぞ。我らがその少年を殺せぬことを知っていて、盾にするつもりか』


　汪李の黄こ金がね色の瞳ひとみに、怒りが点ともる。


『いくらでもそしるがいい。我は何としても共工様に顕けん現げんしていただきたいのだ』


　赤龍はそう言うと、大きく翼つばさをひと搔かきし、晄に向かってまっしぐらに突とつ進しんして来た。


　紅くれないの眼を晄に据えたまま、巨大な口腔を開く。ゴウッとその口から炎ほのおが吐はき出された。


　汪李は左に急旋せん回かいし、炎を避よける。バラバラと炎の塊かたまりが散り、汪李が雨を降らせてそれらを消す。赤龍はなおも汪李を追って来た。


　汪李が咆哮した。黒雲の間に雷らい光こうが奔り、一筋の稲いな妻ずまが赤龍の尾おを貫つらぬく。赤龍の身体からだが一いつ瞬しゆん跳はね上がった。しかしすぐに体勢を整え、赤龍は再び容よう赦しやのない炎の塊を吐く。


『赤龍の頭に雷いかずちを落とせば、あやつの力をある程度削そぐことはできるが、それでは炅も死ぬ』


　炎から逃のがれながら、汪李は言った。


「俺が赤龍の翼を断たつ──」


　晄は炎えん招しよう戈かを鞘さやから抜ぬいた。炎招戈は戦うべき相手を察しているのか、微かすかな熱を帯び、仄ほのかに輝かがやいていた。


「汪李、行って」


　晄は、炅に目を据え硬かたい声で言った。








「始まってしまいましたね……」


　崤山の頂で、舜は背後の空を肩かた越ごしに見やる。


　黒雲が月を覆おおい隠かくし、深しん淵えんのような闇やみの中を、白銀の化蛇と紅の龍が、白い稲妻と赤い炎を交こう錯さくさせながら乱らん舞ぶしていた。


（晄ちゃん、どうか無事でいてください）


　舜は、向き直ると凄すさまじい勢いで流れる黄河に視線を落とす。鬼石から下流の水位が極きよく端たんに上がっていた。鬼き門もんから流れ出る異界の水のせいだろう。この分では三門峡から東では土の妖あやかし、息そく壌じようの壁かべを越こし、水が溢あふれているに違ちがいない。


　異界の水は、度朔山の妖も連れて来ていた。水中から、蠃ら魚ぎよや騒魚などの魚の妖や、土ど螻ろう、[image: ]あつ窳ゆなど人ひと喰くいとして恐おそれられている妖が次々と現れ、煒白や小化蛇たちと戦っている。


　終南山の泉から赤龍が現れたのは、水すい剋こく火かの理ことわりから、炎を武器とする赤龍が黄河を避さけたためかもしれない。


　急いで鬼門を閉じなければ、下流の邑むらは水すい没ぼつし、度朔山の妖がみなこの世にやってきてしまう。しかし、今まで累焰と二人で鬼門を閉じようとあらゆる呪術を試ためしてみたが、どれも効かなかった。


（せめて、鬼石だけでも護まもらなくては──）


　舜は、遥はるか対岸の中条山の頂に目を移す。目には見えないが、そこに章玄がいて鬼石を壊こわそうと呪術を行っているのが彼にはわかる。


　舜はほとんど力の入らない腕うでで、盾たてをかざし、剣けんを鬼石に向かって突つき出した。見えない力が剣けん先さきから迸ほとばしり、鬼石に力を与あたえる。しかし、一いつ瞬しゆん後には章玄が新たな呪じゆ詛そを放ち、鬼石から力を削いでしまった。


　敵かなわない──。舜はその一手で、おのれと章玄との実力の差を知った。この差は、こちらが疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているせいではない。彼は自分よりも遥かに技わざが巧たくみなのだ。


（こうなったら、仕方ありません）


　呪じゆ物ぶつを用いない呪詛の場合、どんなに強力な呪詛でも、一つだけそれを解く方法がある。


　呪詛をかけた者の命を奪うばうことだ。ただしそれをすれば、術を返された時に、こちらの命も危あやうくなる。


（でも、今まで僕はこのやり方で負けたことはないんです）


　舜は、掲かかげた剣の先を中条山の頂に向けた。








　その頃ころ、煒白は三門峡よりもやや下流の河岸で、人面馬足の赤い牛、[image: ]あつ窳ゆの群れと対たい峙じしていた。形も大きさも牛に酷似しているが、その身体は赤く、人に似た顔は飢餓と破壊への衝動で凶悪に歪んでいた。


『我らを見て驚おどろかぬとは、お前、ただの人間ではないな。我らは腹が減っている。命が惜おしくばそこをどけ』


　先頭の[image: ]窳が、不敵な目で煒白を睨にらみつける。


『ここから先へ行かせるわけにはいかない。できれば殺せつ生しようはしたくない。おとなしく度朔山へ帰れ』


　煒白は両手を広げて一歩踏ふみ出す。彼は、舜と章玄との死し闘とうが始まったことに気づいていたが、人喰いの妖を放ほうって舜の加勢に行くことはできなかった。


『こしゃくな。人でなくとも構わぬ。まずはお前から喰くってやる』


　[image: ]窳が一いつ斉せいに襲いかかった。


　煒白は、最初に間合いに入った[image: ]窳の頰ほおを拳で殴なぐりつけた。普ふ通つうの妖であれば、それで難なく昏こん倒とうするはずだった。けれどその[image: ]窳は煒白の拳を平然と受け止め、さらに前ぜん肢しを振ふり上げて蹄ひづめで煒白の額を蹴けった。仰のけ反ぞった煒白の頭に別の[image: ]窳が鰐わにのような牙きばを立てて嚙かみつく。


（手加減していてはやられる──）


　煒白は頭に嚙みついていた[image: ]窳の髪かみをわしづかみにし、引きはがすともう片方の手でそれの前肢を持って、一気に引き裂さいた。飛び散った血飛沫が、煒白の黒い蓬ほう髪はつをぐっしょりと濡ぬらす。続いて左から襲おそって来た[image: ]窳の胴どうに、煒白は肘ひじまで拳をめり込ませた。


　[image: ]窳たちは軽く瞠どう目もくしたが、退ひく気配は見せなかった。古いにしえの天界の大戦争を戦い抜いてきた強つわ者ものたちである。この程度のことは恐れるに値あたいしないのだろう。


　煒白はタンと跳ちよう躍やくし、[image: ]窳の群れから間合いを取る。その身体が瞬しゆん時じに白い霧きりに包まれた。


　霧の中から、[image: ]窳たちの前に姿を現したのは、馬に似た体たい軀くに虎とらの四し肢しを持ち、額の中央には僅わずかに反った一本角が生えた神しん妖ようだった。瞳と尾は漆しつ黒こくだが、角も体毛も柔やわらかな光こう沢たくを孕はらんだ真しん珠じゆ色をしている。


『平圃の駮はくであったか』


　仇きゆう敵てきとの思わぬ邂かい逅こうに、[image: ]窳たちは剣けん呑のんそうに目を細めた。


『だが、いくら駮といえど、たった一頭で我らを止められると思うな』


　[image: ]窳たちの蹄が一斉に地を蹴った。








「これは土ど螻ろうか──？」


　突とつ如じよとして闇の奥から現れた四本角の羊に、楓牙は眉まゆをひそめた。羊ではない証拠に、それは四本の角と鰐わにのような鋭い牙を持っていた。吊り上がった目を血走らせて、土螻は少しずつ数を増し、避難所を囲んでいく。


「土螻って、あの人喰いの？」


　楓牙の呟つぶやきを聞いて、傍かたわらで焉が息を呑のむ気配がした。


「人の臭においに惹ひかれてやってきたのだろう。女と子どもを中心にして陣じんを組め。戦える者を集めろ」


　楓牙は土螻から目を離はなさず、焉に命ずると剣を抜いた。


「弓と剣を持って来い！　急げ」


　焉は小屋の中へ飛び込み、代わりに弓を手にした也真が楓牙の隣となりに並ぶ。


「巻き込みたくない──か。確かにこんなのに巻き込まれちゃかなわない」


　也真は、周囲の土螻を一通り眺ながめると、空を仰あおいだ。上空では白銀の化か蛇だと紅くれないの龍が雷と炎を放ちながら凄まじい戦いを繰くり広げている。


「その割には楽しそうではないか？」


　也真の唇に笑みが浮いているのを見て、楓牙は言った。


「不ふ謹きん慎しんだったか」


　也真は笑みを消さぬまま、三本の矢を一度につがえ、弓を構えた。


「まあ、よい。怯おびえて逃にげ出すよりはましだ」


　楓牙は剣を構えた。一頭の土螻が、飢うえた目を楓牙に据すえてじりじりと近づいて来る。


　土螻が跳躍した。同時に楓牙も踏みだし、突き出された四本角をかわすと、すれ違いざまに剣を一いつ閃せんさせる。頸くびを斬きられた土螻は大量の血を迸らせて、先刻の雨でできた水たまりにバシャリと落ちた。


「噂うわさには聞いていたが、さすがだな」


　也真は一いつ瞬しゆん瞠どう目もくしたが、すぐに弓を構え直した。仲間の血の臭いに刺し激げきされたのか、他ほかの土螻が一斉に襲いかかって来たのだ。背後で男たちの小さな悲鳴が上がる。


　也真が三本の矢を目にも留まらぬ速さで連射した。三本とも別の土螻の眉み間けんに突き刺ささるのを見て、楓牙は目を剝むいた。累焰に匹ひつ敵てきする射手だ。


（これほどの男が、なぜこれまでどこにも仕官しなかったのだ？）


　楓牙はふと也真の身上にそんな疑問を抱いだいたが、今は問いただしている場合ではない。数頭の土螻が迫せまっていた。楓牙は目の前の土螻の角を剣ではね上げると、その喉のどに剣を突き刺し、切っ先を薙なぐと、その勢いのまま左の土螻の頸を断つ。身を返し、右の土螻の頭頂に剣を叩たたき込んだ時、視界の隅すみに弓を構える累焰の姿が入った。


「何をしている！」


　楓牙は、四頭目の土螻の脇わき腹ばらを切り裂くと累焰に駆かけ寄った。


「まだ休んでいなければだめだ」


「大だい丈じよう夫ぶでございます。これほどの数の土螻を相手に、眉び軍兵でもない方々を戦わせるというのは無理というもの。わたくしが護りの呪じゆ術じゆつを施ほどこしますゆえ、しばらくの間、援えん護ごをお願いできますでしょうか」


　疲ひ労ろうの影かげをその顔に残したまま、累焰は四本の矢をまとめてつかみ、鏃やじりに向かって呪を唱え始めた。


「よせ。それ以上呪じゆ力りよくを使ったら──」


　楓牙は矢を取り上げようとしたが、累焰は止やめなかった。短い呪を唱え終わり、累焰は荒あらい息をつきながら弓に矢をつがえる。しかし、腕が震ふるえて狙ねらいが定まらない。


「貸せ、俺が射てやる」


　と手を出したのは也真だった。


「どこに当てればいいんだ？」


　也真は累焰から矢を受け取り、自分の弓につがえる。


「避難所の小屋を中心に、艮うしとら、巽たつみ、坤ひつじさる、乾いぬいの方角へ、すべてが同じ距きよ離りになるよう──」


　累焰が矢を打ち込む場所を指定すると、彼は寸分の狂くるいもなく的中させた。


　矢によって描えがかれた方形が見えない壁を作ったのか、土螻が近づかなくなった。


「なるほど、こういう仕組みか」


[image: ]


　也真は、恨うらめしそうな目を人間に注ぐ土螻たちを見回す。


「也真殿のお陰でございまする……」


　そう言う累焰の表情には、疲労とは別の影かげが色いろ濃こく滲にじみ出ていた。


（もう、わたくし一人の力では、楓牙様をお守りできない）


　昨日の懸け念ねんが、もう真実となってしまったことを悟り、累焰は唇くちびるを嚙んだ。








「逃げるばっかりじゃ、僕を倒たおせないよ」


　炅は楽しそうな笑えみを浮うかべて、手の平を晄に向ける。手の平の上で水の渦うずが生まれ、巨きよ大だいな蛇へびの形になる。炅の手から蛇が放たれた。それはまるで意思のある生き物のように、透すき通とおった目を晄に据え、凄すさまじい速度で宙を飛ひ翔しようした。


　晄は炎えん招しよう戈かを構え、迫る蛇を待ち受けた。蛇がカッと口を開けた。口の中には、水とは思えない鋭するどい牙が並んでいる。晄は蛇の頭に炎招戈を振り下ろした。


　キン！


　金属を叩くような音がして、蛇はザーッと形を崩くずし、もとの水となって炅の手の平に戻もどる。


（今の手て応ごたえは──？）


　晄は瞠目した。以前に水の蛇を炎招戈で断った時には、これほどの硬かたさは感じられなかったからだ。


（強くなっている……）


　ただの水に硬さを与あたえるなど、並の技わざではない。炅の中で、共工は力を取り戻しつつあり、それに伴ともなって炅の呪力が上がっているのだ。


　汪李が急きゆう上じよう昇しようした。それを赤せき龍りゆうが追う。口から吐はかれる炎が晄の背中に迫り、汪李が翼つばさをかざしてそれを遮さえぎる。化蛇の翼は鱗うろこと同じく灼しやく熱ねつの炎でも焼けることはない。傷をつけることができるのは、唯ゆい一いつ炎招戈だけだ。


　汪李は自らが喚よんだ雲の中に突つっ込むと、黒雲に紛まぎれて反転し、今度は急降下する。汪李は雲の下で赤龍を待ち受け、晄は炎招戈を構えると、雲から現れた赤龍の翼に斬りつけようとした。しかしその一いつ瞬しゆん前に、水の蛇が晄を襲い、晄は咄とつ嗟さに炎招戈をかざしたが、水圧に負けて汪李の背から弾はじき飛ばされる。


　晄は宙を舞まい、汪李が晄の下に身を滑すべらせてすくい上げた。


「くそっ」


　晄は額から落ちる水すい滴てきを手の甲こうで拭ぬぐい、間合いを計りながらゆっくりと旋せん回かいする赤龍を目で追う。


「鸞、赤龍と炅に幻げん術じゆつをかけられない？　眠ねむらせてその間に度朔山へ戻しちゃえないかな？」


『それがよ──』


　答えたのは鳳だった。


『赤龍って、思いっ切り陽に属する妖あやかしでさ。夜だっていうのに、無む理り矢や理りおれが引っ張り出されちまった。何か調子狂っちゃって、幻術は使えねえ』


　鸞に幻術をかけられることを恐おそれて、赤龍を召しよう喚かんしたのかもしれないと鳳は言った。


「共工は陰いんに属する神なのに──」


　晄と炅に取り憑ついている共工は水神であるため、強い陰の気を放つ。炅が水を操あやつれるのは、共工の力によるものだ。


『だから、赤龍の背中に乗っかってられんじゃねーの？　普ふ通つうの人間だったら、とっくに丸まる焦こげだぜ』


『我が大雨を降らせて、赤龍の炎を消し、陰いん気きを満たせばよいのだろうが──』


　それでは陝邑が水すい没ぼつしてしまう。北の砂さ漠ばくにでも場所を移せればその手も使えるが、炅は陝邑の民たみを盾たてに取り、それをさせないようにするだろう。


「どうしたの？　追いかけっこに飽あきちゃった？」


　炅は、攻せめあぐねている晄たちを嘲あざわらう。


「じゃ、そろそろ終わりにしようか」


　彼は、禍まが々まがしい瞳ひとみを細めると、まだ炎を噴ふいている終南山の泉に手の平を向けて呪を唱えた。


　泉から、立て続けに九つの火の塊かたまりが吐き出された。


　炎の中に三本足の鳥の影があるのを見て、


『げ、火か烏うかよ』


　と、鳳が呟いた。


「火烏？」


『太陽の化け身しんだ。大昔、太陽は十個あったんだ』


　ある時一度に十個の太陽が昇のぼり、地上が干ひからびる寸前に、羿げいという弓の名手が九つの太陽を射落としたのだという。


『さすがに太陽をやってた時の力はなさそうだが──』


　バサバサと羽ばたく度たびに火の粉をまき散らしながら、火烏が近づいてきた。九羽わの火烏は炅の前に並び、半円を描いて晄を取り囲む。


「これで最後だ」


　炅が楽しそうに笑んだ。


　九羽の火烏が、一いつ斉せいに晄に向かって飛んできた。汪李は翼で火烏を払はらい、一気に急上昇する。しかし飛翔速度は火烏の方が僅かに勝っていた。


　火烏たちが左脇わきから迫って来た。凄まじい熱風が吹ふきつけ、肌はだがひりひりと痛む。人ひと形がたになった鳳が晄に覆おおい被かぶさり、汪李が再び翼で火烏たちを払う。


『上等じゃねえか』


　鳳は顔を上げ、火烏を睨にらみつけた。


『日に関かかわる妖同士、どっちの力が上か試ためしてみようぜ』


　鳳は汪李の背の上に立った。見えない棒でも握にぎっているように両手の指を軽く曲げ、スッと腕うでを開く。彼の手の中に、日のように眩まぶしく輝かがやく光の槍やりが生まれた。


「夜なのに──」


　日の光を操る鳳は、昼間でなければ槍を作れないはずだった。


『腐くさっても火烏だからさ。あいつらの陽の気を分けてもらった。汪李、雨を降らせんなよ』


　鳳はニッと笑う。


　火烏たちが追いついて来た。鳳は狙いを定さだめ、光の槍を火烏たちに向かって投げる。


　日の光が、古いにしえの太陽の化身にぶつかり、凄まじい熱と光を放射した。


「うわっ」


　晄は熱さと眩しさとで思わず目を腕で覆う。


　恐る恐る目を開けると、遥はるかな地上に五羽の烏が黒い煙けむりを上げて墜おちていくのが見えた。


「すごい……太陽に勝った」


『あと、四羽』


　そう呟つぶやく鳳の声は硬かった。


　下方から四羽の火烏が、徐じよ々じよに距離を詰つめて来る。鳳は手の中に光の槍を作ったが、心なしか光が弱い。火烏の数が減ったため、陽の気が十分に得られないのだ。


　鳳は火烏たちを十分に引きつけ、槍を投げた。しかし、光と熱の小爆ばく発はつの後、墜ちたのは三羽だった。そして、残り一羽は晄ではなく、終南山に向かって羽ばたいて行く。


「避ひ難なん所じよを焼くつもりだ！」


　晄は青ざめた。


　鳳は手の中に槍を作ろうとしたが、弱々しい光の棒ができただけで、それもすぐに消えてしまう。


『だめだ、陽の気が足りねえ』


　しかし、赤龍が放つ気で、鸞に替かわることもできない。


「避難所を守らなくちゃ。汪李、急いで！」


　汪李が急降下に移った。彼はほとんど落下と同じ速度で降下し、羽ばたいて降りる火烏との距きよ離りを少しずつ詰める。火烏の向こうに、逃にげまどう領民たちと、彼らを避ひ難なんさせる楓牙と焉の姿が見えた。


　避難所の手前、地上すれすれの所で、汪李は火烏に追いついた。汪李は下から回り込み、翼で火烏を払いのける。火烏は火の粉を散らして吹っ飛び、周囲にたむろしていた土ど螻ろうが、甲かん高だかい声を上げながら散って行った。


　火烏の炎が森の木々に火を点つけた。汪李はすかさず雨を降らして火を消す。


　上空から、二匹ひきの水の蛇が晄をめがけて飛んできた。一いつ匹ぴき目の蛇の頭に炎招戈を振ふり下ろし、その頭を砕くだくと、晄は背をかがめて二匹目の蛇の頭をやり過ごす。腹を薙なごうと刃やいばを返したが、間に合わなかった。


（しまった──）


　刃から逃のがれた蛇は、避難所の小屋に激げき突とつした。水みず飛沫しぶきを上げて丸太の柱が砕け散る。


　避難所は恐きよう慌こう状態に陥おちいった。悲鳴と怒ど号ごうが飛び交かう中、


「護まもりの呪じゆ術じゆつがかかっているんじゃなかったのか!?」


　降り注ぐ水と丸太の破は片へんから顔をかばいながら也真が喚わめく。


「先刻の火烏の炎で、呪をかけた矢が焼けてしまったものと思われまする」


　累焰は、新たな護りの術を施ほどこそうと、鏃やじりに向かって呪を唱える。


「──ったく、やっかいな」


　也真は累焰から矢を受け取ると、小屋の外へ飛び出した。乾いぬいの方向に射た矢が焦こげていることを知ると、彼は新しい矢をつがえて弓を構える。


　その時、背後から一頭の土螻が也真に向かって跳ちよう躍やくした。殺気を感じて也真は振り返り、身をひねって土螻の牙きばから逃れる。鋭するどい角の先が也真の肩かた先さきをかすめた。


「也真!!」


　それを見て、晄は汪李の背から飛び降りた。


　倒たおれた也真を土螻が角で突こうとしていた。晄は地を蹴けり、土螻の頸くびに炎えん招しよう戈かを振り下ろす。聖なる炎招戈に触ふれた人ひと喰くいの妖は、黒い塵ちりに変じて風に散った。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　晄は也真を助け起こすと、彼を背にかばった。闇やみの彼方かなたからは、水の蛇へびが晄に向かって凄すさまじい勢いで飛んで来ていた。也真の目に微かすかな怯おびえが奔はしる。


　矢に匹ひつ敵てきする速度で飛来する蛇の頭を、正確に断たち割る晄を見て、也真は瞠どう目もくした。


「こんな目に遭あわせてごめん」


　晄は也真の手から呪のかかった矢を取ると、「あそこに突き刺させばいいんだね」と、焦げた矢の方へ駆かけ出した。晄は前方に降りてきた汪李の頭に飛び乗り、半ば炭と化した幹にねじ込むようにして突き刺すと、森の上空を舞まう火烏に向かって夜空を上って行く。


（あれが当代の炎招戈の使い手……）


　傷ついた肩かたを押さえ、也真は瞠目したまま晄の姿を目で追った。





『お前には無理だ。焼け死ぬぞ』


　鳳は言った。


　前方からは火烏が迫せまっていた。


「大丈夫。俺に憑ついているのは水神共工の気だ。炅ほど多くの量はないけど、代わりに俺には黄河の神河伯の加護がある。汪李も水すい妖ようだし──。水は火に剋かつんだよ」


　晄は炎招戈を握り直す。


「汪李、間合いに入る直前に、火烏に雷かみなりを落として」


『承知した』


　汪李は翼つばさを大きく一つ搔かくと、火烏との距離を詰める。


　熱風が晄の頰ほおを突つき刺し、眩しい光が晄の目を灼やく。


　火烏と晄とが交差する一いつ瞬しゆん前、バリッ！　と、大気を裂さくような音とともに、巨きよ大だいな雷が火烏の身体からだを貫つらぬいた。火烏を取り巻く炎が一瞬弱まる。


（今だ──！）


　晄は炎招戈を火烏の翼に振り下ろした。同時に汪李が冷たい雨をザーッと降らす。


　ドーン！　という爆発音とともに、火烏から炎が噴き上がった。炎の中からもげた翼が燃えながら宙を舞まう。


　汪李は速度を落とさず、炎から逃れると、彼はしばらく雨を降らせて晄を冷やすと同時に炎を消した。旋せん回かいし、火か烏うがいた場所まで戻もどると、円く焼やけ焦げた地面の中央に、黒い煙を上げる烏の死し骸がいがあった。


「やった──」


　肩で息いきをし、晄は額の水すい滴てきを拭ぬぐう。


『一度射落とされた烏からすなぞに、我が負けるか』


　汪李がフンと鼻を鳴らす。


　ほっとしたその一瞬、水の蛇が晄の右手首に激突した。炎招戈が晄の手から離はなれて、地面に落ちる。


「なん……」


　晄はバッと振り返った。


　凄まじい勢いで炅を乗せた赤せき龍りゆうが降下してきた。炅は愉ゆ悦えつの笑えみを浮うかべ、手の平から水の蛇を放った。汪李は急きゆう上じよう昇しようしたが、降下の速度には追いつかない。


『晄!!』


　鳳が晄に覆い被さったが、青銅をも砕く水の蛇は、鳳ごと晄を汪李の背から弾はじき飛ばした。


　宙をもんどりうつ晄に向かい、赤龍の口こう腔こうが開いた。








　衣ころもの裾すそをたくし上げ、莉由は終南山を駆け下りていた。


　月を黒雲が隠かくし、辺りは墨すみを刷はいたような闇に覆おおわれていたが、それでも、時折、汪李が放つ雷らい光こうや、赤い龍が吐はく炎の明かりが、暗い山道を照らした。それを頼たよりに莉由は避難所を目指してひたすら走り続ける。


「キャアッ」


　何かにつまずき、莉由は泥どろの中に突っ込んだ。膝ひざ頭がしらをしたたかに打ちつけ、衣に血が滲にじんだが、気にならなかった。顔に跳はねた泥を手ての甲こうで拭い、立ち上がると再び走り始める。


（晄ちゃん……、どうか無事でいて）


　赤龍がまだ異界の道にいる時に、漠ばく然ぜんとだが、彼が抱いだいている殺意を感じていた。だから、赤龍が泉から現れようとした時、それを止めようと思って終南山を登った。


　呪じゆ力りよくの欠片かけらもないただの人間に止められるわけもないが、何もせずに黙だまって龍の出現を待っていることはできなかった。


　龍が泉から出た時、晄を殺すためにやって来たのだと、はっきりわかった。同時に、あんなすごいものが相手では、敵かなうはずがないということも──。


　不安よりも絶望の方が勝っていた。自分に何ができるわけでもないが、どうしても諦あきらめることができず、今また、莉由は龍を追って山道を走る。


（いい、絶対に死んじゃだめよ──）


　転がるように山を駆け下り、避ひ難なん所じよの天幕を見下ろして、莉由は息を呑のんだ。


　晄が鳳と一いつ緒しよに蛇の形をした水に弾き飛ばされ、赤龍が炎を吐こうとしている。


「晄ちゃん!!」


　莉由は絶ぜつ叫きようした。


　汪李が晄と赤龍との間に翼を差し入れようとしているが、それが随分鈍のろく感じられた。


　──死ね。炎招戈の使い手よ。


　赤龍の心の呟きが莉由の耳の奥に届いた。


「だめ────っ!!」


　莉由は、自分がそう叫さけんだことに気づかなかった。ただ、何としても赤龍を止めなければならないと、それだけを考えていた。その時──。


　パシン。


　と頭の中で小さな音がして、いきなり莉由の視界を白い光が埋うめ尽つくした。








　舜は、痛みに顔を歪ゆがめ、青銅の剣けんの切っ先を対岸の中条山に向けた。


　常人には見えない光をその剣けん先さきから放つ。


　しかし、一呼吸分の時間も経たたないうちに、同じ光が舜に向かって来た。呪じゆ詛そが返されたのだ。盾たてをかざしてそれを防ぎ、衝しよう撃げきによろめく足を踏ふみしめて、舜は再び剣から光を放つ。


　今度は返されなかった。多少なりとも相手に打だ撃げきを与あたえることができたのか、鬼き石せきにかけられた呪詛がまた一段階弱くなったが、完全に消えたわけではない。


「……しぶといですね」


　荒あらい息をつき、舜は闇を透すかして、中条山の頂にいるはずの章玄を見つめる。


　舜の肩や脇わき腹ばらの衣は裂け、真新しい傷がぱっくりと口を開けていた。衣を伝って滴したたる血が地面に赤黒い染しみを作っている。


　これまでに放った呪詛は十発近くにもなる。殺傷力の高いこの術を食くらって、ここまで生き延びた者は今までにいなかった。しかし章玄は死なないどころか、三度に一度は呪詛を返してきたのである。


（あと一発が限界でしょうか……）


　舜にはもう、ほとんど呪力が残っていなかった。不ふ眠みん不ふ休きゆうの祭さい祀しの後ということもあるが、力任せの術を使い続け、あげくに返された術で傷を負って、血とともに呪力が流れ出してしまったのだ。


　舜は、震ふるえる手で剣を持ち上げ、切っ先を章玄に向ける。残されたすべての呪力を剣に集め、渾身の力を振ふり絞しぼって呪詛を放った。途と端たんに膝ひざから力が抜ぬけて、がっくりと地面にくずおれる。


　もしもこれを返されたら、鬼石にかけられた呪詛を解くすべはない。


（晄ちゃん……）


　舜にはもう、晄の無事を祈いのる以外に、できることが残されていなかった。


　ふと、鬼石から呪詛の気配が消えた。


　舜は剣を杖つえ代わりにして立ち上がり、三門峡を見下ろす。相変わらず流れは速かったが、もう異界の水は流れこんでいなかった。


　鬼き門もんが閉じたのだ。


　舜は中条山の頂に目を移す。章玄の気配が遠ざかっていた。


（死んだわけじゃなかったのか……）


　章玄は自ら鬼石の呪詛を解いたのかもしれない。


　その時、背後の終南山から異様な気配を感じ、舜はバッと振り返った。一瞬、終南山のふもとに白い閃せん光こうが奔はしったような気がした。








　ほぼ同時刻──。


　本ほん性しようの姿の煒白は、[image: ]あつ窳ゆの首を口に咥くわえたまま上流を見やった。三門峡の鬼石が本来の力を戻していた。


（終わったのか──）


　舜が章玄を退けたのだろうか、中条山の頂から章玄の気配が消えていた。


　煒白は[image: ]窳の首を、水位の下がり始めた黄河に放ほうり投げた。それが最後の一頭だった。河の中では度朔山からやって来た数多くの水妖が群れ、今までに投げ込んだ[image: ]窳の死骸を貪むさぼり喰くっていた。新たに落ちてきた[image: ]窳の首にも、水妖たちが群がる。それらの水妖も、いずれ小こ化か蛇だが始末してくれるだろう。


　終南山のふもとの辺りに、不思議な気配が現れたことを感じたのはその時だった。続いて、ピシッと、空間が裂さけるような音が微かすかに耳の奥に届く。


「誰だれかが異界を作った──？」


　しかし、新しく異界を作るなど神以外にできるはずもない。


　煒白はタッと地を蹴けり、その気配がした場所へ駆かけて行った。








　気づくと莉由の目の前に赤せき龍りゆうがいた。今まさに炎ほのおを吐こうとして、口を開けている。


　莉由は夢中で、赤龍の前に立ちはだかった。


「だめ！　晄ちゃんを殺さないで!!」


　赤龍が口を閉じた。紅の目が怪け訝げんそうに莉由を見つめる。


『お前は誰だ？』


「あたし、あたしは──」


　莉由は答えようとして、（え？）と、辺りを見回した。何もかもが真っ白く塗ぬりつぶされていた。空も地も果てしなく白く、自分が宙に浮ういているような感じがした。そして、この世界には誰もいない。赤龍と自分の二人だけだ。


「ここはどこ？　晄ちゃんは？　何であたし、こんなとこにいるの？」


　混乱しすぎて、何がどうなっているのかわからない。


『我の方が訊ききたい。お前が連れてきたのではないのか？』


「知らないわ。そんなことより、お願い、晄ちゃんを殺さないで──」


　胸の前で手を組み、莉由は再び赤龍に請こう。


『お前は、自分の置かれた状じよう況きようよりも炎えん招しよう戈かの使い手の身を案じるのか』


　赤龍は浅い溜ため息をついた。


「大事な弟なの……。父さんと母さんが亡なくなってからは、あたしが母親代わりだったのよ。お願い、晄ちゃんを助けて……。助けてくれるなら、何でもあなたの言う通りにするわ」


　莉由の目から大おお粒つぶの涙なみだがぽろぽろとこぼれた。


『では、晄の代わりにお前の命をもらう──と言ったら？』


「いいわよ」


　莉由は即そく答とうし、赤龍は瞠どう目もくした。


『我には人の情愛はわからん。お前は、晄と別れるのが辛つらいのではないのか？』


「いいえ……」


[image: ]


　莉由は頭かぶりを振った。


「いつか、あの子はあたしの手から離はなれていくわ。そんなこと、とっくに覚かく悟ごしてる。ただ、生きて、幸せに、いつも笑って暮らしていてくれればいいの。その時にあたしが生きているか死んでいるかは関係ないの」


　濡ぬれた瞳ひとみで、莉由は赤龍を見つめる。


　赤龍もしばらく莉由を見つめていた。燃え盛る炎のようだった眼めが、次し第だいに沈しずみかける夕日のような、静かで寂さびしい色に変わっていく。


　彼の瞳の奥に何が映っているのか、莉由にはわからない。けれど、赤龍の心に寂じやく寞まくとした思いが広がり、それもまた鎮しずまって、穏おだやかな温かさが満ちていくのが何となく感じられた。


『──よかろう。お前も晄も殺さぬ。いずれお前の願いを叶かなえねば、ここからは出られまい』


　やがて、赤龍は静かに言った。


「ありがとう──」


　莉由は赤龍の大きな顔に飛びついた。


　その途端、白い世界がパシッと音を立てて弾はじけた。








　晄は鳳とともに、どさっと地面に投げ出された。急いで起き上がり、身構えようとして、晄は、赤龍の前に莉由が立っていることに気づいた。


「莉姉！　危ない!!」


　晄は莉由の腰こしを抱だき、赤龍から引き離す。


　莉由はしばらく目を瞬またたいていたが、晄と目が合うと、


「晄ちゃん！　無事だったのね！」


　と、首に腕うでを回してしがみついた。


「どうしていきなり？──いつ、どうやって？　あんなとこに立ってたの？」


「あたしにもわかんないわよ」


「赤龍、どうした？　なぜ晄を殺さない」


　炅も、啞あ然ぜんとしていきなり現れた莉由と赤龍とを交こう互ごに見る。


『契けい約やくしたのだ。我は晄を殺せぬ』


「契約──？」


　晄と炅は同時に尋たずねた。


「ふざけるな！　いったい、いつ誰と契約したっていうんだ？」


　炅の頰ほおに朱しゆが奔る。


『たった今、この娘むすめとだ。我はこの娘に異界へ連れ去られた。こちらの世界ではほんの一いつ瞬しゆんだったようだがな』


「そんな馬ば鹿か馬鹿しい──」


　炅が怒ど鳴なりかけた時、タンと蹄ひづめの音を鳴らして真しん珠じゆ色の馬が彼らの前に立ちはだかった。人形に変へん化げした汪李も、煒白の隣となりに舞まい降りる。汪李の爪つめがシュッと伸のびた。炎招戈以外では断たてない化蛇の鱗うろこが、鋭えい利りな刃やいばに変化したのだ。


　炅の目に動どう揺ようが奔った。いくら彼の力が以前よりも増しているとは言え、赤龍が使えなくなった今、平圃の神しん妖ようと水妖の王を同時に相手にして勝てる見込みはない。


　鳳が立ち上がった。


『交こう替たいだ。今なら鸞が出て来られるってよ』


　赤龍が鎮まり、陽の気が弱まったせいか、鳳の姿が鸞に変じていった。彼は手の平を顔の前に差し上げる。手の上に光の粒つぶが凝こり、淡あわい光を放つ球が生まれた。月の光を操あやつる鸞は、その球からこぼれる光で幻げん術じゆつを紡つむぐことができるのだ。


　鸞の手の上の月から光の粒がこぼれ、さらさらと風に流れる霧きりのように、炅に向かって漂ただよっていく。


「くそっ──！」


　炅は忌いま々いましそうに舌打ちをすると、手の平からバッと数匹ひきの水の蛇を放った。


　煒白が、玉のような輝かがやきを放つ角でそれを突つき刺さし、汪李が爪の刃で切り裂く。その隙すきに、おびただしい数の寓ぐうが赤龍の上に舞い降り、炅を包んだ。


「待て!!」


　汪李が化蛇に変化し、晄は彼の背に跳とび乗った。


　飛び立った寓の群れを追おうと、汪李が上じよう昇しようを始めた時、


『騎き馬ば兵が来る』


　煒白が耳をそばだてて、森の奥──終南山の西せい麓ろくを振ふり向いた。


「騎馬兵──？　まさか、鬼方!?」


　晄は瞠目した。殷の兵は馬の背に乗らず戦車を用いる。騎き乗じようするのは土方や鬼方などの北方の遊牧民族だ。しかし、大陸北東の土方が陝邑に現れるとは考えにくい。黄河沿いに南下して来た鬼方だろうか。


『二十──いや、十九騎き。一頭は空馬だ』


　煒白はその驚きよう異い的な聴ちよう力りよくで、蹄の音を聞き分けた。


「なぜ、騎馬兵が……」


　晄は、雲の晴れた夜空をちらりと見やった。炅を運ぶ寓の群れは次第に遠ざかって行く。しかし、謎なぞの騎馬隊の接近を放ほうって炅を追っては行けない。


　やがて、晄の耳にも蹄の音が聞こえてきた。


　楓牙や累焰、焉も避ひ難なん小屋から出てきて、森の奥に目を凝らす。


　闇やみの中に騎馬兵の影かげが浮かび上がった。藪やぶの生おい茂しげる木々の間を、平地を駆けるのと変わらない速度で近づいてくる。


　月明かりの下に、騎馬兵が姿を現した。彼らは丈たけの短い革かわの身甲よろいを着け、兜は被かぶっていなかった。手た綱づなを持たずに、弓を構えたまま馬を駆る彼らを見て、晄は目を剝むいた。


　避ひ難なん所じよの西方、晄たちと十分間合いをとって、騎馬兵は馬を止めた。弓につがえた矢は、晄だけでなく、楓牙たちにも向いている。


「何者だ!?　ここを殷の所領、陝邑と知って夜や襲しゆうをかけるか!?」


　楓牙が怒ど号ごうを発する。


「我らは、鬼方涛とう愼しん単ぜん于うの近きん習じゆの者。呼こ衍えん也真左大将をお迎むかえに上がったのみ。戦いくさを仕し掛かけるつもりはない」


　先頭の騎馬兵がたどたどしい殷の言葉で答え、晄は耳を疑った。


「……今、也真て言わなかった？」


　晄も、三人の妖あやかしも、楓牙と累焰、焉も一いつ斉せいに、壊こわれかけた避難小屋の壁かべに、傷ついた肩かたを押さえてもたれかかっている也真を振り向いた。


「将軍、お怪け我がを──」


　晄たちの視線を辿たどり、也真に目を留めた騎馬兵たちに動揺が奔る。


「将軍って誰だれ……？」


　晄は頭の中が真っ白になって、何も考えられず、ただ汪李の背の上で也真を見つめる。


　彼は鬼方の言葉で騎馬兵に何か答え、そちらへ歩み始めた。


「也真!!」


　汪李の背から飛び降り、也真に駆かけ寄る。


「これっていったい、どういうことなの!?」


　晄は也真の衣ころもをつかみ、ガクガクと揺ゆさぶった。


「どうもこうもない。俺は鬼方の西方、黄河上流の守りを預かる将だ」


　彼は、唇くちびるの端はしに薄うすい笑えみを浮かべて答えた。


「…………噓うそ」


　也真を揺さぶるのを止やめ、晄は限界まで見開いた目で也真を見つめる。


「噓じゃない。鬼方が殷を攻せめるためには、まず陝邑を落とさなければならない。そこの領主が炎えん招しよう戈かの使い手だと聞いて、この目で見たいと思い、はるばる鬼方から赴おもむいたのだ」


　わざと喧けん嘩かに巻き込まれ、役人に鼻はな薬ぐすりを利きかせて流る刑けいに処してもらったのだという。


「そんな……だって、鸞が幻術で君の身の上を訊きいた時……」


「そんなことがあったのか。お前が俺を疑わなかったってことは、俺は余計なことを喋しやべらなかったらしいな。占せん術じゆつで出自を調べられることを想定して、ここへ来る前に呪じゆ術じゆつはかけてもらってはあったのだが」


　也真の目が累焰に向く。累焰の占術の才は、遥はるかな鬼方にも届いていたのだ。


「ここの暮らしはなかなか面おも白しろかった。王都見物もできたし、陰かげながら殷王の御ご尊そん顔がんを拝はい謁えつすることもできたし──。本当はもう少しいたかったのだが、空を舞まう化か蛇だや赤せき龍りゆうを見て、この者たちが待っていられなくなったらしい」


　也真は騎馬兵を一いち瞥べつする。


「殷を探さぐるために……初めから何もかもが……噓っぱちだったってこと……？」


　晄の脳のう裏りに、莉由を暴走猪いのししから救ってくれたり、歩兵に矛ほこを教えてくれたりした也真の姿がよぎる。


「そうでもない。どういうわけだか、途と中ちゆうから本当にお前の衛え士じになった気になっていたらしく、俺を王都に置いていこうとするお前に、本気で腹を立てた」


　──俺はお前の衛士だ。陝邑で何が起きたのか俺は知らなければならないし、お前につき従って守るのが俺の役目だ。


　あの時は、心底そう思っていたことを思い起こし、也真は自じ嘲ちようする。


「真ま面じ目めな話、俺はこのまま寝ね返がえって、お前に仕えようかと思った」


　彼は小さく笑い、騎馬兵が息を呑のんで瞠どう目もくする。


「だがそうもいかん。お前が陝邑の民たみにいい暮らしをさせてやりたいと思っているように、俺も乾かわいた砂さ漠ばくを山羊やぎとともに放ほう浪ろうする民に、豊かに実る大地を与あたえてやりたい」


　也真は、衣をつかんでいる晄の手首を握にぎり、引きはがした。


「また会おう」


　彼は、そう言うと踵きびすを返した。


「也真──」


　晄は一歩踏ふみ出したが、騎馬兵の矢が遠えん慮りよのない殺気を放って晄に向く。


　也真は、騎馬兵が連れて来た空馬にまたがった。


「次に会う時は、敵と味方だ。その時までには陝邑を、この俺が攻めあぐねるぐらいの堅けん固ごな邑ゆうにしておけよ」


　彼は薄い笑みを浮うかべ、強さと狡こう猾かつさを備えた狼おおかみのような目で晄を見つめる。


「俺は、戦なんかしない!!」


　晄は拳こぶしを握った。


「俺は、絶対に陝邑を戦場にしない！　だから、也真とは戦わない！」


　晄は歯を食いしばり、也真をギッと睨にらんだ。しかし、也真は晄の視線をさらりと受け流し、


「陝邑を落としたら、莉由をもらいうける」


　小屋の陰からそっと自分たちをのぞき見ている莉由に視線を走らせる。


　楓牙は頰ほおに朱しゆを奔らせて目を剝き、莉由はあからさまに嫌いやそうな顔をした。


　愉ゆ快かいそうな笑い声を上げて、也真は馬を駆けさせた。その後を騎馬兵が従って行く。


『行かせていいのか？』


　黙だまって也真の背を見送る晄に、汪李が尋たずねた。


「──今ここで俺が鬼方の左大将と王の近習を捕つかまえたら、戦になるもの」


　晄の声は震ふるえていた。騙だまされていたことがひどく悔くやしかったし、也真を失ったことが悲しかった。見た目は不ふ遜そんで傲ごう慢まんな男だが、心根は悪くない。豊かな知識と経験を持つ彼に惹ひかれてもいたし、頼たよりにもしていたのだ。


（戦なんかしない──。俺は殷を、外とつ国とも仲良くできる国にするんだ）


　拳を震わせ、晄は、蹄ひづめの音が聞こえなくなるまで、也真が去った森の奥を見つめていた。




　六　それぞれの決意







「赤龍、寝ねてる？」


『どうかな、目は閉じてるけど、起きてるかもしんねー』


「大だい丈じよう夫ぶよ。悪い龍じゃないもの。ちゃんと約束を守ってくれるはずよ」


　東の山やまの端はから照らす朝日が、赤龍の鱗うろこをいっそう赤く照らしていた。晄と鳳、莉由は、忍しのび足で終南山を登り、じっと横たわったままの赤龍に恐おそる恐る近づく。


『足音を忍ばせたところで、気取られぬわけがなかろう』


『暴れるつもりがあるなら、とっくにそうしているのではないか？』


　人ひと形がたの汪李と煒白は、呆れ顔で気配も消していない。


　也真が去った後、残った土ど螻ろうを殲せん滅めつしたり、避難していた領民を城下へ帰したりと、事態をおおよそ収束させると、晄と莉由、三人の妖は再び赤龍のもとへ集まった。


　舜と累焰は陝邑城で休ませ、楓牙がつき添そっている。


『つついてみるか』


　鳳は手の間に光の槍やりを作り、槍の先を赤龍の頰に向けてそっと突つき出した。


　赤龍の瞼まぶたが開いた。紅くれないの眼めがギロリと晄たちに向き、「『わっ』」と、三人は仰のけ反ぞった。





『前に言った通りだ。その娘むすめが異界へ我を連れて行った』


　莉由が何をしでかしたのかという問いについて、赤龍はそう答えた。


『莉由が異界を作り、そこへ赤龍を取り込んだのだろう』


　終南山に白い光が奔った時、煒白はそんな気配を感じたと言った。


「どうして、あたしにそんな力があるわけ？　あたし、今まで、ごくごく普ふ通つうの人間だったわよ。晄ちゃんみたいに妖の声が聴きこえるわけじゃなし、お兄ちゃんみたいに呪力があるわけじゃなし──」


　莉由は一同の顔を見回したが、当然のことながら誰も答えられない。


「ま、いいわ。この力で晄ちゃんを助けられたんだから、悪い力じゃなさそうね」


　彼女は、やれやれといった風に、ふっと溜ため息をついた。


「赤龍は、どうして莉姉と契約する気になったの？」


　晄は尋ねた。


『言葉で説明するのは難しい』


　赤龍はふと遠い目をする。


『この娘の心が我の中に流れ込んだのだろうか。それまで感じたことのない心持ちになったのだ。愛いとしさ、哀かなしさというものに近いかもしれぬ。それに触ふれた時、我の荒あらぶる赤龍の血がなぜか急に鎮まってしまった。そして、どうしてもこの娘の願いを叶かなえねばならぬと、そう思ったのだ』


『結局、何もわかんねえってことだな』


　鳳は大おお仰ぎような溜め息をついた。


「これから、どうするの？」


　晄の問いに、


『炎招戈で滅ほろぼすがよい』


　赤龍はさらりと答え、みな一様に目を剝むいた。


「そんなこと俺はしたくない、ってか、絶対しないよ」


　晄はブンブンと頭かぶりを振ふった。


『この娘と契約した時、その覚かく悟ごはできていた。鬼き門もんが閉じては、度朔山には戻もどれぬ。しかしこの世にあって、裏切り者とそしりを受けるのもわずらわしく、かといって、今さら一族にも戻れぬ』


　赤せき龍りゆうは言った。龍族は、大きくわけて赤、青、白、黒、黄の五龍があり、すべて伏義と女媧に与くみしていて、赤龍の中のほんの少数が、共工の統治を望んでいるのだと赤龍は言った。古いにしえの大戦争で同族の血を流し、自分は龍族から忌いまれているという。


「そんな──。いる所がないからって、滅びを選ぶなんて……。ね、何かに変化できない？　汪李たちみたいに、俺のところで暮らせば──」


『我が忠誠を誓ちかったのは、共工様だ。お前に従うつもりはない』


「別に、従わなくても……」


　晄は言い募つのろうとして止やめた。味方になったわけでもないものをかくまうのは無理があるし、第一、赤龍の誇ほこりがそれを許さないだろう。


『泉の底で眠ればよいではないか？　多少狭せまいが、泉から鬼門までの隙すき間まがあるだろう？』


　そう言ったのは汪李だった。泉の底には、赤龍が通った時にできた隙間があって、そこは鬼門が閉じた後もふさがっていないのだという。


『眠ってしまえば何もかも忘れる。次に目覚めた時には、違ちがう自分になっているかもしれぬぞ』


　汪李は自分のことを指して言った。


『それも悪くない』


　赤龍は目を細めた。微笑ほほえんだのかもしれない。


『では、参ろうか』


　赤龍は翼つばさを広げた。


「え？　もう行くの？」


　晄は驚おどろいて、地上すれすれの所をゆっくり移動し始めた赤龍を見上げる。


「何か残念。君みたいな龍が、なぜ共工につくのかとか、ゆっくり聞きたかったんだけど」


　赤龍に合わせて、山道を歩きながら晄は言った。


『お前は、共工様につく者の気持ちが知りたいのか？』


　紅の瞳ひとみが、興味深そうに晄に向く。


「俺、今まで共工って悪い神様だって、勝手に思ってた。でも、善悪を自分の都合で決めるのは好きじゃないんだ。で、君みたいに正々堂々としている立派な龍が、共工の統治を望んでいるって知って、俺、共工って本当はどういう神様なのか全然知らないことに気がついたんだ」


『語れば、お前は我の目から見た共工様しか知らぬことになる。また一言では語れぬ。それよりは自分の目で確かめるがいい』


　早いところ眠らなければ、崑崙の鳳皇と鸞鳥が昼夜を違たがえると言って、赤龍はそれ以上語ろうとしなかった。


　泉は以前と同じく清せい涼りような水をたたえていたが、泉の周りは、ごつごつとした岩に変じていた。赤龍が現れた時に付近の土が溶とけ、それが冷えて固まったためだろう。


「じゃあね。元気で──なんて、今から寝る人じゃなくて龍に言うのも変だけど。本当にありがとう」


　莉由は赤龍の頰ほおを撫なでた。


『必要があったら、いつでも喚よぶがいい』


　赤龍はそう言って目を細めると、翼を羽ばたかせ、空高く舞まい上がった。秋晴れの空を旋せん回かいすると、ゆっくりと下降し、泉の中に頭から身を沈しずめていく。龍の発する熱のせいか、泉から湯気が立った。大きな波は紋もんを描えがき、龍の尾おが隠かくれてしばらくすると、水面の波紋も消え、まるで何事もなかったかのように泉は鎮まった。


「なんだか夢を見ていたみたいな気がするわ」


　水面を見つめ、莉由は何気なく泉に手を差し入れる。


「あら、あったかい」


『莉由とやら、遠慮なく浸かるがよい』


　泉の底から赤龍の声がした。


「『は？』」


　晄たちは泉をのぞき込んだが、泉の底は暗く、彼がどんな顔でそう言ったのかはわからない。


　一同が莉由に視線を移すと、彼女は顔を真っ赤にして、ブンブンと頭を振った。








「湯を沸わかさずにいつでもお風ふ呂ろに入れるっていいですねぇ」


　舜は朝から風呂に浸つかり、上じよう機き嫌げんだった。


「背中流してあげようか」


　晄が裳もの裾すそをまくって湯ゆ殿どのに入ると、


「晄ちゃんも裸はだかになって、一いつ緒しよに入ったらどうです？」


　ニコニコと嬉うれしそうな笑えみを浮うかべて舜が誘さそう。


「もう小さい子じゃないんだから──。二人で入るには狭すぎるし」


　晄は苦く笑しようし、「残念です～」と、舜は肩かたを落とした。


「だいぶ傷きず跡あとが薄うすくなってきたね」


　舜の背中を絺ほそぬのでこすりながら、晄は舜の肩や脇わき腹ばらの傷に目をやる。


「ね、言った通りでしょう？」


　赤龍が身を沈めた泉の湯に、怪け我がを早く治す効果があることを最初に気づいたのは舜だった。


　泉の湯は、以前と同じように竹たけ筒づつを通して街に引き、生活用水に使っていた。ちょうどよい湯加減なので、陝邑城の風呂も泉の湯を引くことにしたのだ。


　舜は、章玄との戦いで怪我をしたが、それはみな呪じゆ詛そによるものなので、本来は、なかなか治りにくいのだという。けれど、この温泉に入るようになってから、受けた傷が見る見るうちに治っていったのだそうだ。


「煒白が、陽の気が満ちている湯だからだろうって言ってたけど」


　彼が言うには、陽の気は疲つかれを取ったり、気持ちを明るくしたりする特とく徴ちようがあり、適度に陽の気があれば、元げん気き潑はつ剌らつになるのだそうだ。


「でも、魔ま法ほうの鼎かなえで火を通したものしか飲み食いできなかった煒白が、泉の湯なら飲めるようになったんだよ。それって陽の気とは関係ないじゃない？」


「鬼き石せきが力を失った時、神門も弛ゆるんで天界の気が漏もれましたからね。それとも関係があるんじゃないですか？　煒白さんにかけられた呪詛が、この温泉に浸かったり飲んだりするうちに、少しずつ消えていったら嬉しいですよねぇ」


　舜はほんわりと笑みを浮かべた。


「赤龍に感謝しなくちゃ。あのまま呪詛の傷が癒いえなかったら、舜兄は今こんなに元気じゃいられなかったもんね」
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「そうですねぇ……」


　軽く目を伏ふせ、舜は小さな溜め息をつく。


「どしたの？」


「いえ、手て強ごわかったなぁと……」


　舜は、壊こわされた呪具や、なかなか解けなかった鬼石の呪詛のことを思い出していた。


（僕には、あれが精せい一いつ杯ぱいでした）


　あの神々の像以上のものは作れない。今回は何とか凌しのいだが、次に同じようなことが起こったら、それを防ぐ呪具を作る自信はない。


　鬼き門もんが閉じたのも、章玄が引き際ぎわを悟さとって自ら呪詛を解いたような節もある。決して自分の実力で鬼門を閉じたわけではないのだ。


「無理させちゃったね。でも、舜兄があそこで章玄と戦ってくれなかったら、この世は滅ほろびてたかもしれないんだもの。俺、この世のすべての生き物に代わってお礼を言うよ。ほんと、ありがとう」


「晄ちゃんに、そう言ってもらえると元気が湧わいてきます」


　舜は笑ってみせた。


「めげてる場合じゃないですね。晄ちゃんに憑ついてる共工の気と河伯の加護が争わないように、護まもりの呪具を考えなくてはなりませんし」


　舜は湯をかぶると、再び湯船に浸かった。


「うん……。あれはいったいなんだったんだろうね」


「王様の中に凝こった陰の気が、共工の気と引かれあったと聞きましたが？」


「累焰はそう言ってたけどね、何か今思い出してみると、それともちょっと違うような気がしてて──」


　単に、陰の気同士が引かれたのなら、同じ陰いんに属する河伯の加護はどうしてそれを止めようとしたのだろうか。


「俺と王様の間に、何があるんだろう……」


　晄は言いしれぬ不安に襲おそわれる。


「要は、王様に会わなきゃいいんです。もう、二度と王都になんか行っちゃだめですよ」


「えー？　俺、いつか王様に意見できるような身分になって、王様に文句言いに行くつもりなんだけどなー」


「だめです。今回は評議に出ずに済んだからよかったですが、次は絶対にどこぞの貴族か王族にお小こ姓しように召めし上げられてしまいます」


「どうしてそう自信たっぷりに言い切れるの」


　晄は疑いの眼まな差ざしで舜の顔をのぞき込む。


「決まってます。晄ちゃんは可愛かわいいからです」


　舜はきっぱりと宣言し、訊きかなければよかったと、晄はがっくりと肩を落とした。


（王に進言できる身分になる前に、炅や章玄と決着をつけなくちゃ──）


　炅に憑いている共工は、時を追うごとに力を増している。急がなければ、自分は殺され、共工が蘇よみがえってしまう。もう仕し掛かけて来るのを待ってはいられない。


（捜さがし出して──、そして絶対に勝つ）


　晄は新たに決意を固める。


　そこでふと舜が湯船に沈みかけていることに気づいた。顔が真っ赤だ。


「わっ！　舜兄、のぼせたの？　しっかりして！」


　晄は慌あわてて舜を湯船から引き上げた。








　その頃ころ、城の北堂に何十匹ぴきもの白しろ兎うさぎがわらわらと集まり、焉たちを喜ばせていた。


『こいつらは、崑崙の白兎。西王母様の使いなんだ。間ま違ちがっても、獲とって食ったりすんなよ』


　早さつ速そく弓や網あみを持ち出してきた焉たちに、鳳は釘くぎを刺さす。


「せ、西王母様のお使い……」


　それを聞いて、焉たちは「へへーっ」と兎たちにひれ伏す。


『みんなして何なんだ？』


『息そく壌じようを回収しに来たの』『このまま殖ふえ続けたら黄河が埋うまるだろ』『わざわざ来てやったんだから、ちょっとは感謝しなさいよ』


　鳳の問いに、兎たちは口々に答える。


『わかったわかった。はい、ありがとうね』


　鳳は早く行けとでも言うように、パッパッと手を振ふる。


『なに、その態度』『西王母様が何か手土産を持ってけっていうから』『平圃に寄って、英招様からどこでも実る米の種たね籾もみを持って来てあげたのに』


　平圃の米と聞いて、鳳は態度を一変させた。


『それはそれは白兎の皆みなさん、お疲れ様さまです。で、その種籾は？』


　両手を差し出す鳳を、兎たちは横目で睨にらみ、


『やーね、浅ましい』『これだから、いつまで経たってもひよこなんだ』『こないだは、赤せき龍りゆうの陽の気ぐらいで昼と夜が入いれ替かわっちゃったって話よ』『火か烏うを仕留め損そこなったっていうし』


　悪口雑言を並べ立てる。


『よくも、人の気にしてることを──！』


　鳳は目を吊つり上げると、兎たちに飛びかかった。


『やる気!?』


　兎たちの耳が一いつ斉せいに鳳に向く。耳から呪じゆ術じゆつが発せられ、人ひと形がただった鳳が本ほん性しようのひよこに戻もどった。兎に比べても格段に小さくなってしまった鳳だが、彼は果か敢かんに兎たちと戦う。


『あまりに微笑ほほえましくて、涙なみだが出る』


　回かい廊ろうの柱に寄りかかり、汪李はボカスカ蹴けり合う兎とひよこを見物していた。


『だが、平圃の種籾がここでばらまかれて、稲いねが生えてはかなわない』


　汪李の隣に座っていた煒白が立ち上がった。平圃の種籾は、水さえあれば筵むしろの上だろうが、人の頭のてっぺんだろうが、どこでもたちどころに芽を出して実ってしまうのである。


『ここは、引き分けということでどうだ？』


　煒白は片手でひよこをつまみ上げ、もう片方の手の平を兎たちに向けて制する。


　両者はしばらくゼイハーと息を切らせて睨み合っていたが、やがて兎たちは、小さな布ぬの袋ぶくろを放ほうり投げると『べーっ』と舌を出して、西の方へ駆かけ去ってしまった。


『ちっくしょう!!』


　鳳は煒白につままれたまま、ひよこ姿で暴れまくる。


『お前の、崑崙での暮らしぶりを彷ほう彿ふつさせるできごとだったな』


　汪李はクスクス笑った。


『悪かったな！　どうせおれは二羽わで一羽の半はん端ぱもののひよこだ！』


　鳳は人形に戻ると、ふてくされてどっかりと座り込んだ。


『ちっとばかし陰いん陽ようの均きん衡こうを揺ゆさぶられたぐらいで、術が使えなくなるんじゃ、晄を守りきれねえ。何とかしねーと──』


　鳳は唇くちびるを嚙かむ。


　今回のことで、炅は自分の弱点を知り、次に戦う時は、鳳皇鸞鳥どちらの力も使えないような術を使って来るに違ちがいない。そうなったら、自分はただのひよこだ。


『大だい丈じよう夫ぶだ。たとえ術が使えなくても、鳳には、晄の顔に貼はり付いて仮面の役をするという大切な役割がある。今回は出番がなかったが、この次は必ず』


　煒白は真ま面じ目めな顔で言い、


『ちっとも慰なぐさめになってねーよ！』


　と鳳に怒ど鳴なられた。








「莉由の力の源は、結局何だったのだろう」


　楓牙は、花か梨りんを蜂はち蜜みつに漬つけた汁しるを湯で溶ときのばし、累焰に差し出した。


「莉由殿は占せん術じゆつでは占みえませぬゆえ。舜殿に申し上げて、占術に現れるようにしていただかなくては──」


　彼は床とこの上に端たん座ざし、甘い香かおりを放つ碗わんを受け取る。


「占うらなえと言っているのではない。今は身体からだを治す方が先だ。ただ予想を聞きたい」


　楓牙は言った。鬼門が開くという前ぜん代だい未み聞もんの事件から十日以上も経っていたが、累焰の体調はなかなか回復せず、亳邑に戻った今も、まだ床上げできなかった。


「そうでございますね。突とつ然ぜん、神が憑いたか、あるいは、天てん仙せん娘じよう娘じようが莉由殿の願いを聞き入れたか──」


「天仙娘娘──。どんな願いでも成じよう就じゆさせるという女め神がみか。どちらにしても、莉由はとんでもない力を得たことになるな」


「いくら祭さい祀しを催もよおしても聞き届けられない願いもありますのに、祈いのらずとも神に届く願いもあるのでございましょうか」


　累焰は小さな嘆たん息そくを漏もらした。


「もしも私の願いを天仙娘娘が聞き入れてくれるのならば、主上の快かい癒ゆと民たみの安あん寧ねいを祈るのだがな……」


　そして、晄から共工の気を祓はらい、御み子この行く末を知り、炅と章玄の野望を打ち砕くだく──。


（願いは山ほどあるのだが……）


　と、楓牙は力ない笑えみを浮うかべた。


「楓牙様には神かみ頼だのみなど似合いませぬ」


　珍めずらしく弱音を吐はいた楓牙を見て、累焰は言った。


「そうか？　まあ、人を犠ぎ牲せいに欲しがるような神をあてにはしたくないが──」


「祈るのはわたくしにお任せください。楓牙様は、御ご自身の力で民をお導きになればよいのです」


「そうだな──」


　陽甲の病は自分には治せない。しかし、兄たちを説得し、氏族間の調整を図はかったり、諸しよ侯こうとの連れん携けいを深めたりすることぐらいはできる。


　また、赤龍のような強大な妖あやかしと戦うことはできないが、政まつりごとに関してならば晄の手助けはいくらでもできるだろう。


（青銅器工こう房ぼうと、種馬だったか。それから、陝邑軍の編制──）


　そこで、楓牙ははたと也真のことを思い出す。


「あの男──。信しん頼らいしきっていた晄を騙だますとは、許さぬ」


　唐とう突とつな楓牙の呟つぶやきに、累焰は首を傾かしげた。


「あの男とは、也真殿のことでございますか？」


「そうだ。鬼方の左大将でありながら、流る人にんのふりをして陝邑に潜もぐり込み、あまつさえ莉由にまで手を出そうとは──」


　拳こぶしを握にぎる楓牙に、


「なれど、よかったではありませぬか。もしも也真殿がまことただの流人で、あのまま陝邑の衛え士じとして晄殿のそばに仕えておられれば、評議の夜の、楓牙様と梓羅々殿とのことが莉由殿のお耳に入ってしまったに相そう違いありませぬ」


　累焰はにっこりと微笑んだ。


「……そうであったな──ではない！　私はやましいことは何もしていないのだ。きっちり説明すれば、莉由はわかってくれる！…………に違いない……」


　楓牙は思いっ切りうろたえる。事実はどうあれ、あの極きよく端たんな男性観を持つ莉由に、どんな説明ができるだろうか。「まあ不潔」と、白い目で見る莉由と、裏で莉由を煽あおってほくそ笑む舜の顔が目に浮かんでくる。


「累焰……私はどうしたらいいのだ」


「也真殿は陝邑を落としたあかつきには莉由殿をもらいうけるとのこと。要は戦いくさをせぬか、戦になっても負けねばよろしいのです」


「うむ。では、取りあえず亳邑から陝邑へ望ぼう乗じようを数名遣わし、鬼方が攻せめて来ようものなら、すぐに亳邑から援えん軍ぐんを送れるように調ととのえておこう。晄は、人間相手の戦いに三人の妖を使わぬだろうし」


　楓牙はバッと立ち上がると、正堂の方へ足早に去っていった。


　主あるじの背を見送りながら、


（それでよいのです。楓牙様の戦の相手は人間──。神と対たい峙じすることはありませぬ）


　累焰は自分の了りよう見けんの狭せまさを自じ嘲ちようした。
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　夜ごとの祓いの呪術を終え、利條が霊れい廟びようを出ると、松明たいまつを掲かかげて晏仲が待っていた。


「このような時刻に、いかがなされました？」


「別に大した用ではない。ただ、祓いはうまくいっておるのかと──」


「……難しゅうございます」


　利條は目を伏ふせて緩ゆるく頭かぶりを振ふる。


　二人は、並んで堂どう涂とを歩き、今ではほとんど評議が行われなくなってしまった重屋に向かう。


「やつれたな」


　松明の明かりに照らされる利條の顔に憔しよう悴すいの色が濃こいのを見てとり、晏仲は言った。


「晏仲様こそ」


　いくつになっても頑がん健けんそうで威い風ふう堂どう々どうとしていた晏仲だが、この数ヶ月で何年も歳を取ってしまったようだった。


「主上は何とか鬼方への遠えん征せいを思い留とどまってござる」


「それはようございました」


「主上の弟君、脩牙様が梓羅々を通じて説得してくださった」


「その脩牙様を説いたのは、晏仲様なのでございましょう？」


「そのような手を使わねばならんことが情けない」


　晏仲は唇の端はしを歪ゆがめる。


「なれど、それで民の安寧が得られれば、今はよしといたしませねば」


「そうだな──」


　重屋の階きざはしを上がると、向かいから梓羅々がやって来るのが見えた。女によ官かんばかりか、文官と武官を二名ずつ従えている。大室から、後宮へ戻もどるところだろうか。


　梓羅々は、宰さい相しようと大だい史し令れいが前にいるにもかかわらず、真っ直ぐに歩んで来た。妖しいほどに美しく輝かがやく大きな眼めには、二人の姿が映っていないかのようなそぶりだった。


「む……」


　晏仲は小さく唸うなり、結局道を譲ゆずった。利條も彼に従う。


　梓羅々は晏仲たちには一いち瞥べつもくれずに、二人の前を通り過ぎた。晏仲の握った拳がブルブルと震ふるえているのを利條は痛ましげに見る。


「私が必ず主上に憑ついたものを祓いまする」


　梓羅々が遠ざかると、利條は言った。


　怒いかりに肩かたを震わせ、歯を食いしばっているのか晏仲は一言も発せず、再び歩き始めた。
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　鬼方王、涛とう愼しん単ぜん于うは山羊やぎの皮を敷しいた床にどっかりとあぐらをかいていた。引き締まった体軀と炯けい々けいとした光を宿す眼は、五十に届こうとする齢よわいをまったく感じさせない。


　単于の前には一人の男が端座していた。


　筒つつ袖そでの短衣に細身の袴はかまの胡服を身につけた単于とは異なり、その男は黒い縁ふち取どりのある、ゆったりとした玄げん端たんをまとっていた。


　孤こ高こうの虎とらのような眼が、静かに単于に注がれている。


「陝邑を落とせなかったそうだな。──章玄」


　単于の唇くちびるに微かすかに嘲あざけりの笑みが浮く。


「思わぬ邪じや魔まが入った」


　表情も変えず、章玄は答えた。


「それは也真から聞いた。どこぞの娘むすめが、赤せき龍りゆうを鎮しずめたとか」


　単于は背後に控える也真に目をやる。彼の肩には巾きんが巻かれていた。妖の角で裂かれた傷が、まだ癒えていないのだ。


「占術では占みえぬやっかいな女だ」


　章玄は言った。言い訳がましいと単于は思ったが、口には出さなかった。


「さて、では次はどういった手で攻めるつもりだ？」


「それはそちらの策次し第だいだ。炎えん招しよう戈かの使い手は人に刃やいばは向けぬ。従っている妖もだ。きゃつらの動うごきを封ふうじるには、人間に攻めてもらわねばならん」


　章玄の眼が、鬼方の西半分を預かる左大将、也真に移った。その眼には明らかな非難の色が浮き出ている。


「今回、俺は陝邑の内情を偵てい察さつするだけだと、最初にそう言ったはずだ。あいつらの手の内が全部見えないうちは、軍を動かすつもりはなかった」


　也真は強さと狡こう猾かつさを備えた眼で章玄を見返した。


「ついでに、私の力量を測るため──だろう？　莉由を人ひと質じちにするなり、舜を殺すなり、私たちに手を貸そうと思えばいくらでもできたはずだ。だが、あえてお前はそれをせず、私たちの戦いを終始観察していた」


「まあな。こっちだって命は惜おしい。必ず勝てる戦でなければ、最初から挑いどまない。それが北方の民たみの戦い方だ」


「慎しん重ちようなことだ」


　章玄は鼻で笑う。


「しばらく時間をもらおう。我らの敵は殷だけではない。殷にかまけて、足をすくわれてはかなわぬのでな」


　単于は言った。


「わかっている」


　章玄はそう言うと立ち上がった。


　君主である単于に拝礼もせず、踵きびすを返すと部屋を出て行く。


　也真は忌いま々いましそうに章玄の背を見送り、やがて彼の足音が遠ざかると、単于に向き直った。


「あの男、危険すぎます。平気で鬼き門もんを開くような男を信用していいのですか？　たとえ、今は味方でも、いつ寝ね首くびをかかれるかわかったもんじゃありません」


「信用はせん。あちらも同じだろうが──。いずれ、陝邑は中原への入り口。そこを炎招戈の使い手が治めているのであれば、呪じゆ術じゆつ師しも利用せねばなるまい」


　単于は言った。


「天界をいずれの神が治めようと、関係ない。我らが欲しいのは豊ほう饒じようを約束された土地だ」


　彼は唇の端に不敵な笑みを浮かべ、壁を透かして遥かな中原に目を据えた。




　終







「昌しよう！　厳さん、こっちだよー！」


　晄は外城の東門に立ち、街かい道どうをこちらに向かってやって来る行列に大きく手を振った。


　行列の面々は、舜と莉由、御ご近所の東の丘おかの里の人々や、野午の厳と里人たちである。


　舜は、大量の青銅器や櫃ひつ、布包みを載のせた荷馬車を操あやつり、莉由も彼の横に乗っている。これだけの大荷物をたった一頭で引く馬車馬は、もちろん煒白である。


「久しぶりだな。元気だったか？」


　昌は満面の笑えみで、晄に駆かけ寄った。昌は里さと長おさの孫で、頼たよれる近所の兄貴分だ。


「ごめんね、うちの引っ越こしだったってのに、昌に任せっぱなしで」


　とうとう念願叶かなって、晄の一家は陝邑に引っ越すことになった。


　終南山からは銅が採れるようになり、廃はい墟きよだった陝邑の青銅器工こう房ぼうは、舜と煒白で手入れして何とか使えるようにした。もとの勤め先の青銅器工房では、舜に辞やめられると困ると言ってさんざん引き留めたらしいが、急ぎの仕事がある時には、舜が手伝いに行くという約束で納なつ得とくしてくれたらしい。


「引っ越しの手伝いぐらいなんてこたないさ。だが、寂さびしくなるなあ」


「しょっちゅう遊びにおいでよ。温泉に入りに」


「そうそう、オレ、それがすっげぇ楽しみだったんだ。温泉ってでっかい風ふ呂ろのことなんだって？　やっぱでかい風呂は気持ちいいか？」


「昨日できあがったばかりで、俺もまだ入ってないんだ。みんなと一いつ緒しよに入ろうと思ってね」


　病や怪け我がに効く泉の湯を、陝邑の民だけで使うのはもったいないと思い、大勢の人たちに入ってもらうために、晄は巨きよ大だいな湯船を作ったのである。その工事が終わったのが昨日で、そのために晄は自分の家の引っ越しに行けなかったのだ。


　引っ越し荷物を城の北堂に下ろすと、晄は早さつ速そく、みんなを城下南の空き地に作った温泉へ案内する。


　そこへ、亳邑から楓牙も駆けつけてきた。


「怪我や病に効く温泉に今日から入れると聞いて、累焰を連れてきたのだ」


　累焰はおおよそ回復したのだが、まだ食しよく欲よくが戻らず疲つかれやすいのだという。


「おおっ、すげーっ！」


　昌も東の丘の里人も、野午の里人も初めて目にする温泉というものに目を丸くした。


　湯船は、たっぷり堂の一つ分ほどもあり、百人がいっぺんに入っても悠ゆう々ゆう泳げるぐらいの大きさである。


　湯船は、地面を掘ほって、内側の土を鳳が光の槍やりを使って溶とかし、形を整えて固めた。湯船というよりは湯を張った池と言った方がいいかもしれない。赤龍が出てきた泉の周りの土が、岩に変じたのを見て思いついたのだ。


　湯船の中央は、竹で編んだついたてで仕切り、男湯と女湯に分けてあった。隣りん接せつする空き家を脱だつ衣い所兼けん休きゆう憩けい所にしてある。


「早速入ろうぜ」


　素すっ裸ぱだかに腰布一枚の男たちは、湯船の縁ふちに並んだ。人ひと形がたの煒白や鳳の姿もある。汪李は人形でも人に見えず、陝邑の領民以外の者には説明がしてないので、腕うで輪わのふりをして晄の腕に巻きついている。仏ぶつ頂ちよう面づらなのは、気のせいではなさそうだ。


「さ、入り初ぞめだ。ここは領主殿が一番に浸つかるべきだな」


　焉が言った。


「え？　俺が？　いいの？」


　何だかドキドキして照れくさい。


「じゃあ、入るね」


　全員が注目する中、晄は温泉に片足を入れた。湯船が広いので冷めるかと思ったが、いい湯加減だ。とぷんと、晄は一気に肩まで浸かった。


「どうだ？」


　楓牙が尋たずねた。


　青い空に白い雲がたなびき、鳥が舞まっているのが見える。風がそよぎ、湯船の向こうに生えている李すもものこずえをさわさわと鳴らした。


　とても気持ちがい──？


『晄？』


　なかなか返事がないので、鳳が心配して湯船に入り、晄の肩かたを叩たたく。


「ひ～～!!　怖こわい～～!!」


　晄はザバッと立ち上がると、鳳にしがみついた。


『へ？』


「これ、広すぎる！　何かにつかまってないと溺おぼれそうな気がする！　温かいだけで、河や池と変わらないっ！」


　その場にいた者たちは、一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとしたが、続いてぶーっと噴ふきだした。


「そういや、晄さん。水嫌ぎらいだって言ってたな」


　焉は腹を抱かかえて笑い、


「ならば、ここまで大きな湯船を作らなければよかったではないか……」


　楓牙は呆あきれていた。


「きっとこうなると思っていました。晄ちゃん、ちっちゃい頃ころ、お風呂が怖くて大泣きしましたものね」


　舜は、当時を思い出して思わず微笑ほほえむ。


　他ほかの男たちは次々と湯船に飛び込み、逆に晄は這はい上がる。その姿を見た陝邑の男たちは、


「おお、確かにケツは青かねえが──」


「だが、風呂を怖がるなんてやっぱ小こ童わつぱじゃね？」


　と、妙みような納得の仕方をしていた。


「やっぱり晄ちゃんは晄ちゃんよね。ちっちゃい時、あたしに抱だっこされてお風呂に入ったの憶おぼえてる？」


　脱衣所で晄の髪かみを拭ふきながら、莉由はとても喜んだ。





　その後、陝邑の温泉が病や怪我に効くと口伝えに広がり、他の邑むらからも庶しよ人じんから大商人や貴族にいたるまで、大勢の人々が入りに来るようになった。その際、ただで入らせてもらうのは申し訳ないと、粟あわや野菜、反たん物もの、貝ばい貨かなどを置いていってくれたので、陝邑は少しずつ豊かになった。


　思わぬ利益があったので、焉は馬市で気に入った種馬を買うことができ、煒白がとても安あん堵どしたのは言うまでもない。




　あとがき







　朝晩の風の涼すずやかさが、秋の到とう来らいを感じさせる今日この頃ごろとなりました。


　試練編のスタートとなる本巻ですが、いかがでしたか？　試練というわりには、軽いノリかも？　いやいや、王都には怪あやしい寵ちよう姫きが現れ、何やら曰いわくありげな外国人が晄こうに接近し、銅山を掘ほっていたら温泉が湧わき──と、それなりに登場人物は試練を味わって……どうだろ？


　登場人物も苦戦しましたが、今回は（今回も）村田もかなり苦戦しました。ぎりぎりまで原げん稿こうを待ってくださった担当様や印刷所の皆みな様さま、校正者様には感謝とお詫わびを申し上げます。


　伊い藤とう明あき十と先生にもご迷めい惑わくをおかけしました。短い時間にもかかわらず、美び麗れいかつ迫はく力りよくあるイラストを描えがいていただき、感激しております。


　苦戦しつつも何とか書き上げることができたのは、読者の皆様のおかげです。本当にありがとうございました。相変わらずヘタレな村田ですが、これからもどうか御ご支し援えんをお願いいたします。莉り由ゆうの力の源は、十月一日刊行予定の外伝で明らかになります。ザビに載のせた短編も収録されますが、かなり改かい稿こうするので新たにお楽しみいただけるといいな～と思っております。


　それでは、時じ節せつ柄がらくれぐれもご自愛ください。来月もお会いできることを願っております。







村田　栞　　





[image: ]


　東方妖遊紀行　神が目覚める第四の試練編









楓牙　いい風ふ呂ろだった。空を見ながらの風呂というのが、このように気持ちのよいものだとは思わなかったぞ。


累焰　おかげで、体力も呪じゆ力りよくもすっかり回復いたしました。まことにありがとう存じまする。


晄　　瓢ひよう簞たんから駒こまって感じだよね。穴から赤せき龍りゆうだったけど。でも、万病に効く温泉が湧わいて、湯治客が来るから陝せん邑ゆうも豊かになって、本当によかったー。


舜　　これもみな莉り由ゆうちゃんのおかげです。さすがは僕の妹です。


莉由　あたし、自分じゃ何かしたっていう自覚がないのよね。ただ、晄こうちゃんが危ないって思って、夢中だったの。そうしたらあんなことになって──。もちろん、温泉なんてまったく予想外よ。


[image: ]白　赤龍は、自分がいる泉に、莉由を入れたいために、泉の水を温めたようだ。


汪李　うむ。岩をも溶とかすおのれの熱を抑おさえ、泉の水を人が温まるのに丁度よい温度にするとは、よほど莉由が気に入ったのであろうな。


楓牙　なに!?　也や真しんばかりでなく、赤龍までも──!?


晄　　どうしてそこで楓ふう牙ががうろたえるの？　赤龍は人間じゃないもの。好かれたって莉りー姉ねえは困らないし、縁えん談だんの相手にもならないし。


鳳　　人間じゃねーから、楓牙は心配してんだろ。莉由は人間の男には五尺の掟おきてを定めてるけど、人形じゃなきゃ妖あやかしには男女関係なく接近させるからさ。


[image: ]白　そう、莉由は赤龍を警けい戒かいすべきだ。異種間の交わりは、森しん羅ら万ばん象しようの理ことわりに反する。


汪李　止やめておけ、煒い白はく。墓ぼ穴けつを掘ほるぞ。ここで種族の異なるもの同士の契ちぎりが話題になれば、種馬問題にも話が及およぶ。旗色が悪くなるのはお前の方だ。


楓牙　也真のこともあるし、異種間交流を避さけるためにも、ここは、莉由に早いところ身を固めさせなくてはならぬ。もももし、正体不明の神だか妖だかが憑ついているために嫁よめ入いり先が見つからぬようであれば、わわわ私の所へ来てもらっても──。


舜　　聞くところによれば、王子様は王様の寵ちよう姫き梓し羅ら々ら様と一夜をともにされたとか。そんな節操のない男のところへ、大事な莉由ちゃんをやるわけにはいきません。


楓牙　いや、だから、それは誤解だというのに！　私は潔白だ、信じてくれ！


莉由　（つーん）


累焰　皆みな様さま、大事なことをお忘れではないでしょうか。今回は本当に様々な事件が起こりましたが、最も重要視しなくてはならず、かつ解決困難なできごとと言えば──。


晄　　そうそう、俺と王様の間に何があるのか──だよね。


累焰　いいえ、そのようなことはいずれ明らかになること。やはり、わたくしどもの力ではどうにもならないことと言えば、晄殿どのが、御ご自じ身しんでお作りになった風呂に入れないことではないでしょうか。




東とう方ほう妖よう遊ゆう記き


神かみが目め覚ざめる第だい四よんの試し練れん





村むら田た　栞しおり
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